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例 言

1本書は，平成17 （2005）年度に実施した中国横断自動車道尾道松江線建設事業に係る権現第

1～3号古墳（三次市向江田町権現所在）の発掘調査報告である。

2発掘調査は， 日本道路公団中国支社（現西日本高速道路株式会社中国支社） との委託契約

により財団法人広島県教育事業団事務局埋蔵文化財調査室が実施した。

3整理作業・報告書作成は， 日本道路公団中国支社（現西日本高速道路株式会社中国支社）

及び国土交通省中国地方整備局三次河川国道事務所との委託契約により財団法人広島県教育事

業団事務局埋蔵文化財調査室が実施した。

4発掘調査は，梅本健治，伊藤実（現広島県立歴史民俗資料館）が担当した。

5 出土遺物の整理・復元・実測・図面の整理・写真撮影は，梅本が中心となって行った。

6本書は，梅本が執筆・編集した。

7本書で使用した遺構の略号はSKのみで，権現第1号古墳では「中世土坑｣，権現第2･3号

古墳では「古墳の埋葬施設」を示す。

8 図版の遺物番号と挿図の遺物番号は同一である。

9本書に使用した北方位はすべて平面直角座標第Ⅲ座標系北である。

10第2図は国士交通省国土地理院発行の1:25,000の地形図（三良坂）を使用した。

11権現第2． 3号古墳出土の玉類及び箱式石棺の石材は，考古地質学研究所柴田喜太郎氏の

肉眼鑑定による。

12埋葬施設の副葬品の位置の説明における左右は被葬者から見て，である。

13遺物実測図の縮尺は，鉄器＝1:2，勾玉・管玉・有孔楕円形玉・棗玉＝2:3， 臼玉＝1:1である。
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I はじめに

権現第1～3号古墳の発掘調査は中国横断自動車道尾道松江線建設事業に係るものである。本

事業は，本州四国連絡道路尾道今治ルート （瀬戸内しまなみ海道） と一体になって，山陰， 山陽

及び四国地方を南北に結ぶ地域連帯構想を推進し，本圏域の産業，経済及び文化の発展と沿線地

域の生活向上に寄与しようとするものである。

日本道路公団中国支社（以下， 「道路公団」 という｡）は，平成12 （2000）年3月，当該事業地

内の文化財等の有無及び取扱いについて，広島県教育委員会（以下， 「県教委」 という｡） と協議

した。県教委はこれを受けて現地踏査を行い，平成13 （2001）年8月事業地内に試掘調査が必要

な箇所が存在する旨を回答した。県教委は平成15 （2003）年11月に当該箇所の試掘調査を実施し，

権現第1～3号古墳の存在を確認した旨を平成16 （2004）年2月23日に道路公団に回答した。こ

の遺跡の取扱いについて県教委と道路公団は協議を重ねたが，設計変更による現状保存は不可能

との結論に達した。道路公団は，平成17 （2005）年2月4日付けで県教委あてに「埋蔵文化財発

掘の通知（土木工事の通知)」を提出し，県教委は同年2月16.17日付けで道路公団あてに工事に

先立って発掘調査が必要である旨を通知した。道路公団はこれを受けて，同年3月10日付けで財

団法人広島県教育事業団事務局埋蔵文化財調査室（以下， 「教育事業団」 という｡）に権現第1～

3号古墳(1,300㎡)の調査依頼を行なった。道路公団と教育事業団は同年4月1日付けで委託契

約を結び，教育事業団は同年7月11日から11月11日までの約4か月間発掘調査を行った。なお，

10月8日には三次市教育委員会と共催で遺跡見学会を開催し， 125名の参加があった。

本報告書は，以上のような経緯のもとに行った発掘調査の成果をまとめたものであり，今後の

埋蔵文化財の資料として， またこの地域の歴史の一端を知る手がかりとして，少しでも寄与でき

れば幸いである。

なお， 中国横断自動車道尾道松江線建設事業は，平成17 (2005)年10月1日の日本道路公団の

解散に伴って西日本高速道路株式会社に引き継がれ，平成18 （2006）年度からは国土交通省に承

継された。発掘調査にあたっては，国土交通省中国地方整備局三次河川国道事務所，西日本高速

道路株式会社中国支社広島工事事務所，三次市教育委員会及び地元の方々に多大な御協力をいた

だいた。記して感謝の意を表します。
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報告書 遺跡名 地区名 調査期間 所在地 時 期 内 容

(1）

牛の皮城跡
(北郭群）

第1次

第2次

第3次

畝状竪堀群

1～4郭

西竪堀

曽川2号遺跡

平成15年1月20日～
3月14日

平成15年7月7日～
10月31日

平成15年11月10日～
11月28日

平成15年1月20日～
3月7日

尾道市御調町
大町字二の丸

尾道市御調町
大町字西川

中世

古代末～中世

城跡

集落跡

(2） 曽川1号遺跡

A地区

B地区

C地区

D地区

旧・平成14年
度調査区

旧･P2第一
調査区

旧・P2第二
調査区

旧･P1

平成14年10月21日～
平成15年1月17日

平成15年4月7日～
5月23日

平成16年1月6日～
2月5日

尾道市御調町
大町字曽川

弥生時代～中世 集落跡

(3） 池ノ奥古墳
平成16年8月23日～

10月28日
町
神
羅
天
世
字
郡
戸
羅
津
世
宇 古墳時代後期 古墳

(4）

城根遺跡

牛の皮城跡
(北郭群）

第4次 5郭

曽川1号遺跡 E地区 旧・P4

平成15年1月27日～
3月7日

平成18年1月30日～
2月24日

平成15年12月1日～
12月19日

尾道市御調町
大町字城根

尾道市御調町
大町字二の丸

尾道市御調町
大町字米田

古墳時代か

中世

縄文時代後期～
中世

箱式石棺

城跡

遺物包含層

(5） 曽川1号遺跡

G地区

H地区

I地区

J地区

旧･P3

旧・P3側道

旧･P4側道

旧･P2

平成16年6月7日～
8月6日

平成17年1月11日～
3月4日

尾道市御調町
大町字曽川．
米田

弥生時代～中世 集落跡

(6） 曽川1号遺跡 K地区
平成17年4月11日～

7月1日

尾道市御調町
大町字曽川．
米田

弥生時代～中世 集落跡

(7）

札場古墳

大平遺跡

後山大平古墳

平成17年11月21日～
平成18年1月27日

平成19年6月25日～
10月5日

三次市後山町
字札場

三次市後山町
字大平

古墳時代後期

弥生時代後期～
古代

古墳時代後期

古墳

集落跡

古墳

(8） 北野山遺跡 平成18年7月3日～
8月4日

三次市吉舎町
敷地

平安時代
仏教関連の施
設跡

(9） 向江田中山遺跡
平成18年4月17日～

6月23日
三次市向江田
町中山

飛鳥時代 集落跡

(10）
本書 権現第1～3号古墳

平成17年7月11日～
11月11日

三次市向江田
町権現

古墳時代中期 古墳
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城根遺跡曽川1号遺跡(E地区） 牛の皮城跡（第4次)｣ 2008年

（5）財団法人広島県教育事業団「中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（5）

曽川1号遺跡(G～J地区)｣ 2008年

（6）財団法人広島県教育事業団「中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（6）

曽川1号遺跡(K地区)｣ 2008年

（7）財団法人広島県教育事業団「中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（7）

札場古墳大平遺跡後山大平古墳」 2009年

（8）財団法人広島県教育事業団「中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（8）

北野山遺跡j 2009年

（9）財団法人広島県教育事業団「中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（9）

向江田中山遺跡」 2010年
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Ⅱ位置と環境

権現第1～3号古墳は広島県北部の三次市向江田町に所在する。三次市は平成16 （2004）年4

月に旧三次市・旧双三郡（作木村・布野村・君田村・三和町・三良坂町・吉舎町） ・旧甲奴郡甲奴

町の1市4町3村が合併してできた, 49km×31kmと北西一南東方向に長い市である。三次市域は，
おおよる

地形的には広義の三次盆地を中心に北は中国脊梁山地の一部を形成する備北山地に含まれる大万
ざさん

木山山塊と吉備高原面の作木高原，南から南東にかけては吉備高原面の世羅台地及び甲奴高原に

よって構成される。中心の三次盆地面（標高150～450m)は東西約40km,南北約25kmの県内最大

の盆地で， 中国脊梁山地の南側に連なる中央盆地列に含まれる。この盆地に四方から流れ込む江
かんのせ ばせ･ん えの

の川水系の神野瀬川・西城川・馬洗川・可愛川が盆地中央で集まり，西流して盆地西方の江川関

門を経て日本海に流れ下る。権現第1～3号古墳はこの三次市域の中央部東寄りに位置する。

三次市は陰陽を結ぶ交通・政治・社会・文化の要衝で，史跡矢谷古墳・史跡寺町廃寺跡や約4,000

基を数える古墳をはじめとする数多くの文化財が残されている。 ここでは，権現第1～3号古墳

が存在する向江田町周辺を中心に旧三次市域の歴史的環境についてみていくことにしたい。

しもぼんたに （1） （2） わらしらとり （3）

旧石器時代馬洗川南岸の下本谷遺跡（西酒屋町)，同北岸の段遺跡（四拾貫町） ・和知白鳥遺跡

（和知町）で旧石器包含層の調査が行われている。古代の三次郡衙跡として著名な下本谷遺跡で
あいら

は，郡衙跡の北西側の丘陵頂部（配水池地点）などから姶良Tn火山灰(AT)の降灰に先行する

時期のナイフ形石器を含む石器群を検出した。段遺跡と和知白鳥遺跡はひと連なりの丘陵上にあ

り,AT降灰に先行する石器が出土している。
まつがさこ （‘l）

縄文時代松ヶ迫B地点遺跡（東酒屋町）では縄文時代早期の，平面楕円形で小型の竪穴住居跡

を検出した。柱構造は明確でなく，楕円押型文土器（深鉢）やスクレイパーが出土した。松ケ迫
（5） みどりいわ （6）

A地点遺跡（東酒屋町） ・緑岩遺跡（南畑敷町）では丘陵尾根線上で前者が6基，後者が29基の

長方形土坑を検出した。底面に円形のピットを掘り込んだ深い土坑で，動物狩猟用の落とし穴と

考えられる。
たかばち （7）

弥生時代前期のものとしては，高蜂遺跡（南畑敷町）の竪穴住居跡がある。浅く小型の円形住

居跡で，床面には無数の小柱穴が存在する。住居内からは，多くの石嫉・石錐や未成品・剥片・
こうびら

チップとともに，縄文時代晩期の突帯文士器と弥生時代前期初頭の甕が出土している。高平A号
（8） （9）

墓（十日市南町）は3基の埋葬施設（土坑・木棺）が並列する積石墓である。松ケ迫り地点遺跡

（東酒屋町）では木棺墓・土坑墓10基を検出し， 1基からは碧玉製管玉18点が出土した。
しじっ

弥生時代中期の遺跡では，集落跡として塩町遺跡（大田幸町） ・高平遺跡群が，墳墓として四拾
かんおばら （10） （11） むねすけいけにし （12） とのやま （13）

貫小原遺跡（四拾貫町） ・陣山遺跡（向江田町） ・宗祐池西遺跡（南畑敷町） ・殿山墳墓群（大田幸

町）がある。塩町遺跡は10軒以上の竪穴住居跡などから広島県北部の弥生時代中期後半の標識土
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第2図権現1～3号古墳周辺遺跡分布図（1:25,000）

2羅漢遺跡 3古城山城跡
6段遺跡 7上四拾貫古墳群
10山家古墳群 11大仙大平山第21 ．22号古墳
14陣山城跡 15深茅遺跡
18河原田2号遺跡 19瀬戸越南古墳
22下山手第4．5号古墳23上山手廃寺
26新宮山城跡 27塩町遺跡
30浄楽寺・セツ塚古墳群31高杉城跡

権現第1～3号古墳
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器となっている塩町式の壺・甕・鉢などが出土した。高平遺跡の第2号竪穴住居跡は中期中ごろ

の2本柱の円形住居跡で，鍛冶作業との関連性が考えられている。四拾貫小原遺跡では標石・配

石をもつ土坑墓5基に石列が伴う。このほかの墳墓は土坑墓などを埋葬施設とする四隅突出型墳

丘墓で，いずれも四隅の突出が弱いか不明確なもので，弥生時代中期後半頃とされる。
すみた （14） きかいじだに （15）

弥生時代後期の集落跡としては住田遺跡（三若町） ・帰海寺谷遺跡（海渡町） ・井上佐渡守土居
（16） （17）

屋敷遺跡（畠敷町）など，墳墓としては大仙大平山第21号古墳下層遺跡（向江田町） ・同第22号古
（18） じんどこやま （19） （鋤） やだに （21）

墳下層遺跡（同） ・陣床山遺跡（三若町） ・花園墳墓群（十日市南町） ・矢谷墳丘墓（東酒屋町）な

どがある。竪穴住居跡は平面円形で，主柱は2本・4本と5本以上の多柱穴のものがある。大仙

大平山第21号古墳下層遺跡・同第22号古墳下層遺跡・陣床山遺跡は，いずれも古墳墳丘築造に先

行する墓坑群で，前2者は箱式石棺や石蓋土坑が主体で，ガラス製小玉・鉄器が出土している。

後者は木棺墓・土坑墓計11基で構成される。なお，大仙大平山第22号古墳下層遺跡の墓坑群は2

基の土器棺墓を含み，その甕の特徴から後期前半頃のものと考えられている。花園墳墓群は弥生

時代後期頃の墳丘墓2基と溝で区画された6つの墓域からなる墳墓群で，箱式石棺・石蓋土坑・

木棺・土坑など検出した墓坑の総数は400～500基を数える。矢谷墳丘墓は弥生時代終末期の四隅

突出型墳丘墓で前方後方形を呈し，木棺墓8基など計11基の埋葬施設が存在する。周溝からは墳

丘上に立てられて墓葬祭祀に用いられたと思われる多量の土器群が出土し， これらのなかには山

陰的な鼓形器台や壷などとともに吉備地域から運び込まれたと考えられる特殊器台・特殊壷があ

り，注目される。

古墳時代この時代の遺跡としては古墳，集落跡などがある。
しもやまて （22） （23） （24）

前半期の古墳としては，下山手第4．5号古墳（向江田町)，四拾貫小原第8．19号古墳（四拾
かみしじっかん （25） （26） （27）

貫町)，上四拾貫第4．6．10号古墳（同)，四拾貫太郎丸第2号古墳（同)，宗祐池西第20号古墳
はたけばらかいさん （28） かみじよう （29） （30）

（南畑敷町)，畑原開山第9号古墳（大田幸町)，上定第25号古墳（同)，大久保第5号古墳（西
さけやたかっか （31） だぃさか （32） （33） くらが

酒屋町)，酒屋高塚古墳（同)，大坂第6号古墳（同)，花園第19･20号古墳（十日市南町),鞍ケ
たにきた （31）

谷北第1～3号古墳（青河町）などがある。大半は5世紀～6世紀前半頃のもので， 4世紀代に

遡る古墳でその内容が明確なものは現状では殆どない。これらの多くは直径10数mの円墳の墳頂

部に東西軸の埋葬施設2～3基を南北に並列させている。埋葬施設は竪穴式石室・箱式石棺・粘

土榔・木棺・士坑といった竪穴系のものである。副葬品は竪穴式石室や粘土榔は鏡・鉄剣・鉄斧・

鉄鍼・刀子や玉類など質・量ともに比較的豊富だが，箱式石棺・土坑などは小型の鉄製農工具

（鎌・刀子など）＋玉類を主とした質量ともにやや劣るか全くもたないものが多い。副葬品が比

較的豊富な古墳としては，大久保第5号古墳（粘土床十割竹形木棺)，酒屋高塚古墳（竪穴式石室

2基)，四拾貫小原第19号古墳（粘土榔3基)，上四拾貫第6号古墳（木棺)，四拾貫太郎丸第2号

古墳（竪穴式石室）などがある。

下山手第4．5号古墳は馬洗川北岸の丘陵上に円墳（第4号古墳） と長方形墳（第5号古墳）

が並んで造られている。時期的に先行する第5号古墳（4世紀末～5世紀初頭）は墳頂部に3基

の箱式石棺を築き，第4号古墳（5世紀前半～中葉）は墳丘中腹と裾に葺石を2段めぐらせ，墳
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頂には中心主体の木棺墓とその頭部側に軸を直交させて小型の箱式石棺を築いている。このほか，

第4号古墳の墳丘斜面や墳丘裾，両古墳の間などに石蓋士坑・木蓋土坑計6基を築いている。

鞍ケ谷北第1～3号古墳は可愛川東岸の丘陵端部に築かれた5世紀～6世紀前半築造の円墳3基

で，いずれも墳丘中腹に葺石がみられる。第1 ．2号古墳は墳頂に東西軸の埋葬施設2基（箱式

石棺・木棺墓）を南北に並列させている。第3号古墳は東西軸の箱式石棺1基を築く。上定第25

号古墳は美波羅川西岸の丘陵上にある5世紀末～6世紀初頭に築造された径11mの円墳で，墳頂

に東西軸の竪穴式石室を，墳丘裾などに竪穴式石室や小型箱式石棺3基を築く。墳頂部の埋葬施

設からは鉄鍼・鉄刀が，周溝からは滑石製双孔円板が出土した。 5世紀～6世紀中葉頃に築造さ
だいさか

れた大坂第6号古墳では，円筒埴輪片を敷いた石棺状の埋葬施設の床面から土製小玉28点が出土

した。

横穴式石室を埋葬施設とする古墳は当地域では6世紀前半～半ば頃には出現したとみられるが，
（35） （36） てら

調査例はいずれも6世紀後半以降に築造されたものである。陣床山第5．6号古墳（三若町)，寺
がわ （37） （38） ふだば （39） く ぐはら （‘10）

側古墳（同)，大仙大平山第22号古墳（向江田町)，札場古墳（後山町)，久々原第10号古墳（西酒
（41） （‘12）

屋町)，高平第1 ．2号古墳（十日市南町)，宗祐池西第21号古墳（南畑敷町)，岩脇大久保第1号
（43）

古墳（粟屋町）などがある。丘陵尾根斜面に立地し，等高線に並行に開口するものと尾根端部に

立地して尾根線に直交する方向に開口するもの（石室が横方向に開口するもの）が多く，丘陵尾

根端部に立地して尾根線の方向に開口するものや斜面に立地して等高線に直交する方向に開口す

るもの（石室が縦方向に開口するもの）は少ない。床面に敷石を施すもの（陣床山第5． 6号古

墳，札場古墳，寺側古墳)，須恵器の杯蓋・杯身などを敷き並べるもの（大仙大平山第22号古墳，

久々原第10号古墳など)，棺台石と一定数の鉄釘の出土から木棺の存在が窺えるもの(久々原第10

号古墳，高平第1 ．2号古墳，宗祐池西第21号古墳，岩脇大久保第1号古墳）がある。なかでも，

寺側古墳は敷石と立石で箱式石棺状の埋葬区画を7つ設けており注目される。
さんだんばた （‘1.1）

古墳時代，特に前・中期の集落跡の調査例は少ない。三段畑遺跡（糸井町）では古墳時代初頭

の6本柱の円形住居跡を検出した。帰海寺谷遺跡（海渡町）は大きく蛇行する美波羅川東岸の低

丘陵上にある5世紀初頭～6世紀初頭頃の集落跡で，一辺4m程度の方形住居5軒を検出した。

2本柱のものと4本柱のものがある。前者のうちのSB4は6世紀初頭の竪穴住居跡で， 当地域

では最古の部類に入る造り付けのカマドをもつ住居である。馬洗川南岸の丘陵に立地する高蜂遺

跡では，丘陵頂部の平面方形の竪穴住居跡3軒はいずれも2本柱構造で5世紀後半に建てられ，

南斜面の平面長方形の住居跡3軒はいずれも造り付けのカマドをもつ4本柱の住居で， 6世紀後
ふかがや （‘15）

半に建てられたと考えられる。水田地帯に立地する深茅遺跡（和知町）では， 4本柱の方形住居

跡4軒と2本柱の長方形住居跡1軒を検出した。 6世紀後半以降の竪穴住居跡は一辺4～5mの

平面隅丸方形・方形・長方形で，主柱は4本を中心に2本や無柱のものも存在する。また，多く
ださい （､16）

の住居には造り付けのカマドがみられる。大歳遺跡は可愛川に注ぐ板木川南岸の丘陵裾に立地す

る6世紀中葉～7世紀中葉の集落跡で，鍛冶津・製錬津を出土する住居があり，周辺に製錬炉の
（47）

存在が想定される。山手遺跡は美波羅川西岸の丘陵裾の水田地帯にあり， 6世紀後半の竪穴住居
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跡の1軒は焼失家屋で，壁溝上に板石を掛け渡している。 6世紀後半の竪穴住居跡3軒を検出し

た緑岩遺跡では1軒の住居跡から鍛冶炉を検出している。松ケ迫遺跡群は丘陵斜面に築かれた6
（‘18） 仏9）

世紀から7世紀代の長期間に亘り営まれた大規模な集落跡である。 B･F地点はいずれも丘陵斜

面を階段状に削平した平坦面に竪穴住居跡や掘立柱建物跡・建物状遺構などを多く築いている。

いずれも頻繁な建て替えを行っており，住居や建物の総数は30～50軒程度と多いが，同時存在し

た住居はほぼ6～8軒程度と中程度の集落規模である。なお，矢谷墳丘墓の近くの丘陵斜面では，
（50）

6世紀後半の須恵器窯跡2基とこれに付設する工房的性格の住居跡状遺構2軒を検出した。

古代三次の地名が史料に現れる最古の例は，天平5 （733）年に成立した『出雲国風土記』飯石

郡条である。旧三次市域周辺には古代の三次郡（5郷） ・三谷郡（5郷） ・高田郡（7郷）が存在

するが， 「和名類聚抄」によれば， これらのうち三次郡上次・下次・播次郷，三谷郡三谷・江田郷，

高田郡粟屋郷などが旧三次市域に含まれる。
（51）

古代の遺跡としては，官衙跡・寺院跡・窯跡などがある。県史跡下本谷遺跡（西酒屋町）は三

次市街地の南に広がる丘陵上に立地する官衙跡で，古代三次郡の郡衙跡と考えられている。 7世

紀後半～9世紀代の四時期にわたる変遷がみられる。 ．字状に並ぶ建物群が想定され，正殿とみ

られる中心建物は四面庇建物→二面庇建物→側柱建物と変遷するが，基本的な建物配置はあまり
（52） （53）

変わらなかったと考えられている。寺院跡では史跡寺町廃寺跡（向江田町）と上山手廃寺跡（同）

がある。寺町廃寺跡は馬洗川北岸の丘陵地帯の小支谷奥南斜面に立地する。仏教説話集『日本霊
ぼっき じ

異記』記載の三谷寺にあたるとされ，西に金堂，東に塔，その背後の中央に講堂を配した法起寺

式の伽藍配置が想定される。多量の瓦溥類や三彩が出土し， 7世紀後半～末に創建されたと考え

られる。この南西1.2kmの馬洗川北岸の段丘上に立地する上山手廃寺は，西に金堂，その北東に講

堂を配する伽藍配置で，多量の瓦溥類や二彩（盤）などが出土した。 7世紀末頃に創建されたと

みられる。この上山手廃寺と寺町廃寺は同箔の軒丸瓦の存在，伽藍配置・基壇規模・基壇構造な

どの類似など多くの共通点をもつことから，三谷郡の大領層を施主に同一の設計・施工管理のも
だいとう （54）

とに造営された可能性が高い。なお，馬洗川支流の国兼川東岸の丘陵斜面に築かれた大当瓦窯跡

（和知町）は，奈良～平安時代の寺町廃寺に瓦を供給した瓦窯と考えられている。
らかん （55）

羅漢遺跡群（和知町）は国兼川西岸の丘陵尾根上に立地する11世紀代の祭祀遺跡で，正方形の
（蒟）

石敷遺構を検出し，緑釉陶器（耳皿）などが出土した。岡西F地点遺跡I地区（上志和地町）で

は平安時代中期頃の木棺墓を検出している。

中世三次盆地周辺にはその実態が判明する公領・荘園は殆どない。当地域の中世の歴史は，三
みよし わら えた

次郡の三吉氏，三谷郡の広沢氏（のち和智・江田氏）の両氏の動向にほぼ現されているが，それ

も南北朝期以降に限られ，鎌倉時代の当地域の様子は殆どわからない。鎌倉幕府の御家人である

武蔵国広沢氏は， 12世紀末～13世紀前半に三谷郡ほぼ全域を所領化したと考えられる。そして，
わら

『とはずがたり』の記述によって，鎌倉時代末期の14世紀初頭には三谷郡和知郷・江田郷周辺に

居住し，すでに和智・江田両氏を分出していたことが確認できることから， 13世紀後半頃には武
ひらまつやま

蔵国から三谷郡に移住していたとみられる。和智氏は南北朝時代に拠点を和知郷から南の平松山
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なんてんざん

城・南天山城（吉舎町）に移している。和智氏は1333 （元弘3）年の後醍醐天皇挙兵に際して三

吉氏・江田氏らとともに馳せ参じているが，その後室町時代にかけて尊氏方（幕府方） と直義・

直冬方（南朝方）の間で離合を繰り返す。やがて，所領の「三谷西条」 （三谷郡西半の和知郷･江

田郷あたり）の地をめぐり幕府と対立するものの，最終的には幕府方に転じている。三吉氏につ
ひ

いては，出自や鎌倉時代以前の動向は不明で，南北朝期以降歴史の表舞台に現れ， 旧三次郡の比
えびやま

叡尾山城（畠敷町）を拠点として活動する。当初は和智氏同様，反幕府的な動きをみせるが，や

がて幕府方となり15世紀代には幕府奉公衆に名を連ねるようになる。その後，三吉氏・和智氏は
やまのうち みや

15世紀末の応仁･文明の乱やその後しばらくは，江田氏や山内・宮氏らとともに備後北部（内郡）

の国人衆として備後国守護山名氏に属して芸備地域や播磨地域などを転戦するが，やがてこの山

名氏を取り巻く状勢が泥沼化するなか，芸備地域に西から大内氏が，北から尼子氏が進出してく

る。三吉氏・和智氏・江田氏はほかの備後国人衆と同じく，尼子氏と大内氏との間で離合を繰り

返す状況が続く。そして， 1527 （大永7）年に当地域を主戦場にした尼子氏と大内・毛利氏の激

突が起こる（和智細沢山合戦)。 この戦いで，和智氏は尼子氏から大内氏方に転じ，江田氏は大内

方，三吉氏は尼子方に与したとみられる。この戦はかなり激しいもので，戦火は三吉氏の比叡尾

山城下にまで及んだ。その後，郡山合戦で尼子氏を敗走させた余勢をかって，大内氏は出雲遠征

を行うがここで富田月山城の攻略に失敗し， これを機に急激に勢力を衰退させる。一方，大内氏

に代わって芸備地域における盟主化への道を開いた毛利氏はやがて大内氏，尼子氏を滅ぼして中

国一円の領主となり，三吉氏・和智氏はその家臣団に組み込まれることになる。

中世の遺跡としては，山城跡・居館跡・祭祀跡などがある。山城跡としては，比叡尾山城跡
ひく'まやま はたがえしやま かいづま （57）

（畠敷町)，比熊山城跡（三次町)，旗返山城跡（三若町)，高杉城跡（高杉町)，加井妻城跡（粟
（58） （59）

屋町)，陣山城跡（和知町)，古城山城跡（同）などがある。比叡尾山城跡は三吉氏の居城で，主

郭から南に長く階段状に郭を連ね，谷を隔てた東側にも南北に細長く並ぶ小郭群が存在する。石

垣・土塁や竪堀・堀切が配置され，井戸・門跡なども残る。南麓には今市・五日市などの地名が

残り，家臣の館跡も存在し，城下町の体をなしていたと思われる。三吉氏は戦乱が厳しくなった

戦国末期には居城を西方の比熊山城に移している。 この城跡は三次町の北に聲える山塊の頂部に

築かれたもので，東西方向に長い巨大な主郭を中心にした郭の配置で，主郭の東には南北に連な

る小郭群，北には東西方向に延びる未完成の郭群が配されている。主郭の一角には高さ3mの天

主台的な小郭や祭祀的な遺構が存在する。旗返山城跡は1553 （天文22）年，毛利氏によって滅ぼ

された江田氏の居城で，北流する美波羅川西岸の山頂部を中心に築かれている。北を除く三方が

急峻な斜面の要害の地で，頂部に北・西に土塁を設けた主郭を築き， ここから南～南東方向にL

字状に郭を連ねている。主郭の北に続く鞍部には堀切と竪堀を複雑に配する。高杉城跡はやはり
ほうり

1553 （天文22）年，毛利氏によって滅ぼされた祝（武田）氏の居城で，馬洗川南岸の水田地帯に
らはやひ ニ

築かれた平城である。現状は知波夜比古神社境内の平坦地とこれを取り囲む土塁・堀を残すだけ

だが，元は三重の空堀で囲まれたより広い範囲が城域であったと考えられている。加井妻城跡，

陣山城跡，古城山城跡はいずれも中国自動車道建設に伴ってその一部が発掘調査されている。加
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かむら

井妻城跡は北流する可愛川に西から支流上村川が流入する合流点の南岸の急峻な丘陵端部に築か
かいづめ

れた15世紀後半～16世紀代の城跡で，三吉氏が領地の西端に築いた「界詰」の城と考えられてい

る。城は南から北に延びる丘陵尾根上に階段状に郭を連ね，最高所の郭は背後（南側）に土塁を

介して直線的な堀切を設けている。最下段の7郭は最大規模の郭で， 4～5軒分の建物や柵列の

存在が想定されている。小規模な建物2棟が想定される9郭では，飛礫とみられる握り拳大の河

原石の集積や野鍛冶の存在を窺わせる多量の鉄津の出土がみられた。陣山城跡は南流する国兼川

西岸の丘陵尾根端部の頂部を中心に築かれている。最高所の主郭（1郭）の中央に建物1棟と西

辺に簡易な土留めとみられる石列がある。その北西側にある2郭は土塁をもち，建物2棟が存在

する。 2郭の北西側には尾根鞍部を断ち切るように堀切4条と竪堀2が設けられている。この城

については，西の国広山を中心に広範囲に存在する山城遺構の一部と考え，和智細沢山合戦時に

尼子方が在陣した城郭群の一部と考えられる。この1km東の丘陵端部に位置する古城山城跡は，

堀切・土塁で画した範囲に3つの郭を階段状に配している。 自然地形を利用した単純な縄張りで，

広沢氏が武蔵国から移住してきた頃の築城の可能性がある。
（60）

井上佐渡守土居屋敷跡（畠敷町）は比叡尾山城の南東1kmの低丘陵端部に築かれた館跡で，一
（61）

部が発掘調査され，掘立柱建物跡1棟・井戸・溝・堀などを検出した。山崎遺跡（大田幸町）は

美波羅川西岸の低丘陵に立地する古代～近世の集落跡で, B区で中世の掘立柱建物跡6棟，井戸

跡2基の他に埋納土坑を検出した。この埋納土坑は平面楕円形の浅いもので，内部から土師質土

器・皿20数点，古銭27点と墨書をもつ径10.8cmの円札2枚に挟まれた和鏡（蓬莱鏡) 1枚が出土

した。円札には円符，呪符，符録，人名，干支，梵字など多種多様な内容の墨書がなされており，

この埋納土坑は何らかの呪術行為に関わるものと考えられている。
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Ⅲ調査の概要

権現第1～3号古墳は三次市向江田町字権現に所在する箱式石棺を埋葬施設とする古墳である。

三次市中央部の，東から西に流れる江の川水系馬洗川北岸に位置する。古墳群は，幅100～300m

ほどの狭小な平野部を東に望む北から南に細長く延びる丘陵頂部に8基築かれており(標高204～

210m,水田面からの比高約20m),第1～3号古墳は南半の丘陵先端側に立地する。

調査は，各古墳の墳丘に十字に土層観察用の畦を残して行った。南端に位置する第1号古墳は

径14mほどの円墳で，周溝はもたない。埋葬施設は墳頂部に空けられた中世頃の攪乱坑によって

失っていた。第1号古墳の北50mにある第2号古墳は径20mと規模の大きな墳丘をもつ円墳だが，

やはり周溝をはじめ外表施設はもたない。墳頂部に計5基の箱式石棺が築かれており，最大規模

のSK1は礫床をもつ。 SK1･4からは小型鉄器（鎌・刀子）や玉類（勾玉・管玉・臼玉）が

出土した。第2号古墳の北36mに位置する第3号古墳は墳丘が明確ではないが，径10m程度の円

墳の可能性がある。墳頂部で小型の箱式石棺2基を検出した。 これらからは刀子や玉類（勾玉・

有孔楕円形石製品・管玉・棗玉・臼玉）が出土した。

第3図権現第1～3号古墳周辺地形図(1:2,000) (アミ目は古墳を示す｡）
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Ⅳ遣構と遺物

1．権現第1号古墳

（1）立地と調査前の状況（第3 ．4図，図版1a･1b･2a)

権現第1号古墳は丘陵南端の頂部に立地する，径13m,高さ （現状) 2mの円墳である（標高

204～206m)。古墳が存在するあたりの丘陵頂部は幅20～30mとごく狭い（標高204m)。丘陵南

端までは6mと近く，周辺の水田からの高さは13～20mである。

調査前の状況は山林で，明確に円形の墳丘を捉えることができた。墳丘の西側を細い山道が北

側の第2号古墳に向かって延びており，その西側にはやや急な斜面が水田面へとのびている。一

方，墳丘の東辺は後世の開墾によって1m以上掘削され，畑地とされていた。墳頂部は径5～6

mの平坦面で，中央には一辺2.2m,深さ70cmほどの方形の盗掘坑が存在した。この盗掘坑につい

ては，地元の古老の話によれば，昭和30年代頃に掘り反されたもので，刀や焼き物などがみつ
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かつた， と云う。

（2）墳丘（第4～6図，図版2b･2c･3a～4a)

厚さ数～10数cmの表土を除去すると，墳頂部を中心に東西7.8m,南北6.8mの範囲に密に小円

礫が堆積する状況がみられた。礫は数cm大の扁平気味の円礫で， この礫層（厚さ20～30cm)の下

に墳丘が存在した。

本古墳には周溝や葺石など墳丘に伴う外表施設は存在しない。旧地形の丘陵頂部を削平して設

けた基盤の上に盛土を行って墳形を整えたものである。盛土は現状で厚さ（最大) 90cmで，盛土

下には旧表土（暗褐色土，厚さ6～27cm)が東西12.9m×南北11.3m(現状）の範囲にほぼ安定

してみられる。このことから，第1号古墳の墳丘は標高205.5mのあたりを頂部とする旧地形の

丘陵上に盛土して築かれたことになる。

盛土に使われた土壌は，色調的には色の薄い淡黄褐色士（盛土I),山吹色の明黄褐色士（盛土

Ⅱ)，暗黄褐色士（盛土Ⅲ）が主体で，土質的には白色士･黄色土・明黄色土などの小ブロックを

多く含む盛土Ⅱ．Ⅲとあまり多く含まない盛土Iに分けることができる。盛土I=8･8' 9
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第5図権現第1号古墳墳丘測量図（1:200）
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16～18．35．36．48層，盛土Ⅱ＝10．13．19．29′ ・32．39，盛土Ⅲ＝11．14．20．21．28．30．

31 ．33．34．40～43．49．50がそれぞれ該当する。墳丘中央の旧表土の基盤の上に盛土Ⅱを主体

に一部盛土Ⅲ･ Iを互層状に挟み込むように積んで，径6.3m,厚さ0.7mの小山状の核を形成し，

それを覆うように墳丘外寄りに盛土Ⅲを土手状に盛る。ただ， この墳丘の核の周縁に被覆するよ

うに行われる土手状の盛土は，第2号古墳のようには顕著ではなく，墳丘南側を中心にみられる

ものの，その他ではそれほど明確ではない。これら盛土Ⅱ ．Ⅲを主体とする墳丘中・下層の盛土

の上面は緩やかな曲線を描き，水平ではないが， これらの上に盛土Iが被覆され，恐らく埋葬施

設の構築が行われたと考えられる。また，墳丘斜面は一定の厚さの暗黄褐色土で覆われ，墳丘の

築成が完成する。墳丘の核を形成する盛土Ⅱは，第2号古墳の墳丘の最上層に被覆された盛土A

と酷似する明るい山吹色的な明黄褐色土で，盛土Iは第2号古墳の盛土B,盛土Ⅲは同じく盛土

Cに土質・色調が酷似している。盛土に使われた土は全体として粒子が細かくサラサラとし，色

調も比較的精美である。これらのことから， これらの土が無作為に採取されたものではなく，良

好な土質・色調の土壌をある程度意識的に選別して採取し， これらを盛ったものと考えられる。

これら盛土に用いられた土壌の多くが， 旧表土の暗褐色土の下位にある明黄褐～灰白色土を主に

採取したものであることは，盛土に多少に拘らず含まれている黄色土・白色土・明黄色土の小ブ

ロックの存在からも明らかである。そして，墳丘直下に|日表土が安定して残存することから考え

て，盛土用の土が墳丘の周囲，特に尾根線上を中心に恐らく1m程度掘り下げて採取されたもの

で， この土木行為が一方で墳丘の基壇の形成をも兼ねたものであることが分かる。後述するよう

に， 中世後期における墳頂部の改変によって一定度の墳丘の損壊が考えられ，盛土の厚さは現在

では1mにも満たないが， この地山掘削によって確保された墳丘基盤の上に盛土することで，墳

丘の高さは南北の墳裾から1.67～1.77m,東西の墳裾から2.1～2.27mと2m程度,すなわち盛土

の実際の厚さの2倍以上に高くみえたことであろう。

(3) SK1 (第7図，図版4b)

第1号古墳の埋葬施設は墳頂部における後世の削平によって失っており，検出することはでき

なかった。墳頂部の中央には1辺2mほどの方形の盗掘坑が空いており， この盗掘坑の下には平

面的にほぼ同規模の方形の土坑(SK1)が存在した。盗掘は恐らくこのSK1の上半を掘り返

したものと考えられるが，盗掘坑の底からさらに50cmほど掘り下げるとSK1の底面に達する。

SK1の少なくとも下半の埋土は古墳の墳丘上に堆積していたものと同じ扁平な小円礫が隙間な

くぎっしりと詰まった暗黄褐色士である。このことから，墳丘上の礫層はこのSK1から盗掘時

に掻き出されたものの再堆積である可能性が考えられる。 SK1の底面にはほぼ全体に細かい炭

が敷き詰めてあるものの，南西隅を除く三方の隅には炭が存在しない部分がみられた。熱を受け

た形跡はまったく認められないことから, SK1内部で焼成は行われていないと思われる。坑底

面中央には東西92cm,南北66cm,深さ40cmの平面楕円形の下部土坑があり，内部には炭や小円礫

は存在しなかった（下部土坑の検出面にも炭は敷かれていない)。このSK1の規模は,上面で東
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41 黄褐色土（白色土・黄色土小ブロック多く含む。 42層に酷
似。Ⅲ系統）

42暗黄褐色土（白色土・黄色土小ブロック多く含む。 41層に
酷似。Ⅲ系統）

43黄褐色土（白色土・黄色土'1,ブロック多く含む。 41層に酷
似。Ⅲ系統）

44黄褐色土

45暗黄褐色土（軟質，崩落土か）

46暗黄褐色土

47暗黄褐色土
48暗黄褐色土（黄色土小ブロック含む。 I系統）
49暗黄褐色土（黄色土小ブロックやや多く含む．Ⅲ系統）
50蹄黄褐色土（白色土・黄色土小ブロック多く含む。 20．21

層に近い。Ⅲ系統）

50′暗黄褐色土

51 旧衷土（暗褐色士）

「墳斤礁糸」は大きく3系統に分けられる。

I系統＝淡黄褐色士（8．16～18脳などで，墳丘上部にある｡）
Ⅱ系統＝暗黄褐色土（10.13. 19届などで，墳丘中央の中・

下層にあたり， 白色土・黄色土などの小ブロックを

多く含む｡）
Ⅲ系統＝暗黄褐色土（11 ．14．20．21層などで，盛土Ⅱに

互層状に挟み込まれるとともに，墳丘周縁寄りの

中・下層を形成する｡）

22暗黄褐色土

23黄褐色土
24暗黄褐色土（22層に似る｡）

25階黄褐色土
26暗黄褐色土

27暗黄褐色士（26層より黄色味強い）

28時黄褐色土（30.31層に似るが，ブロックは含まない。、
系統）

29淡黄褐色士（白色土・黄色土小ブロック含む。 I系統）
29’黄褐色士（白色土・黄色土小ブロック多く含む。 13層に似

る。 Ⅱ系統）

30暗黄褐色土（白色土小ブロック多く含む。 28．30層と酷似。
Ⅲ系統）

31暗黄褐色土（白色土小ブロック多く含む。 28.30層と酷似。
Ⅲ系統）

32明黄褐色土（白色土・明黄色土小ブロック多く含む。 19層
と酷似． Ⅱ系統）

33暗黄褐色土（白色土小ブロック多く含む。Ⅲ系統）

34暗黄褐色土（白色土・明黄色土小ブロック多く含む．、系
統）

35淡黄褐色土（白色土・黄色土小ブロック含む。36層に近い。
I系統）

36暗黄褐色士（白色土・黄色土小ブロック含む。35層に近い。
I系統）

37淡黄褐色土

38暗黄褐色土
39淡黄褐色土（白色土小ブロック多く含む。 10層に酷似。 Ⅱ

系統）

40暗黄褐色土（白色土・黄色士小ブロック多く含む．Ⅲ系統）

1 表土（黄褐色士）
2淡黄褐色土

3淡褐色土（小礫密）

3′淡褐色土（小礫疎）

4淡褐色土（3届に酷似。小礫は含まない）
5淡褐色土（3．4届に似るが，締まりがある）

6黄褐色土
7暗黄褐色土

噴丘盛士

8淡黄褐色土（白色土小ブロック含む。 I系統）
8′淡黄褐色土（I系統）

9暗黄褐色土(I系統）

10淡黄褐色土（白色土小ブロック多く含む。39暦と酷似。 Ⅱ
系統）

11淡黄褐色士（白色土・黄色土小ブロック多く含む。Ⅲ系統）
12淡黄褐色土

13黄褐色土（白色土・黄色土小ブロック多く含む。 29′層に
似る。 Ⅱ系統）

14暗黄褐色土（白色土小ブロック含む。Ⅲ系統）
15明黄褐色土
16明黄褐色士（白色土・黄色土小ブロック含む。 I系統）
17暗黄褐色土（黄色土小ブロック含む． I系統）
18黄褐色土（白色土小ブロック含む。 I系統）
19明黄褐色土（白色土・明黄色土小ブロック多く含

む。 32層と酷似，やや色がうすい。 Ⅱ系統）
20暗黄褐色土（黄色土小ブロック多く含む。 50層に近い。Ⅲ

系統）

21暗黄褐色土（黄色土小ブロック多く含む。 20．50層に近い。
Ⅲ系統）

5m0

第6図権現第1号古墳墳丘土層断面実鯛（1:60）



西2.46m×南北2.4m,深さ（現状)0.92m(下段土坑底面まで1.32m)である。 SK1内部から

は遺物は出土しなかったが，墳頂部に再堆積した礫層から鉄刀片と考えられる鉄片や「罵」字の

書かれた小円礫，陶器片などが断片的に見つかっている。このSK1上部にあけられた盗掘坑か
す.がた

らの出土遺物とみられるものがみつかった菅田遺跡では， 「発見当時の伝聞によると，古墳の頂部

付近で卵大の円礫を多数集積した中から，青磁の瓶と白磁の杯が見つかった｡」 とある（伊藤実

「菅田遺跡」 「三次市史」 Ⅱ遺跡・山城編2004年)。 これらの青磁・瓶と白磁・杯は13～14世

紀に中国南部で製作されたものと考えられており，本来的にはSK1に伴う可能性がある。 とす

れば, SK1は古墳の高まりを再利用した墳墓あるいは経塚などの内部施設である可能性が考え

られるが，明確な出土遺物がない現状では推測の域を出ない。

2．権現第2号古墳

（1）立地と調査前の状況（第3 ． 8図，図版1a． lb･4c)

権現第2号古墳は丘陵中央，第1号古墳の北50mに位置する。丘陵頂部に立地し，径20m,高

さ3mと今回調査を行った3基の古墳のなかでは最大規模の円墳である。第2号古墳が存在する

あたりの丘陵頂部は幅50mで（標高206～209m),周辺の水田からの高さは約20mである。

調査前の状況は山林で，明確に円形の墳丘を

捉えることができた。墳丘裾の西側を第1号古

墳や第3号古墳に向かう細い山道が南北に延び

る。墳丘の東側は後世の開墾によって古墳の裾

から1～2m切り落とされ，畑地とされていた。

調査時には，径6～8mの広さの墳頂部は中央

から北半にかけて盗掘を受け，蓋石や一部の小

口石・側石が大きく損壊を受けた3基の箱式石

棺(SK1～3)が露出していた。

グ

－

（2）墳丘（第9 ・10図，図版5a～6b)

第1号古墳同様，周溝・葺石などの外表施設

はなんら検出されなかった。旧地形の丘陵頂部

を一定度削平して設けた基盤の上に盛土を行っ

て墳形を整えたものである。盛土は現状で厚さ

（最大) 156cmで，盛土下には旧表土（暗灰色土，

厚さ最大18cm)がほぼ径12mの範囲に残存する。

第1号古墳に比べるとその残りはそれほど良く

なく，特に墳丘中央部での残存状況が不良であ

る。旧表土上面の標高は207.6～208.0mで， こ

-206.50m －

0 2m

ｰ一一戸一F－－－

第7図権現第1号古墳SK1実測図(1:40)

（アミ目は炭を示す｡）
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のあたりを頂部とする丘陵上に第2号古墳は築かれたことになる。

盛土は大まかに厚さ3～60cm(主体は厚さ10～30cm)の黄褐色土系統の士を幾層にも盛ってい

る。なかでも三種類の土壌（盛土A～C)を主体的に盛ることで墳丘の形成を行ったものと考え

られる。即ち，墳丘の中心部の中・下層に盛土Bを東西方向6.8m×南北方向7.6m,厚さ0.6~

0.7mの小山状に盛り，墳丘外寄りの中・下層に盛土Cを盛土Bを被覆するように土手状に盛る。

この盛土Cの頂部は墳丘Bによってできる小山の頂部に較べて高く，盛土B･Cによってできた

径3.6m,深さ0.6～0.9mほどの墳丘中央の凹みに21層などの茶～燈褐色系統の土（以下，盛土

D)を盛り， こうして標高208.8～209m付近に水平な盛土面が形成される。この水平面は後述す

るように，第2号古墳の埋葬施設の構築に関わる重要な意味合いをもつ。これら盛土B・C･D

によって形成された水平な盛土面の上に盛土Aが盛られている。最後に，盛土A～Dによって造

られた墳丘の核（東西方向13.5m×南北方向13.6m,高さ0.9～1.5m)の主に斜面を覆うように

軟質の暗黄褐色土（5．6層）が盛られて，墳丘の築成は完成する。

盛土Aは明黄色土で， 8～11層（10．11層が主体）が該当する。盛土Bは淡黄褐色土で，地山
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士（黄白色士）に起因する明黄色・白色・黄色土などの小ブロックを多く含む。 18．36．38．39．

42～44．50．54．56．62．64～66．69．76．96．97． 105． 110． 113． 114． 119． 120層などがこ

の盛土Bに該当する。量的に最も多く，主体的な盛土が暗黄褐色土の盛土Cである。 12．14～17･

19．29．30．40．45．46．51 ．55．57～61 ．67．68．70～75．77～87．89～95．98．99．104．

107．109．112．115．117層が盛土Cに該当する。茶～燈褐色士の盛土Dは盛士Cに類似し， 20．

21．25～27．34．52．100．101．103層がこれに該当する。盛土A･Bは色調や土質，地山土に起

因する土壌の小ブロックを含む点など類似点が多い。盛土Aは土質的にも良質で，色調も「山吹

色」的な明るく映える黄色であるのに対して，盛土Bは色調的にはAに比べるとややくすんで黄

味が薄く，土質的にも少し劣る。盛土Cは土質としてはサラサラのシルト質で良質だが，色調的

には暗色である。以上から，量的には少ないが墳丘の最上層に盛土の仕上げとして被覆され， ま

た埋葬施設の構築の被覆土や基底土として重要な役割を担ったと考えられる盛土Aが最良質で，

次いで墳丘中心部の核ともいうべき中・下層に主体的に用いられている盛土Bが良質な士として

採取され，用いられたと考えられる。盛土Cは盛土Bで築かれた墳丘の中心部分を覆う外護的な
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役割を担う盛土として最も多量に採取されている。これら第2号古墳の墳丘盛土の主体をなす盛

土A～Dなどは意識的に選別して採取されたと考えられ，丘陵頂部最高所の墳丘の周辺を深く掘

り下げて採取されたであろうことは，盛土A・Bに地山土に起因する士の小ブロックが多く含ま

れていることから分かる。そして， この盛土用の士の意識的な採取はまた盛土の基盤の形成も兼

ねている。即ち，盛土の基底面は墳丘裾に比べて，北裾・東裾で1.44m,南裾で1.62m,西裾で

1.95m高く, 1.44～1.95mの高さの基盤を形成している。 こうして形成された基盤の上に盛土す

ることで，盛土の厚さ（最大156cm)よりも1.5～2m近く高い墳丘を造り上げることができ，そ

の結果，盛土の厚さの倍以上の高さの墳丘に見せる視覚的な効果を果たしたと考えられる。

（3）埋葬施設

第2号古墳の埋葬施設は墳頂部で検出した箱式石棺墓5基である(SK1～5)。墳頂部は東西

6.8m,南北6mの楕円形でほぼ平坦な形状をなすが,やや東に寄ったほぼ4m四方の範囲に5基

の埋葬施設が近接して作られている。墳頂部の北東側の半分は盗掘によって削平を受け, SK1

～3の3基の箱式石棺墓が露出しており，すべての蓋石や一部の小口石・側石が原位置を動かさ

れたり，石材を抜き取られたりしていた。南西側は盗掘を免れ，現状の墳丘最高所（標高209.686

m)から40cmほど掘り下げたあたりでSK4．5を検出した。 SK1～3はいずれも墓坑をもた

ず，盛土のある面上に石棺を構築し，石棺の構築と盛土を並行して行い，その後石棺を被覆する。

石棺構築面（側石・小口石の底面）の高さはSK1が標高208.77～208.96mと最も低く，次いで

SK4の標高208.93～209.06m, SK5の標高208.99～209.16m,そして最も高い位置に構築さ

れているのがSK3の標高209.03～209.22m, SK2の標高209.09～209.24mである。 SK1と

SK4が10～16cm, SK4とSK5が6～10cm, SK5とSK3が4～5cm,そしてSK3とS

K2が2～6cmの高低差がある。 SK4とSK5は蓋石上面での標高はSK4が209.4～209.46

m, SK5が209.45mと殆ど差がない。蓋石が原位置を動き，墓坑をもたないSK1～3につい

ては，因みに小口石・側石上面（最高所）での標高を較べてみると, SK1が209.42m, SK2

が209.58m, SK3が209.55mとなり, SK1とSK2･3は13～16cmの高低差がある。 SK4･

5の小口石・側石上面（最高所）の標高はSK4が209.34m, SK5が209.38mとほぼ同じく，

SK1のそれと4～8cmと大差ない。以上から, SK1 ．4･5とSK2･3の間にはその石棺

構築面に明らかな高低差が認められる（13～24cm)。

SK1～5の構築面及び構築状況を明らかにするために，盛土との関係について少し詳しくみ

ていくと，

①SK1=小口石・側石は11･103層上に立てられており, 11． 10層が周囲に盛られている。

②SK2． 3=小口石・側石は直接には7･ 8層上に立てられている。その下には9 ． 10層が存

在する。 7層を除けば盛土Aの系統の士の上に構築されている。

③SK4･5=11層上に小口石・側石が立てられ，周囲には10･100層が存在する。墓坑は10･

100層上面から掘り込まれている。
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74淡黄褐色土（白色土・黄色土小ブロック含む。 72層に近いが‘やや色が薄い。

75淡黄褐色土（72.74層より暗い。C系統）
76黄褐色土（黄色土小ブロック多く含む。 B系統）
77暗黄褐色土（小ブロック含む。 73層に近い。やや暗い．C系統）
78暗黄褐色土（黒ずむ。C系統）

79暗黄褐色土(C系統）

30暗黄褐色土(79･82層よりやや黄色味強い。少し薄い。C系統）
31暗黄褐色土（80層に酷似。 79．82層よりやや黄色味強い。C系統）

C系統）
34燈褐色土（黄色土小ブロック含む。 21 ．25層に酷似）

35淡黄褐色土（橘角十ブロック含む）
36淡～明黄褐色土（白色土・橿色土・黄色土小ブロックを多く含む。B系統）
37淡黄褐色土（軟質・粘質）

38淡黄褐色土（小ブロックを多く含む．やや暗い。 36届に近い． B系統）
39淡黄褐色士（小ブロックを殆ど含まない。 38層に酷似。B系統）
40時黄褐色土（C系統）

1 表土（黄褐色土）
2暗黄褐色粘質士

淡黄褐色土 32暗黄褐色土(C系統）
淡黄褐色士（白色土・授色土・黄色土の小ブロック含む．B系統） 33暗黄褐色土（黒っぽい。C系統）
淡黄褐色土（白色土．樒色土．黄色土の小ブロック多く含む。B系統） 34淡黄褐色士（薄い黄色。C系統）
淡黄褐色土（笹色土・白色土・黄色土の小ブロック多く含む。B系統） 35暗黄褐色土（79．82層に酷似。C系統）
暗黄褐色土（40層よりやや黒味あり。色はやや薄い。C系統） 36暗黄褐色土（黒色土・黄色土が混じり，少し汚い感じ。C系統）
崎黄褐色土（C系統) 37淡黄褐色土（少し暗黄褐色土混入。84．89層に似る，C系統）
黄褐色土（黄色土小ブロック含む．全体に淡色気味） 38明黄褐色十
黄褐色士（やや黒味あり。全体に淡色気味．47層に近い） 39淡黄褐色土（少し暗黄褐色土混入。84．87層に似るC系統）
淡黄褐色土 ヨO暗黄褐色土（黒っぽい。86層に酷似。C系統）
淡黄褐色土（44咽より少し薄い。B系統） 31淡黄褐色土（84．87．89層に似る。C系統）
暗黄褐色士（29．30層などと同系統．C系統） 92暗黄褐色土（84．87．89．91層などに似る。C系統）
茶褐色土（軟質。 20．25層より濃く，柔らかい） 93暗黄褐色土（86．90層などに酷似。黒っぽい。C系統）
暗黄灰色砂質土（柔らかい） 34淡黄褐色土（82．87．89．91厨に酷似。C系統）
淡～明黄褐色土（樗僅十・白色士．黄色土小ブロック多く含む。B系統） 95暗黄褐色土(C系統）
暗黄褐色士（やや黒味帯びる。 29暦などと同系統。 C系統） ヨ6明～淡黄褐色土（明黄色土などの小ブロック多く含む。 B系統）
淡～明黄褐色土（少し黄色味が強く，明るい。 54層と同じ。B系統） ヨ7淡黄褐色土（やや黒っぽい．小ブロック含む。B系統）
暗黄褐色土（58層に近い。黒味やや強い．C系統） 98暗黄褐色土（黒っぽいC系統）
暗黄褐色士（部分的に黒味をもつ。C系統） 犯暗黄褐色士（黒っぽいC系統）
暗黄褐色土（60層に近い．少し黒味を帯びる．C系統) _ 100暗黄褐色土(21層に近い．やや榿色気味）
暗黄褐色土（薄く黒味を帯びる部分あり。 58屑よりは黒味は少ない。C系統） 101檀褐色土（100層に近いが．やや色が薄いか）
黄褐色士（60層より明るい。C系統) 102黄褐色土（黄色土小ブロックやや多く含む）
淡黄褐色土（白色土'1,ブロック多く含む．B系統) 103淡催褐色土(21層より色がやや薄い）
淡～明黄褐色士（黄色土．白色土小ブロック多く含む。やや暗い) IO4暗黄褐色土（黄色土小ブロック含む。C系統）
淡黄褐色士（黄色土．白色土小ブロック多く含む。62層に似る。B系統) 105淡黄褐色土（明黄色土小ブロック多く含む。B系統）
淡～明黄褐色士（白色土・黒色土・黄色土小ブロック多く含む。B系統） 106淡黄褐色土（極小の明黄色土小ブロック含む）
淡～明黄褐色土（64層に近い。やや黄色味が強い。B系統） 107暗黄褐色士（色は薄い感じ。C系統）
淡柾褐色土（黄色土小ブロック含む． 19．68．70層より若干色が薄い。C系統) 108淡黄褐色土
橿褐色土（赤味あり。 19層などに酷似．C系統） 109暗黄褐色土（色はやや黒っぽい。C系統）
明黄褐色土（黄色土．橿色土小ブロック多く含む。B系統) 110淡黄褐色土（明黄色土小ブロック多く含む。 37． 118層に似る。 B系統）
燈褐色土（19．68届に酷似するが． 69層より若干<すむ。C系統) lll淡黄褐色土（黄色味やや強い）
暗黄褐色士（黄色土小ブロック含む。 19層などにもいくらか近い。C系統) 112暗黄褐色土（明黄色土小ブロック少し含む。色はやや黒っぽい。C系統）
淡黄褐色土（白色土小ブロック含む。C系統） 113淡黄褐色土（明黄色土小ブロック多く含む。B系統）
暗黄褐色土（黄色土小ブロック多く含む。 71層に酷似。 C系統） 114淡黄褐色土(110層に酷似。黄色土小ブロック多く含む． B系統）
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3黄褐色土 41

4暗黄褐色土 42

墳斤盛士 43
5暗黄褐色士（軟質） 44
6暗黄褐色土（5層に酷似。やや色がうすい） 45
7暗黄褐色土 46

8明黄褐色土（白色土・明黄色土小ブロック含む。 10層に酷似。A系統） 47
9淡～明黄褐色土（白色土・明黄褐色土小ブロック多く含む。 10層に酷似。A系統） 48
10淡黄色土（白色土・黄色土小ブロック含む。A系統） 49
11 淡黄色土（白色土・黄色土小ブロック多く含む。A系統） 50
12蹄黄褐色土(C系統） 51
13暗黄褐色土（白色土・黄色土小ブロック多く含む。B系統十C系統） 52
14暗黄褐色土（白色土・黄色土小ブロック含む。C系統） 53
15暗黄褐色土(C系統) 54
16暗黄褐色土（15層より色がややうすい。C系統） 55
17暗黄褐色土（やや黒ずむ。C系統） 56
18淡黄褐色土（白色土・黄色土小ブロック含む。 11層に近い． B系統） 57
19授褐色土（赤みがある。C系統） 58
20茶褐色土 59
21茶～樋褐色土 60
22淡黄褐色土 61
23明黄褐色粘質土（軟賃） 62
24黄褐色土 63
25淡褐色土（21層に酷似） 64
26暗黄褐色士（25層より少し暗い） 65
27啼黄褐色土（26暦より黒味を帯びる） 66
28淡黄褐色土（明黄色土小ブロック含む。 35層より黄味が強く，少し白っぽい） 67
29黄褐色土（少し薄い。C系統） 68
30黄褐色土（暗い。C系統） 69
31淡黄褐色土（明黄色土ブロック含む。黄色味やや強い） 70
32淡黄褐色土（黄色味強い） 71
33黄褐色土（黒味を帯びる） 72

73

暗黄褐色土（117届に似るが，色はやや薄く淡い，黒味が少ない。C系統）
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旧表土（暗灰色土）

「城丘盛土」は大きく3系統に分けられる。
A系統＝明黄色土（10．11層などで，墳丘上部にある。 ）
B系統＝淡黄褐色土（36．38．43．44層などで，墳丘中央寄りの下半にあ

る。明黄色・白色・黄色土など地山土に起因する土の小ブロック
を多く含む。

C系統＝暗黄褐色土（14． 16． 17．83層など墳丘やや周縁寄りの中～下層
を形成する盛土の主体的な土で，サラサラのシルト質。 ）
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これらのことから, SK1 ･4．5は小口石・側石の底面が11層中位あるいは上面にある。 S

K1は11層中位の面上に石棺を構築し, 11 ･ 10層を周囲に盛って石棺の固定を図っている。 SK

4．5はいずれも10層上面から掘り込まれた墓坑内に石棺を構築している（周囲では10層の下に

100層，その下に11層がある)。最も高位にあるSK2･3はいずれも10層の上に堆積する同じA

系統の盛土である9層，その上の8層，あるいは7層の中位か上面に小口石・側石の底面がある。

SK2． 3は墓坑を持たないことから， これら10層よりさらに上位にある盛土A系統の8層ある

いは7層中位・上面に石棺を構築した可能性が高い。以上から，墳頂部ほぼ中央の11層中位面に

SK1を構築して周囲に11． 10層といったA系統の土を盛って行き，蓋石を構架する。 SK1の

南側に10層の恐らく中位面から墓坑を掘り込んで, SK4･5の石棺をそれぞれ構築する。それ

から, SK1 ．4･ 5の石棺上面に10層の土を10～20cm程度被覆する。そのあと,A系統(8 ･

9層など）の土を10～20cmほど盛った面にSK2． 3を構築して，その周囲さらには上面に盛土

（恐らく5層など）をして，墳丘の造成を完成させたものと考えられる。なお, SK1の構築・

埋葬とSK4･5のそれとの間には時間差はあまりないと思われるが， これらとSK2･3の構

築・埋葬との間にはある程度の時間差が存在した可能性が高い。

①SK1 (第11図，図版6c･7a･7b)

SK1は墳頂部ほぼ中央に位置する箱式石棺墓である。北東側にSK2･3が，南西側にSK

5，南にSK4がいずれも1m内外のごく近接した位置にある。石棺の主軸方位はN63｡Wと西

北西一東北東方向を指し，丘陵尾根線に直交する。墓坑を伴わず，盛土Aの11層中位面．103層上

面に構築され， 11層や同じくA系統の盛土である10層などの土盛りをしながら石棺の構築・蓋石

の構架，そして恐らく10層更には5層などによる墓上への被覆が行われたと推測される。

石棺は盗掘により蓋石すべてが原位置を動かされ，なかには持ち去られたものもある。本来的

に何枚の石材が蓋石として構架されていたかは分からないが，調査に着手した時点でむき出しに

なり半ば以上内部が掘り込まれていた石棺墓の周囲には蓋石に用いられたと考えられる大型の分

厚い石材3枚が存在した。それらの石材は①90cm×55cm,厚さ20cm,@85cm×70cm,厚さ20cm,

③67cm×46cm,厚さ15cmの大きさで，③の石材の片面は暗赤褐色でベンガラなどの赤色顔料を塗

布した可能性がある。①～③の石材はいずれも長方形・不整方形の板状のものである。

石棺の内法は長さ178cm,幅（西小口側) 37cm, ig(東小口側) 30cm,深さ37cmで，その平面形

は西が広く東が窄まるやや歪な長台形である。北側辺は直線的であるのに対して，南側辺は西か

ら2番目と3番目の石材の間が最も幅広く膨らむ。頭位は，人骨が出土していないので明確には

できないが，西小口には東小口に較べてより大きく分厚い石材を用いていること，側石は両側辺

とも西小口側に分厚い石材を用い，特に南側辺では東小口側に薄手の石材を使用していること，

床面の幅は西小口側が東小口側よりも広いこと，などから西小口側が頭位である可能性が高い。

小口石・側石上面の外側には，両小口と南側辺を主体に灰白色粘土（厚さ6～8cm)が幅7～

50cm廻る。 この粘土層の下層には数cm大の扁平な小円礫が混入されており，恐らく小口石・側石
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上面の数cm下付近まで盛土(10層）を行った後，小円礫を粗く敷いて灰白色粘土を貼ったものと

思われ，蓋石を失った現状では明確にはできないが， 目張りの機能を果たすと共に中心的な埋葬

施設であることを強調する視覚的効果を考えた可能性もある。

小口石と側石は頭位と考えられる西小口では石材の角を合わせる形態の組み方であるのに対し

て，足位と考えられる東小口では南側石と東小口石は角を合わせているが，北側石は大きく小口

石の裏側に突出し，その北側石に小口石の北側面を宛がう形をとっている。小口石は西小口石が

長辺51cm,短辺46cm,厚さ32cmと最も分厚い方形の板石を用い，東小口には長辺49cm,短辺27cm,

厚さ20cmの長方形の板石を縦長に立てている。側石は北側辺が6枚，南側辺が5枚の長方形の板

石をいずれも縦長に立てている。北側石は長辺44～60cm,短辺23～44cm,厚さ13～31cmの石材を，

南側石は長辺47～54cm,短辺33～44cm,厚さ5～30cmの石材を用いている。概して，長辺50cm,

短辺40cm程度と平面的にはほぼ規模・形状の揃った長方形の石材を用いているが，石材の厚さに

かなりの幅がある。即ち，西小口石と西小口から2番目の北側石，西端の南側石が厚さ30cm台と

特に分厚い。一方，東小口から1～3番目の南側石は厚さ5～10cmと薄い石材を用いている。そ

のほかは，厚さ10数～20cm程度の石材で， これが最も多用されている。小口石・側石は形状とし

ては比較的揃っているものの，石材の立て方は比較的雑で，石材間に多くの隙間が空いているこ

とや小口石・側石上面は揃っておらず，数～10cm程度の高低差がある。

石棺の底には全面的に数cm大の扁平な小円礫を厚さ数cm程度敷いて礫床としている。礫床は基

本的には11層中位面の上につくられているが，礫の下には小口石・側石内側から幅7～20cmの範

囲に灰白色粘土（厚さ数cm)が敷かれており，礫床の安定や石材の固定などを考慮してなされた

ものと思われる。この礫床下の灰白色粘土は小口石・側石上面外側に目張り状に張られたものと

同様の土で，恐らく墳丘下の地山土から採取されたものと考えられる。

石棺の石材は側石・小口石はすべて細粒花崗斑岩で，蓋石の可能性のある3枚の石材のうち，

北側石中央の石材上に置かれていた③のみ凝灰岩で，南側石の石材上に置かれていた①・②は細

粒花崗斑岩である。

礫床上面はほぼ水平で，上面及び礫間から鉄器（鎌） 1点と玉類（管玉1 ．臼玉16） 17点が出

土した。鉄器（鎌，第15図1）は西小口南西隅で，管玉（第15図2） と臼玉3点（第15図7 ． 10，

もう1点は壊れたため未報告）は南辺中央の側石際で出土した。そのほかの臼玉13点（第15図3

～6．8 ． 9 ． 11～16， もう1点は壊れたため未報告）は南西側（横断面の西側，縦断面の南側

の範囲）の礫床土の節かけによって見つかった。

出土遺物（第15図1～16,図版14） 鉄器（鎌） と玉類（管玉・臼玉）がある。

a鉄器鉄鎌（1） 1点がある。全長6.7cmの完形のもので，小形の直刃鎌である。基部幅1.75

cm,中央幅1.7cm,先端部幅l.3cm,背部厚0.2cmである。基部は他の部位に較べてやや薄手で全体

にごく緩やかな鈍角に折り返している。柄への着柄角度は88。 とほぼ直角に装着されている。刃

部はほぼ直線的だが，先端部1cmほどが僅かに上向きに反っている。先端部はやや外開き気味に

．字形をなしている。
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b玉類管玉（2） 1点と臼玉（3～16） 16点がある（臼玉2点は未報告)。管玉は光沢をもつ

硬質で淡緑色の碧玉製である。長さ2.65cm,径0.75cm,孔径0.35～0.4cm,重さ2.58gで，穿孔は

上下2方向からなされている。表面全体に縦方向の細かい擦痕があり，上下両端面の内縁及び下

端面の外縁に使用に伴うとみられる細かい磨滅が顕著にみられる。臼玉はいずれも石製で，淡緑

色で軟質の凝灰岩製のもの12点（5～11･13･14･16+未報告2点。 7のみ灰黒色で軟質),灰黒

色で軟質の珪質凝灰岩製のもの2点（3．4)，黒緑～暗緑色で硬質の珪質凝灰岩製のもの2点

（12.15）がある。長さ0. 15～0.35cm,最大径0.4～0.6cm,孔径0. 15～0.2cm,重さ0.04～0.11g

である。この臼玉は側面の形状で細分できる。即ち，側面が直線的なものは今回の調査では第3

号古墳SK1出土の臼玉20点を含めても皆無で，大なり小なり膨らんで丸みをもっている。その

膨らみの度合いや形状によって分類すると，

A類；側面が強く膨らみ，算盤玉状に明確な稜をもつもの

B類；側面が丸みをもち，明確ではないが中央が稜状になるもの

BI類；厚いもの（長さ0.25～0.3cm程度）

BⅡ類；薄く扁平なもの（長さが0.25cm程度以下のもの）

C類；側面が丸みをもつものの，稜は認められないもの

CI類；厚いもの（長さ0.2～0.32cm程度）

CⅡ類；薄く扁平なもの（長さが0.2cm程度以下のもの）

となる。 SK1出土の臼玉はA類4点(3～6), BI類5点(7～11), BⅡ類5点(12～14+

未報告2点), CⅡ類2点(15.16)で, CI類は見出されていない。石材別では,A類は珪質凝

灰岩製・凝灰岩製各2点, BI類はいずれも凝灰岩製, BⅡ類は凝灰岩製2点，珪質凝灰岩製1

点, CⅡ類は珪質凝灰岩製・凝灰岩製各1点である。

②SK2 (第12図，図版7c)

SK2は墳頂部のやや東に寄った位置に造られている。 SK1の東側に近接する箱式石棺墓で，

その東側にはSK3が，南西側にはSK4が存在する。盗掘時に北小口を中心に破壊を受けてい

る。すべての蓋石を失い，北小口石は恐らく内側に，北側の西側石3枚は外側に倒壊している。

ほかの石材はほぼ原状を留めていると思われるが，西側石の南から4番目の石材は内側に傾いて

いる。残存する石棺から, SK2の主軸方位はN9｡Wと南北方向を指し，尾根線にほぼ平行す

ると考えられる。 SK1 ． 3と同じく墓坑を持たず，墳丘の土盛りと並行して盛土上に石棺が構

築されている。

蓋石は盗掘時に持ち去られたと考えられるが，調査着手の時点で，周囲に蓋石の可能性のある

板石3枚が存在した。即ち，①東側石北端の石材の上に50cm四方，厚さ10cmの方形の板石が，②

西側石南端の石材の上に長辺56cm,短辺36cm,厚さ10cmの長方形の板石(SK1の東小口にか

かっているので, SK1の蓋石である可能性もある）が，③南小口石のすぐ南側に長辺40cm,短

辺22cm,厚さ5cmのやや小型の不整長方形の石材が存在していた。このように, SK2は北小口
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を中心に原状を失っており，現状での石棺の内法は，長さ （現存) 164cm, ig(南小口側) 17cm,

幅（中央) 40cm,深さ （現存) 30cmである。南小口側が最も幅が狭く中央にかけて幅が広くなる

こと，両側石の北側により大型の石材を用いていること，北小口石が南小口石に較べてやや大き

く分厚いこと，などから北小口側が頭位と考えられる。

小口石・側石の石材の組み方は，北小口は不明だが，南小口は側石の角と小口石の角を合わせ

ている。その平面形は，北小口から南小口にかけていくらか丸みを持ちながら窄まる長台形と考

えられる。小口石は南側が長辺29cm,短辺17cm,厚さ7cmと薄手で小型の長方形の石材を縦長に

立てている。北小口石は倒れているので明確ではないが，恐らく長辺27cm,短辺24cm,厚さ24cm

と小型だがやや分厚い長方形の石材を縦長に用いていたと思われる。側石は，石材が完存する東

側石が6枚，北側の3枚の石材が倒壊している西側石は恐らく7枚の石材を用いたと思われる。

東側石は長辺33～40cm,短辺24～36cm,厚さ10～21cmの不整長方形・長方形の石材を南小口から

2番目の石材のみ横長に，ほかの5枚は縦長に立てている。西側石は倒壊しているものも含めて，

長辺26～50cm,短辺20～29cm,厚さ12～16cmの不整長方形・長方形の石材をいずれも縦長に用い

たと考えられる。 SK2の小口石・側石に用いられた石材の大半は丸みの強い不整長方形のもの

で，厚みも凹凸が目立つ。盗掘に伴う攪乱のためもあると思われるが，小口石・側石は隙間が大

きく，その上端面も凹凸が顕著で，直線的ではない（現状で， 2～10cm程度の高低差がある)。東

側石中央の2枚や西側石の北端の石材や南小口から2～4番目の石材などは上面が直線的でなく

丸い。このように, SK2の石棺は全体にかなり粗雑に造られている。

石棺の石材は，東側石の北小口から2．3番目と南端の3枚及び西側石南端の石材上に置かれ

ていた蓋石の可能性のある石材は凝灰岩で，他は倒壊した石材や蓋石の可能性のある石材を含め

ていずれも細粒花崗斑岩である。

石棺内部は盗掘時に荒らされており，出土遺物も皆無である。

③SK3 (第12図，図版8a)

SK3はSK2の東側に主軸をほぼ平行にして造られた箱式石棺墓で，墳頂部東縁まで1mと

最も東側に位置する。南側には主軸を東西方向にするSK4が近接して造られている。 SK2同

様，盗掘時に北小口を中心に破壊を受けている。すべての蓋石を失い，北小口石は恐らく倒壊し

ている西側石の北小口から4番目の石材の上に倒れている石材で，西側石の北半分の4枚の石材

が外側に倒壊している。東側石と南半分の西側石，南小口石はほぼ原状を保つと考えられる。残

存する石棺から, SK3の主軸方位はN8｡ Eと南北方向を指し，尾根線にほぼ平行すると考え

られる。 SK1 ． 2と同じく墓坑をもたず，墳丘の形成と並行して石棺を構築したと考えられる。

蓋石は盗掘時に動かされたり，持ち去られたりしたと思われるが，周囲に蓋石の可能性のある

板石4枚が存在する。即ち，①東側石の東側には長辺60cm,短辺20cm,厚さ15cmの不整長方形の

板石状の石材，②北小口に倒れこんでいる長辺52cm,短辺24cm,厚さ27cmの長三角形状の石材，

西側石の外側に置かれている2枚の長方形の板石（③北側；長辺50cm,短辺32cm,厚さ28cm,@
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南側；長辺65cm,短辺30cm,厚さ8cm,ただし， この2枚はSK2に伴う可能性もある）などで

ある。現状での石棺の内法は，長さ （現存) 160cm,幅（南小口側)21cm, IE(中央) 28cm,深さ

（現存) 25cmである。南小口側の幅が最も狭く中央にかけて広がること，東側石を見る限りでは

北小口側にやや大きめの石材を用いていること，想定される北小口石が南小口石に較べて大きい

こと，などから北小口側が頭位と考えられる。

小口石・側石の石材の組み方は，北小口は不明だが，南小口は小口石を両側石が挟み込む形態

の組み方である。その平面形は北小口から南小口にかけて直線的に狭まる長台形と思われる。小

口石は，南側の小口石が長辺33cm,短辺18cm,厚さ10cmの長方形の板石を縦長に用いている。北

側の小口石については，不明確ながら西側石中央の倒壊した石材の上に倒れている石材の可能性

があり， この石材は長辺35cm,短辺27cm,厚さ8cmと薄手の長方形の板石で， どのように用いて

いたかは現状では分からない。側石は石材が完存すると考えられる東側石が6枚，西側石は南小

口から4枚の石材が原状を維持していると考えられ，その北側に外側に倒れた状態の石材4枚も

西側石である可能性が高く，計8枚の石材を立てて西側石を構成していたものと思われる。東側

石は長辺34～41cm,短辺25～33cm,厚さ10～16cmの不整長方形・長方形の石材を，西側石は倒壊

した4枚の石材を含めて，長辺25～43cm,短辺13～28cm,厚さ8～22cmと大きさに幅のある不整

長方形・長方形の石材をいずれも縦長に用いている。 SK3の石棺に用いられた石材はSK2と

同じく，大半が丸みの強い不整長方形のもので， しかも立てたときの上端面が直線的で水平にな

るのはごく一部の石材に限られ，東側石の北小口から2～4番目の石材と西側石の北小口から

1 ．2番目， 6 ． 7番目の石材は丸みが強い。また，側石・小口石の上面も凹凸が顕著で，数～

10cm程度の高低差が存在する。 さらに，石材間には隙間が多くみられ，特に東側石では石材同士

が接しているものは皆無で，いずれも数Cm程度の隙間が空いている。 このように, SK3は造り

がかなり粗雑で，用いられている石材も丸みの強い整美でないものが多く見られる。

なお, SK3の石棺の石材は，蓋石の可能性のある石材のうち西側石のすぐ外側に置かれてい

た2枚は花崗斑岩であるが，その他はすべて細粒花崗斑岩である。

石棺内部はほぼ完全に盗掘時に掘り返されており，出土遺物は皆無である。

④SK4 (第13図，図版8b～9b)

SK4は墳頂部南東側に位置する箱式石棺墓で，北側にSK1～3,西側にSK5が近接して

存在する。石棺の主軸方位はN80｡Wとほぼ東西方向を指し，丘陵尾根線に直交する。平面形隅

丸長方形の墓坑を伴い，長さ184cm,西端幅49cm,東端幅44cm,最大幅77cm,深さ41cmの墓坑のほ

ぼ中央，やや南に寄せて石棺を構築している。

SK5と共に盗掘を免れたため，蓋石上に厚さ10～19cmの盛土(10層）を留め，蓋石をはじめ

すべての石材が完存している。蓋石は計7枚の板石からなる。西小口側に長辺65cm,短辺26～30

cm,厚さ11～12cmと大型の石材を2枚置き, 3番目と東端に長辺51～54cm,短辺27～30cm,厚さ

10～15cmの板石を配する。そして，両者の間の西小口から4～6番目の東半部の蓋石には長辺46
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~56cm,短辺15～20cm,厚さ12～16cmと小型の石材を置いている。西側に比較的大きな板石を配

し，東側にやや小型の板石を置いている。石材間には隙間がみられ，特に，西小口から1 ．2番

目の板石間6番目の板石と南端の板石の間は5cm前後も空いている。石棺の内法は,長さ150cm,

幅（西小口) 30cm,幅（中央最大幅) 36cm,幅（東小口) 23cm,深さ33cmである。頭位は，西小

口側の蓋石・小口石・側石に比較的大型で厚い板石を用いていること，床面における西小口側の

幅が東小口側のそれよりも広いこと，などから西小口側が頭位と考えられる。

小口石・側石は，西小口が小口石の角と両側石の角を合わせ，東小口は小口石を両側石が挟む

形態の組み方をしている。その平面形状は西小口から2枚目の側石の辺りが最も膨らむ，西小口

から東小口にかけて緩やかに直線的に窄まる長台形である。側辺の膨らみは北側石が比較的顕著

で，南側石はほぼ直線的である。石棺の側石の裏側は南側辺は狭く北側辺はやや広いことや，墓
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坑の南側辺の壁がほぼ垂直であるのに対して，北側辺の壁はやや緩やかであることなどから，

K4の石棺は南側石を先に置き，それに合わせて北側石を組んだ可能性が高い。小口石は, 1

口は長辺40cm,短辺26cm,厚さ14cmの下端がやや尖り気味の台形状の板石を縦長に用い，東ノ

K4の石棺は南側石を先に置き，それに合わせて北側石を組んだ可能性が高い。小口石は，西

S

小

口は長辺40cm,短辺26cm,厚さ14cmの下端がやや尖り気味の台形状の板石を縦長に用い，東小口

にはやや小振りの長辺31cm,短辺16cm,厚さ10cmの長方形の板石を縦長に用いている。側石は南

北両側石ともに7枚の石材で構成される。北側石は西小口側の4枚が長辺31～39cm,短辺24～31

cm,厚さ11～16cmとやや大型の石材を用い，東小口側の3枚は長辺25～29cm,短辺15～16cm,厚

さ11～14cmと厚さは変わらないものの平面的にやや小型の石材を配している。南側石は西端と西

小口から4枚目の石材がやや大きく，長辺36～39cm,短辺26～29cm,厚さ13～15cmで，残りの5

枚は長辺30～33cm,短辺17～23cm,厚さ5～14cmとやや小型の石材を配している。いずれの石材

も長方形・不整長方形の10数cm程度の厚さの板石を縦長に立てている。上面に直線的な辺を揃え

ており，底に不整形な辺を置くようにしている。小口石・側石の上面は基本的には石材の直線的

な辺が水平になるように置いて，上面を揃えようとしているが，なかには水平でなかったり凹凸
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がみられたりする部分も存在する。側石は隙間のないように比較的整然と立てられているが，両

側石の東小口側のやや小型の石材間は隙間がやや大きく，上端面も水平でなくやや雑な造りに

なっている。また，両小口とも小口石と側石との間に大きな隙間がみられる。ただ，全体にSK

4は, SK1～3などに較べれば比較的丁寧で整美な造りと言える。両小口石と北側石の西小口

から4番目の板石，南側石の西小口側の4枚の石材は墓坑底面を10cm程度とやや深く掘り込んで

立てているが，両側石の東小口側の3枚のやや小型の板石や北側石の西小口側の板石は墓坑底面

を殆ど掘り込むことなく，墓坑底面に置いただけである。

なお，石棺の石材はいずれも細粒花崗斑岩である。

床面は水平ではなく， 中央がやや凹み，足位側と考えられる東小口が頭位側の西小口に較べて

高い。西小口から20cmの床面から10数Cm浮いた状態で鉄器（刀子) 1点が，西小口際の床面から

数～10cm上方で管玉2点，西小口から30cmの床面直上で勾玉1点が出土した。

出土遺物（第15図17～20,図版14） 鉄器（刀子） と玉類（勾玉・管玉）がある。

a鉄器刀子（17） 1点がある。刃部の先端と茎部の大半を失っており，現状の大きさは全長

（現存) 5.55cm,刃部長（現存) 5.2cm,茎部長（現存) 0.35cm,刃部幅（関部) 1.2cm,刃部背

部厚0. 15～0.2cm,茎部厚0.25cmである。刃部側に関（直角関か）がみられるが，背部については

不明である。

b玉類勾玉（18） 1点と管玉(19･20) 2点がある。勾玉は，長さ3.65cm,幅（最大) 1.5cm,

厚さ（最大) 1.lcm,孔径0.15～0.3cm,重さ12.28gの大型品である。暗緑色で硬質の光沢が顕著

な碧玉製である。穿孔は左側からの1方向のみと考えられる。管玉はいずれも碧玉製の小型品で，

石棺の北西隅から出土した19は長さ1.45cm,径0.4cm,孔径0. 15～0.2cm,重さ0.20～0.26gであ

る。硬質で，暗緑色である。上下端面の外縁を中心に微細な剥離や磨滅が見られる。石棺の南西

隅で出土した20は長さ1.4cm,径0.4cm,孔径0.2cmで，淡緑色の硬質のものである。上端面で2か

所，下端面で1か所外縁が斜めに磨れている。 2点ともに上下2方向からの穿孔である。

⑤SK5 (第14図，図版9c～10c)

SK5は墳頂部南半にある小型の箱式石棺墓である。 SK1の南側, SK4の西に近接して造

られている。主軸方位はN90｡Wと東西方向を指し，尾根線に直交する。平面形隅丸長方形の墓

坑を伴い，長さ104cm,西端幅50cm,東端幅40cm,最大幅54cm,深さ28cmの墓坑のほぼ中央，やや

南に寄せて石棺を構築している。

盗掘を免れたため，蓋石上に盛土（10層）を留めており，蓋石をはじめすべての石材が完存し

ている。蓋石は5枚の板石で構成される。西端に最も小型の不整方形の板石（長辺27cm,短辺19

cm,厚さ10cm)を置き，その東側には東小口にかけて長辺41～50cm,短辺14～22cm,厚さ8～12

cmとほぼ同規模の不整長方形・長方形の板石4枚を構架している。これら蓋石を構成する板石は

比較的整然と並べられているが，東側4枚の板石間には少しずつ隙間が見られる。石棺の内法は，

長さ68cm, ig(西小口・東小口) 17cm,幅（中央最大幅) 20cm,深さ21cmである。頭位は，両側
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第15図権現第2号古墳出土遺物実測図（1:1， 2:3， 1:2）

石に大型の石材を立て，床面がやや高い西小口かと考えるが，西小口側の蓋石は小さく，床面の

幅は両小口とも同じである。 このことから考えれば，小口石に大型の石材を用いる東小口側が頭

位である可能性もある。

小口石・側石は，両小口ともに北側石の板石とは角と角を合わせ，南側石の板石には小口石の

側面を宛がう形態の組み方である。 ところで，本石棺の側石の裏側の空間は南側辺に較べて北側

辺がいくらか広く， また墓坑の壁の角度も南側辺のそれに較べると北側辺の壁の傾斜はいくらか

緩やかである。 これらのことから, SK5の石棺は先に南側石を立て， これを基準に両小口石，

次いで北側石を立てたと考えられる。本石棺の小口石・側石を組んだ状態の平面形は不整長方形

で，北側辺の中央がやや膨らむが南側辺は直線的である。小口石は，西小口は一辺20cm四方，厚

さ6cmの薄手の板石を立て，東小口は長辺30cm,短辺15cm,厚さ10cmの長方形の板石を縦長に用

いる。側石は，両側石とも3枚ずつの板石からなる。北側石は西小口側に長辺35cm,短辺26cm,

厚さ11cmの長方形の板石を横長に立て，その東側には長辺26cm,短辺15～22cm,厚さ11～13cmの

やや小振りの長方形の板石を縦長に配している。南側石も西小口側に長辺49cm,短辺26cm,厚さ

13cmの大型の板石を横長に配し，その東側に長辺32cm,短辺30cm,厚さ10cmの不整方形の石材を

立てている。東端には長辺26cm,短辺llcm,厚さ10cmの角柱状の石材を立てている。両側石に用

いられた石材はほぼ同じ厚さのもので，西小口側に最も大きな石材を横長に置き，東小口側に小

型の石材を縦長に配する。小口石・側石の上面はいずれも石材の直線的な辺をほぼ水平になるよ

うにしているものの，上端面の凹凸は比較的顕著である。これらの板石は東小口石と大半の側石

は墓坑底面を数cm程度掘り込んで据えられているが，南側石の中央の板石は下辺が凹凸の顕著な
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石材で，墓坑底面を10cmとほかの板石に較べて深く掘り込んで板石の安定を図っている。西小口

石は墓坑底面を殆ど掘り込むことなく石材を据えている。

なお，石棺の石材はすべて細粒花崗斑岩である。

床面はほぼ水平だが若干中央に向かって緩やかにくぼんでいる。両小口はほぼ同じ高さである。

SK5からは遺物は出土していない。

3．権現第3号古墳

（1）立地と調査前の状況（第3 ．16図，図版1a ・ 1b ･ lla)

権現第3号古墳は，今回調査を行った古墳のなかで最も北に位置する古墳で，第2号古墳の北

36mの丘陵頂部に立地する（標高207m,水田面からの比高20m)。古墳が存在するあたりは，第

1号古墳から続く標高203～206mの緩やかな丘陵頂部の平坦面の北端部で， ここから北西側へ10

m程度高くなり，尾根幅も狭くなる。

調査前の状況は山林で，古墳の南側は開墾によって1m程度削平されていた。丘陵の頂部はや

、
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や小高くなってはいるものの，明確に墳丘を捉えることはできなかった。古墳の西側を細い山道

が南北に通り，北西側の尾根の稜線上を緩やかに登っていく。古墳の北側にはこの山道から分か

れて東側の山裾に降りていく小道がある。なお，東側には第4号古墳が接するように造られてい

る。

（2）墳丘（第17．18図，図版llb)

墳丘は不明確で，周溝・外護列石など墳丘裾を明示する外表施設も存在しない。また，盛土

は流出したものかはっきりしたものは把握できなかった。表土（暗黄褐色士）の下にみられた厚

さ （最大) 18cmの淡黄褐色士が盛土である可能性はあるものの，明確ではない。この淡黄褐色土

は東西10m,南北12mの範囲に堆積していたが，墳頂部ではほぼ完全に肖ll平されていた。墳丘頂

部はそれほど平坦ではなく，東側及び北側は比較的急角度で傾斜するが，西側や南側は緩やかで

ある。 この淡黄褐色土が堆積する範囲あるいは東斜面や北斜面で傾斜がやや急になるあたりを墳

丘の裾と考えれば，第3号古墳は径10～12m程度の円墳である可能性がある。

、
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2．淡黄褐色土
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第18図権現第3号古墳墳丘土層断ﾛ実測図（1:60）



（3）埋葬施設

墳頂部で小型の箱式石棺墓2基を検出した。いずれも後世の攪乱・盗掘を受けており，大半の

蓋石と北側の小口石・側石すべてを失っていた。

①SK1 (第19図，図版llc ・ 12)

墳頂部の東側に位置する箱式石棺墓で，西側1mにほぼ主軸を揃えてSK2が造られている。

盗掘により殆どすべての蓋石を失い，北西側の小口石・側石を抜き取られていた。石棺の主軸方

位は石棺の残存部分から,N49｡Wと北西一南東方向を指し，尾根線に斜交すると考えられる。

平面形不整長方形の墓坑を伴い，長さ162cm,北西端幅80cm,南東端幅55cm,最大幅94cm,深さ

（現存) 38cmの墓坑ほぼ中央，やや南西側辺に寄せて石棺を構築している。

蓋石は南東小口石の上面に長辺35cm,短辺11cm,厚さ9cmの角柱状の石材が横架されており，

蓋石の残欠の可能性があるが，そのほかはすべて失っている。頭位については明確にはし難いが，

南西小口側の床面の幅が最も狭く北西側にかけて広がること，床面の南東小口側が低く，北西小

口側が高い（高低差6cm)ことから，北西小口側が頭位と考えられる。

小口石・側石は，北西小口は不明であるが，南東小口は小口石を両側石が挟み込む形態の組み

方である。その平面形状は，石棺の残存部位から恐らく北西小口から南東小口にかけて比較的強

く窄まる長台形と考えられる。側辺の膨らみは現状では殆どみられず，直線的に窄まるものとみ

られる。小口石は，南東小口石については長辺31cm,短辺15cm,厚さ12cmの角柱状の石材を縦長

に立てている。側石は，北東側石・南西側石ともに南東側の3枚の石材を残すのみである。北東

側石は長辺34～38cm,短辺19～27cm,厚さ16～22cmの長方形・不整長方形のやや分厚い板石を縦

長に立てている。南西側石は南東小口側に長辺37cm,短辺20cm,厚さ11cmとやや小型の長方形の

板石を縦長に置き，北西小口側の2枚は長辺36～38cm,短辺28～29cm,厚さ17～19cmの長方形の

やや分厚い板石を縦長に用いている。小口石・側石は板石の比較的直線的な短辺が上面になるよ

うに立てている。上面はそれほど凹凸がないが，全体に北西から南東側に下傾しており，その高

低差は数～10cmほどである。墓坑底面が南東小口側に下傾しており，そこに棺床土をいれて床面

が水平になるようにしている。そのため，南東小口石及び南東小口側の側石は墓坑底面をあまり

掘り込むことなく石材を立てているが，北西小口側の側石は墓坑底面を数Cm程度掘り込んで板石

を立てている。比較的整美で分厚い長方形の板石は隙間なく整然と構築されており，石棺の造り

は比較的丁寧といえる。なお，北西小口の墓坑底面には石材が抜き取られた痕跡が残っており，

両側石にはさらに2枚程度ずつの板石が立てられていたと考えられ，側石は本来5枚程度ずつ立

てられていたと思われる。また， これらの石材抜き取り痕から，石棺の内法は長さ110cm, ig(北

西小口）約35cm, ig(南東小口) 10cm,深さ33cm程度であると思われる。

なお，石棺の石材は，すべて細粒花崗斑岩である。

南東側の床面には棺床土を入れているが緩やかに下傾しており，北西小口側の床面が水平で高

い。北西小口側の床面の20cm四方の範囲で玉類47点（勾玉1 ．棗玉26･臼玉20)や鉄器（刀子）

1点がまとまって出土した。
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出土遺物（第20図21～67,図版14）鉄器（刀子） と玉類（勾玉・棗玉・臼玉）がある。

a鉄器刀子（21） 1点がある。茎部の大半を失っており，現状の大きさは，全長（現存）6．8

Cm,刃部長6.1cm,刃部幅（先端)0.8cm,同（関部) 1cm,刃部背部厚0.2cm,茎部長（現存)0.7

cm,茎部幅0.8cm,茎部厚0.35cmである。刃関で，ななめ関と考えられる。切先は先端近くで刃部

が急角度で曲がり，鋭い。刃部は直線的でなく， ごく緩やかな曲線を描く。

b玉類勾玉（22） 1点，棗玉（23～47） 26点，臼玉（48～67） 20点である。

勾玉は灰黒色で硬質の珪質凝灰岩製のもので，右側面は割れて失われている。現状の大きさは，

長さ3.9cm,幅（最大) 1.45cm,厚さ（現存) 1.2cm,孔径（現存) 0.1cm,重さ（現存)9.44gで

ある。穿孔は右側面の1方向からと思われる。左側面の孔の上縁に緩やかな凹みが見られ，使用

に伴うものと考えられる。全体に丸みが強いが，腹部の頭部・尾部との境はやや鋭い。

棗玉はすべて灰黒色の珪質凝灰岩製で，長さ1.05～1.3cm,最大径0.6～0.7cm,端面径0.3~

0.45cm,孔径0.16～0.2cm,重さ0.52～0.76gと，長さに多少の差があるものの，ほぼ同様の大き

さと形態である。最大径部には稜はみられず，滑らかである。穿孔は，上下両端から縦方向に2

~5mm程度穿ち，そのあと中央部分は穿孔具を回転させて貫通させたと考えられる。

臼玉はBⅡ類のものが3点（48～50), CI類が12点(51～62), CⅡ類が5点(63～67)であ

る。石材的には, CI類(58) ･CⅡ類(67)各1点が暗灰緑色の凝灰岩製で，ほかはすべて灰黒

色の珪質凝灰岩製である。側面に丸みをもつが稜の認められないC類，なかでもやや厚いCI類

が多く，扁平なCⅡ類や側面が不明確な稜状になる扁平なBⅡ類がいくらか見られる。長さ0.12

~0.32cm,最大径0.4～0.52cm,孔径0.15～0.2cm,重さ0.04～0.12gで，主体は長さ0.28cm,最

大径0.45cm,孔径0.15cm,重さ0.07～0.10gである。

②SK2 (第19図，図版11c ･ 13)

SK2はSK1の西側に近接する小型の箱式石棺墓で，墳頂部中央に立地する。盗掘によりす

べての蓋石を持ち去られ，北小口石と北半部の両側石の石材をすべて失っている。残存する南半

部の石棺から, SK2の主軸方位はN24｡Wと北北西一南南東を指し，尾根線に斜交すると考え

られる。平面形隅丸長方形の墓坑を伴い，長さ134cm,北端幅70cm,南端幅75cm,最大幅81cm,深

さ （現存) 26cmの墓坑中央のやや西に寄せて石棺を構築している。

蓋石はすべてを失っている。床面の幅は南小口側が最も狭く，北小口側に向かって広がってい

ることから，北小口側が頭位かと考える。

小口石・側石は，北小口は不明であるが，南小口は小口石を両側石が挟み込む形態の組み方で，

その平面形状は，石棺の残存部位から恐らく北小口から南小口にかけてやや強く窄まる長台形と

思われる。小口石は，残存する南小口石については長辺29cm,短辺13cm,厚さl1cmのやや丸みの

ある長方形の石材を縦長に立てている。側石は東西側石ともに南半の2枚の石材が残る。東側石

は南小口側に長辺33cm,短辺24cm,厚さ22cmとやや大型で厚手の石材を横長に用い，その北側に

長辺29cm,短辺28cm,厚さ16cmの方形の石材を立てている。西側石は南小口側に長辺33cm,短辺
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24cm,厚さ19cmの分厚い板石を横長に立て，その隣に長辺25cm,短辺20cm,厚さ18cmの石材を横

長に置く。いずれも小口側にやや分厚く大型の石材を配し，その北隣にやや薄手の三角形の石材

を広い面が内側に向くように置いている。石材は主として横長に置いている。両側石ともに上面

に石材の直線的な辺がくるように置いている。南小口石は短辺を上面としているが，丸みがあり

直線的ではない。ただ，石材上面の高さは西側石の1枚を除いて水平でほぼ揃っている。ただ，

石材間は隙間が多くみられ，石棺の造りはそれほど整美ではない。墓坑底面はほぼ水平で，底面

をあまり掘り込むことなく石材を据えている。石材を抜き取られている北小口側は，墓坑底面に

石材の抜き取り痕が残っている。 この抜き取り痕から，両側石ともにさらに2枚程度ずつの石材

が置かれていたと考えられ，本来は側石は4枚程度ずつ立てられていたと思われる。そして， こ

れらの石材抜き取り痕から，石棺の内法は，長さ95cm,幅（北小口）約25cm,幅（南小口) 16cm,

深さ26cm程度と考えられる。

なお，石棺の石材は，すべて細粒花崗斑岩である。

床面はほぼ水平だが， ごく僅かに北小口側が低い。この北小口側の床面の25cm四方の範囲から

玉類25点（勾玉3 ．有孔楕円形石製品1 .管玉21）が集中的に出土した。

出土遺物（第20図68～91,図版14） 玉類（勾玉・有孔楕円形石製品・管玉）がある。

計25点の玉類の内訳は，勾玉3点，有孔楕円形石製品1点，管玉21点（1点は未報告）である。

勾玉は大中小と3形態あり，大型品（68）は長さ3.7cm, IE(最大) 1.6cm,厚さ （最大) 1.0cm,

孔径0.15cm,重さ10.109で,灰黒色で硬質の珪質凝灰岩製である。穿孔は右側面を主体とする2

方向から行われたと考えられる。形態的には，全体に丸みの強い比較的整美なもので，尾部に較

べて大きく強調されている頭部に計4条の刻目を施したいわゆる丁字頭勾玉である。孔の周囲は

両側面とも大きく凹んでいる。左側面のそれは上方へ延びていることから， この凹みは使用に伴

う磨滅である可能性がある。中型品（69）は長さ2.15cm,幅（最大)0.9cm,厚さ（最大)0.55cm,

孔径0.15cm,重さ1.689の，灰白色で硬質の凝灰岩製である。全体にやや扁平気味で，頭部から

尾部までほぼ同じ幅のため，頭部があまり目立たない。背部は丸みが強いが，腹部はやや角張っ

ており，両側縁や頭部あるいは尾部との境は比較的鋭い。穿孔は右側面の1方向からである。小

型品（70）は長さ1.15cm,幅（最大) 0.6cm,厚さ （最大) 0.2cm,孔径0.15cm,重さ0.309で，

灰黒色で硬質な珪質凝灰岩製である。ごく扁平なつくりで，頭部は尾部に較べて少し大きめに作

られている。背部は丸みが強いが，小さく挾り取られたような腹部は台形状に角張っている。両

側面の孔の縁には使用に伴うとみられる微細な磨滅が観察される。

有孔楕円形石製品（71）は長さ1.8cm, ig(最大)0.8cm,厚さ（最大)0.4cm,孔径0.15～0.25

cm,重さ0.729で，石材は灰白色で硬質な凝灰岩である。この石製品の性格等については不明で

ある。扁平で不整楕円形の中央やや上方に左右2方向から穿孔している。

管玉（72～91）は淡灰緑色で軟質の凝灰岩製のもの12点（73．76．77．82～85.87～91） と灰

黒色で硬質の珪質凝灰岩製のもの9点（72．74．75．78～81．86． 1点は未報告）からなり，後

者は灰黒色と暗灰色の縞が交互に斜め方向に走る例が多い。大きさは，前者が長さ0.75～2.3cm,
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第20図権現第3号古墳出土遺物実測図(1:1, 2:3, 1:2)
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径0.3～0.5cm,孔径0. 18～0.2cm,重さ0.08～0.43g,後者が長さ1.2～2.9cm,径0.4～0.52cm,

孔径0.18～0.25cm,重さ0.31～0.96gである。珪質凝灰岩製の管玉の平均値が凝灰岩製の管玉の

それを上回っている。即ち，凝灰岩製の管玉の計測値（平均）は長さ1.32cm(計測点数9点，以

下同じ)，径0.40cm(12点),孔径0.18cm(12点),重さ0.25g (8点）であるのに対して，珪質凝

灰岩製の管玉の計測値（平均）は長さ1.71cm(8点),径0.44cm(8点),孔径0.22cm(8点),重

さ0.55g (8点）である。穿孔は基本的に上下2方向から行われているが，一部に1方向からの

みの穿孔の可能性があるものがある（79.82.91)。また， 74は上端面から側面上端にかけて赤色

顔料状のものが付着している可能性がある。なお，一部に端面の内外縁が面取り状のものがみら

れ（72-内・外縁， 79－内縁， 76．78．81－外縁)，使用に伴うものかと考えられる。

第2表権現第2．3号古墳埋葬施設一覧（括弧付きの計

■■■■■■

c=| |*1小口部の石材の組み方; a=h, b=h,

*2板石の立て方； 「右」 「左」は頭部から見て，

'=rlb′

の意

括弧付きは現存部分の状況を示す。
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古墳N、 遺構NQ 墓坑内容 主軸方位 頭位
尾根線
との関係

石棺規模（内法, cm)

畏さ 幅 深さ

板石の枚数

蓋 側壁

組み方＊1

頭 足

板石の立て方＊2

頭 足 左側 右側

第2号古墳 SK1 箱式石棺 N63 W 西北西 直交 178 37．30 (37） ？
■ 5．6 C b 方 縦 縦 縦

第2号古墳 SK2 箱式石棺 N9 W 北 平行 164＋ － 17 (30） ？
● 4＋ 6＋ C × 縦 縦，横 縦

第2号古墳 SK3 箱式石棺 N8 E 北 平行 160＋ ■■■■ 21 (25） ワ
● 4＋ 6＋

ー

a × 縦 縦 縦

第2号古墳 SK4 箱式石棺 N8C W 西 直交 150 30 23 33 7 7 7 C a 縦 縦 縦 縦

第2号古墳 SK5 箱式石棺 N90｡W 西 直交 68 17． 17 21
戸

｡ 3．3 b b
'

方 縦 縦，横 横，縦

第3号古墳 SK1 箱式石棺 N49｡W 北西 斜交 60＋ －． 10 (33） 1＋ 3＋・3＋ 一

a × 縦 (縦） (縦）

第3号古墳 SK2 箱式石棺 N24.W 北北西 斜交 50＋ －． 16 (26） ？
● 2＋・ 2＋ a × 縦 (横・方） (横）



第3表権現第2

①鉄器

3号古墳出土遺物一覧（単位cm.g,括弧付きの計測値は現存値を示す｡）
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NO 器種 古墳名 埋葬施設 全長 刃部長 刃部幅 茎部長 茎部幅

1

17

鎌

刀子
権現第2号古墳

SK1

SK4

(6.7）

(5.55）

■■■■■

(5.2）

1．75

1.2

■■■■■

(0.35）

■■■■■

1.0

21 刀子 権現第3号古墳 SK1 (6.8） 6.1 1．1 (0.7） 0.8

NQ 器種＊ 古墳名 埋葬施設 材質 長さ 最大径 孔径 重さ

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

18

19

20

管玉

臼ヨ iA

臼ヨ :A

臼ヨ IA

臼ヨ iA

臼ヨ :BI

臼ヨ :BI

臼玉BI

臼玉BI

臼玉BI

臼玉BⅡ

臼玉BⅡ

臼玉BⅡ

臼玉CⅡ

臼玉CⅡ

勾玉

管玉

管玉

権現第2号古墳

SK1

SK4

碧玉

珪質凝灰岩

珪質凝灰岩

凝灰岩

凝！ 庇岩

凝！ 尺岩

凝！ 尺岩

凝！ 尺岩

凝！ 疋岩

凝灰岩

珪質凝灰岩

凝灰岩

凝灰岩

珪質凝灰岩

凝灰岩

碧玉

碧玉

碧玉

2．65

0.3

0.3

0.3

0．35

0.3

0.3

0.3

0．25

0．25

0.2

0．15

0．15

0.2

0．15

3．65

1．45

1.4

0．75

0．55

0.5

0.6

0.5

0．45

0．45

0.4

0．45

0．45

0.5

0.5

0．45

0．45

0．45

2.2

0.4

0.4

0.4

0 2

0 2

0 2

0 2

0 2

0.15

0. 15

0.2

0．2

0.2

0.2

0. 15

0． 15

0.2

0．35

0．2

0.2

2．58

0 10

0 11

0 10

0 10

0 10

0 10

(0.04）

(0.07)

0.07

0 07

0 06

0 07

0 06

0 04

12 28

0 26

0 20

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

勾玉

棗ヨ
Ｂ
ｒ
■

棗ヨ
Ｄ

ｂ

棗ヨ
ｂ

し

棗ヨ
Ｂ

■

棗ヨ
■

■

棗ヨ
ｂ

Ｄ

棗ヨ
Ｂ

■

棗ヨ
ｂ

■

棗ヨ
■

■

棗ヨ
■

■

棗ヨ
■

■

棗ヨ
ｂ

■

棗ヨ
Ｂ

Ｄ

棗玉

棗玉

棗ヨ
■

ｂ

棗ヨ
■

■

棗ヨ
Ｂ

Ｂ

棗ヨ
Ｂ

■

棗ヨ ﾛ

棗ヨ b

棗ヨ ６

棗ヨ
D

b

権現第3号古墳 SK1

珪質凝」 尺岩

珪質凝I 尺岩

珪質凝I 尺岩

珪質凝I 尺岩

珪質凝I 尺岩

珪質凝I 尺岩

珪質凝I 尺岩

珪質凝I 庇岩

珪質凝I 尺岩

珪質凝I 疋岩

珪質凝I 尺岩

珪質凝！ R岩

珪質凝！ 尺岩

珪質凝I 尺岩

珪質凝I R岩

珪質凝I 尺岩

珪質凝！ 尺岩

珪質凝I R岩

珪質凝I 尺岩

珪質凝！ 尺岩

珪質凝I 尺岩

珪質凝I 尺岩

珪質凝I 疋岩

珪質凝灰岩

3.9

1 3

1 3

1 3

1 3

1．25

1 25

1 25

1 25

1 22

1.2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1．15

1．15

1．15

1．1

1．1

1.1

1.1

2.3

0.7

0．63

0.6

0.6

0．65

0.65

0．65

0.6

0．65

0.7

0．65

0．65

0.61

0.6

0 6

0 6

0 6

0 6

0 6

0．65

0．62

0．61

0.6

(0.2）

(0. 18）

0.2

0．18

0.2

0． 18

0.2

0． 18

0. 18

0. 18

0.2

0．18

0.18

0．18

0.2

0.18

0．18

0．18

0.2

0.18

0． 16

0.2

0．18

0. 18

(9.44）

(0.58）

0．67

0 75

0 68

0 76

0 73

0 69

0 67

0 67

0 76

0 72

0 63

0 67

0 60

0 58

0 56

0 62

0 55

0 55

0 58

0 63

0 59

0 52



3頁を参照。
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NQ 器種 古墳名 埋葬施設 石材 長さ 最大径 孔径 重さ

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

棗玉

棗玉

臼玉BⅡ

臼玉BⅡ

臼玉BⅡ

臼玉CI

臼玉CI

臼玉CI

臼玉CI

臼玉CI

臼玉CI

臼玉CI

臼ヨ :CI

臼ヨ !CI

臼ヨ :CI

臼］ :CI

臼玉CI

臼玉CⅡ

臼玉CⅡ

臼玉CⅡ

臼玉CⅡ

臼ヨ :CU

勾ヨ
b

B

勾ヨ
b

B

勾ヨ
D

B

楕円形玉

管玉

管ヨ
ｂ

■

管ヨ
ｂ

■

管ヨ
■

■

管ヨ
Ｄ

Ｂ

管ヨ
■

巳

管ヨ
ｐ
卜
ｂ

管ヨ
b

､

管ヨ
D

b

管］
b

b

管ヨ 卜

管引
Ｌ
Ｂ

管玉

管玉

管玉

管ヨ
P

b

管ヨ
b

b

管ヨ
Ｄ
Ｂ

管ヨ
Ｄ

■

管ヨ
b

b

権現第3号古墳

SK1

SK2

珪質凝灰岩

珪質凝灰岩

珪質凝灰岩

珪質凝！ 疋岩

珪質凝！ R岩

珪質凝！ に岩

珪質凝！ 尺岩

珪質凝I 尺岩

珪質凝I 尺岩

珪質凝I 尺岩

珪質凝I 尺岩

珪質凝灰岩

凝灰岩

珪質凝灰岩

珪質凝灰岩

珪質凝灰岩

珪質凝灰岩

珪質凝灰岩

珪質凝灰岩

珪質凝灰岩

珪質凝灰岩

凝灰岩

珪質凝灰岩

凝灰岩

珪質凝灰岩

凝灰岩

珪質凝灰岩

凝灰岩

珪質凝灰岩

珪質凝灰岩

凝灰岩

凝灰岩

珪質凝灰岩

珪質凝灰岩

珪質凝灰岩

珪質凝灰岩

凝灰岩

凝灰岩

凝灰岩

凝灰岩

珪質凝灰岩

凝灰岩

凝灰岩

凝灰岩

凝灰岩

凝灰岩

1.05

1 05

0 22

0 17

0 16

0 32

0.3

0.28

0 28

0 28

0 28

0 28

0 25

0 25

0 22

0 28

0.2

0.2

0．17

0.18

0.12

0．18

3.7

2．15

1．15

1.8

2.9

2.3

2.0

1．75

1.7

(1.65）

1.6

1 4

1 4

1 4

1 4

1．35

(1.25)

(1.2）

1.2

1．1

1.0

0．95

1.3

0．75

0．65

0.6

0．45

0 45

0 45

0 45

0 45

0 45

0 45

0 45

0 45

0 45

0 42

0 42

0 42

0.4

0.4

0．52

0 45

0 42

0 42

0 41

2.2

1.3

0.7

0.8

0．45

0.4

0.4

0.43

0.5

0.4

0．52

0．45

0．44

0.4

0 4

0 4

0 4

0 4

0．45

0.4

0.3

0.4

0.4

0．45

0.18

0.2

0．15

0 15

0 15

0 15

0 15

0 15

0 15

0．15

0 15

0 15

0 15

0 15

0 15

0 15

0 15

0.2

0.15

0．15

0.2

0．15

0 15

0 15

0 15

0 25

0 25

0．2

0.2

0．18

0. 18

0.2

0．25

0．22

0.2

0.2

0.2

0.2

0．18

0 15

0 25

0 18

0 13

0 18

0.2

0．18

0．63

0 53

0 07

0 06

0 06

0 12

0 10

0 10

0 09

0 07

0 07

0 07

0 11

0 08

0 07

0 09

0 07

0 08

0 07

0 07

0 04

0 06

10 10

1 68

0 30

0 72

0 96

0 36

0 36

0 62

0 43

(0.22）

0．76

0 43

0 51

0 31

0 27

0 20

(0. 16）

(0.17)

0.42

0．30

0．08

0． 17

(0．13)

0． 15



第4表広島県内の主な前・中期古墳（立地・主軸）
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}労 花服地 r,ﾃｵ貞猛 旧寺 期】 型Ⅲ 泳嘱 〃極 間受 並 j也 』･上 i向i 域 ｝杉 ｵ尚｣f法兇ｷ英 ﾉ唾村も縄ど 主軸 文献＊

珠『桁

向オエ、町r

畠敷町

南畑I聾支町

西鈩j雄町．

四#合貫町一

大円幸町．

畠三良坂町．

吉舎町●

111奴町●

怖'邸＆2

幟邪も3

~F1'’二F寛一』

諭111 ．1

蒜11』5

甑f稲仲111

FrUJ2卒21

猿『のう傘22

7ぎぴ>，傘23
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.F:fソﾉﾆ本25

太良 火．

刺 洲血8町2(）

掴･"1 F7

i衙蜘 i鰯嘩

人久I采5

人坂6
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嫁11〔

F矢井I●14

寺I
ワ
ー

茶I竜

Sc

｡C

sc

Sc

Sc

Gc加r半

sc

4c末～Sc初〕

Sc

11丁雄Iﾛ齢代初j頭

5c末～6c初頭

5Cf妾公解

sc

GcnfI集

Sc l

scniI半 卜
粍

粋

Sc播半 ’二土

I

5c～6c初 I

5c～Gc初』

Gcnカー中唾I

Sc後島絵

Gcが1皇催

6c前I全催

Sc前I蕊

Sc末～6c前半

Gc前I皇侯

Sc前J豊絵

Sc肺I全陰

4c末～sc初 I
Gc巾1蕊

sc中1項 I

折Y に孑 柚（畷j稚》 SK1

1 に鞭 f宙SK.』

1 に￥ ｲ商SK1

1 に￥ mSK2
■凸●

宜宕 K1

稲 吃子 hTSK1

識 旭子 +官（理床） SK1

士域［ 木*rn2ゞ咄主体

斜Y云上孑 楠SK】

流垂に孑孑ffISK1

箱云ヒィ-すｲWSK3

1軽六蓼に>何も横SK1

隷歩じぞrh･lSK2

獄垂に獅村《SK3

輔W琴にら行ｲ1rSK1

I狸六五に行喘ぐ

輸工に孑叶向

新Y式易行hTSK1

唾うて産紀;行名§ず堀l 子権僻さ

唾ｸてまにイガ?儀輌2主重体

樽j↑すJ杉易ｲ竜↑愈十粋i土I衣

石械松（埴輪片床）蔀1主体

土j九（木村T）露2主慨員

易椎緬八号龍僻ざ

i土榑＄ （オくｷ商） B主体

i二1二神冊 （木ｲ衝）C主体

j宛（木ｲ打）

箱云に>筒村〈

諜六玉に布令積

嘩穴式禰淵毎？

二士坑

ﾆﾋ城

二七域:B主紳さ （i寅氏下）

蒜式石ｲ衝

二七筋［ （ネミキ商

土坑

二七城（木村丁 SI＜1

土助［ （木賊 SI＜2

士坑（オミキ漁 SK2

土幼： （コホh了 SK2

粘土郷（柳Ij竹形木棺） sK1

粘土郷（宵11竹形木栖） SK2

粘土郷（客11竹形木棺） SK3

土城： （オ引1r）

補式石棚SK2 （中心主体）

』玉頂

1壬頂

1玉1面

~丘、

1元、

丘、。j糊

丘、

丘ITI

丘1面

,丘1頁

』壬TEI

｣王、

丘頂

1證正I ・錨I

丘】ri ・鍬I

1元1頁

1五m・端

丘、

1毛ri ・端I

丘、

｣玉'J面

1壬1面

丘1頁・蝿1

』元1頁

』子:、

止丘、

丘1面

丘1頁

庁:頂

1玉1頁

丘耐I

丘m・端

魔二1面

丘頂

､氏1r（

秒
】 〔 111

望（ ﾛ丁】
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5（ Rn

5（ 【、

25，1
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.101m
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S0nU

5()9m

5()Zn

2()Zn

5〔】1m

4()n】

40，】

IIJ

191？

円

*向円

うけ

円

I工I

I叩

Ix

1W

11

1丁

I】

11

帆:虻旦

I叩

IK1

''1

11I

円

I可

I可

IﾛI

''1

111

円

I叩

F】

円

IｴI

Iリ

I叩

IrI

(尼杜も切

20nm

10rn？

13】、

8．4×1 n】

13－7× 41面

8～11 、

13．6× ･1．4，1

9．6×1 、8，1

10．6× 0．8m1

29．6×3()．BIm

12×酢1．8面1

26．6】油

7．5師、

10m

46．2m

2()．5×22．5，8

8．7m

24×26m

17rn

10，1

10．5×11m

10．5rn

7 7，1

9 5へ－10．51m

1 、、

1 、5面1

1 ×11．7m

7 8×8． 11、

7 2x8nl

9 8×10．6m

sx9nT

18【、

9．8m

〕）

i宜交

i宜交

斜交

斜交

斜交

平f『

平

叩zrr

平rf

平ff

斜交

政交

【画交

I画交

平ff

虹交

画交

苅交？

虹交？

虹交

匝交

IT交

宜交

IPI交

i立交

町民行

rr交or余I交

x12行

平千テ

平千了

庇交

I宜交

i宜交

斜交

i直交

ilr交

画:交

I 交

刀I ﾁテ

叩7 1了

叩‘ 行

【曲 交

【廊交

N63

N80

N49

N24

N49

N63

N44

N71

N65

N79

N34

N69

N78

N63

N58

N63

N68

N88

N86

N8(〕

N45

N58

N6〔〕

N34

N45

N45

N88

N8

N84

N88

N88

N65

N63

N89

N6C

N75

N76

N85

N4C

N21

N3C

N35

N61

N78

W

W

W

W

W

E

E

W

W

E

W

E

E

E

W

W

W

W

W

W

W

W

W

W

W

W

E

W

W

E

E

E

W

E

W

W

W

W

W

W

W

W

E

E

＊＊

＊＊

＊＊

1〔》

1(〕

11(）

12

111

111

112

恢臘";〔11『

板橘脚r

平禾ﾛ町

率村･町

上脇〔町．

口禾【1町

東城Br

禰迦チ臼r

伽】,杙1吋2

大風

I酒ケ ul5

〃画 f'3(〕

鯉3立
画
〆
写

¥摘二11鋤2

火j血111 1

中J処111 1

中央1112

jI I
lO

兇〔大ｲ111 111

犬坊12

IMI典〔2

Sc中賦

5c末～ec初

Scイ登鼻峠

6c耐i皇絵

6cmi竺催

Scnｶ斗皇

4c中華

Sc繼昌峠

5Cf炎斗皇

6c汕半

5c末～6c抄〕

5c

二七城（オくｲ汀）

二上坑（木椥丁？）

輔:式布ｲ禰

唾うて註七行号嶺

嘩穴式行竜（輪式石揃状）

二七城

哩六式緬窄（害ﾘ竹形木棺）

易行蕪十:城（副y2三-1ﾐ体）

流註に易行1商

二七j九（銅1 ．－龍体）

土域ら （鋪2業(水）

二七幼』

土坑（畷リポ）

~丘、

』壬1頁・蝿

j壬T頁・蝿

_丘1頁一端I

_丘ri

丘m・蝿

丘、

丘、

｣王、

｣王1面

』元耐〔

丘J面

2〔)1m

’

2‘1， 1

･18m ’

3()m l

1(､1m

I
5()8m

5()1， 1

1()()n】

8()m 】 I

5()m I

円

I可

I可

111

lq

'且I

汕云〃後円

IXI

*何円

IRI

'1

ｴI

5．2rn

8画1

8．8T別

11．3×11．92m

l9rn

grn

丑走さ45．5m

11m

8x10nl

sxB、5，m

9×9． ‘肋、

10k、

I宜交

耐I交

叩 行

fr

11ｺ 交

可 ff

可 fT
Ｔ
●
Ｕ

一

ｔ 子『

叩 ↑ず

面:交

面交

面交

平rf

N27

N1《〕

N85

N86

NO

N62

N49

N37

N1(〕

N7g

N81

N87

N57

E

W

W

E

W

E

W

W

W

E

E

E

E

神石高原町 『南光 h竜《ノン1 1 ざlc後半 I報ｧて苫に石$稜 丘Tri I 111ガマ受円 』造さ77m 平↑ず N15 W

望 き"叉7両

本鏑;町●

'1,坂町

沼I刑西側『

みた蛤1

みたら2

皿押110

細#L

5c中嘩｛

Sc末～Sc"初

Sc

5c8．1丁頃

箱雰に石村《

I報六式布端く

箱蚕に報訓1了

淵J土栩I （宵ﾘ1寸杉木棺

丘頂

I元1rj ・端I

丘陵余↓i耐

●丘m・端

Z5m l ‘ｷ

15m I

101m

胃I工】

11

I】I

12×13】加

14m

16×18，1

耐[交

面交～癖↓交

遮交

余↓宍？

N67

NO

N76

N66

E

E

E

W

j色i薗市 役，調町． 後【 1 111 Sc中唾I～末 蒜W:弍孑洲1T N28 E

府中市

元固汀

弟9世可町．

栗柄間丁

111α〕側’ 1

llldJ側'2

111α〕神』3

llId〕刺'4

ｵ也ノj血

打噸 lIA－1

打湘 lIB－1

器Fll 1

4c

4c後半

6c催竺儂

' 二

' 二土

｜
~

｡C

箱夛妃勇行緬（ 1 ．号主慨菖

祢式有伺了 （2－卜jP主重体

補式布械

舗工にぞｨ宙（釘y’三'三体

蒜云に行ｲ櫛（御ワ1三生体

二城（木*商）

二坑（宵ﾘ竹．J形オミ棺》

二城島

斜1歩にzfｲ徹

~丘m・端

1元耐

丘庇

f玉面

丘耐

』元Ⅳ ・蛾I

1云耐

｣玉Jr ・端

3()1m

3()～･11m

円 12m

(ﾉ己祇切 〉）

(尾根切り）

(1唾根切り）

円？ 10m

+育円 10～12m

イざ轆円 15～18rn

ｲ稀円 12～l5rn

可zff

叩吋丁

可区↑了

叩2f『

叩 ff

可， fT

;1』 ↑了

叩’ fT

I圧 交

N4 E

N15 E

N26 E

N32 E

N37.』 E

N67つ E

N87毎W

N88 E

N51 E

3．1

113

114

編山市

菊『

湖1之郷H汀

駅家圃丁

神8辺質r

力ﾛ茂町

城11 2

城11 蝶1

功澤I

才了 3

才なf‘】

石錘樋呪3

石蜘ｲ翻塁児5

ﾉ行鋤癒丘兇7

1とjn1

民j血Z

法成寺本芥

抄卜辿6

亀111 1

【副ﾉ逆

互上2

画一I 3

趣 I 5

不可品nlll l

石蜘1112

ﾛ大越1

1次趣2

【次』型3

'三

古塩時代初頭 ’

scniI斗皇

scf愛半

ｊ
５
郡

C

半
後半～Gc

Sc前斗亀

･IC末～5c前半

4c後半

4c後半

4c

5c後斗皇

Scn昨雅

Sc

4c後全催

4c末～Sc初

Sc ’ 二土

6c後葉 ’二土

Scnh半 ’ 三士

二域邑

三上九（鋪1狼側 ）

粋i土ｲ郭（宵ﾘ竹舟 木棺）

斜V式>街村r （八三I 僻員）

躯『恭七2九（BFI 体・'1，児）

石鑑士昌』宛（D割 体・'j,児）

士坑（木村7 鋪1主体

二i二域（オざ棺 魏2主体

唾1郭（木揃

二七域二 （オ<ｲ11

土坑

土坑（ 1 ．lj．

三七』九（2．卜』．

唾うて工に石も領 木棺）（3号）

土坑（‘4･卜．

二七域SK

2行錐二'二域』＄ K2

哩六3妃ら行群 (中央石弼畳）

1軽穴云にz行辨 (l利佃ﾘ石室）

土坑（粘土1 ・宵11竹形木柁）

秤i土ｲ郭《宵 ↑す）杉木棺）

土坑（宵ﾘ竹冊多木栖）北側士坑

土坑（創竹冊多木揃）南側土坑

土坑

土坑 幸
グ 尽植）

竪六型 誰穫（罫yl主体）

唾うぐ夢I 丁fff （銃2主体）

土坑 く#商）

坑 ジ ミキ官）

坑 壷
』 ﾐ柚）

坑（易 ざ楠）

丘而

丘Jr

丘睡

丘耐

丘頂・蝿

丘J面

丘1Xi

1毛頭

1證亦I ・蝿

止證JrI

丘1頁･蝿1

.丘1頁

狐1立氏、

.丘】rI

丘頂

1士頂

1元1ri

丘頂・端

丘1ri

丘1頁・端

丘頂

1禿頭

2()1m

25”1

25k画

23m

35～‘l〔)2m

‘15面1

13～1．1m

80，1

’

I

’

I

『ロ 15×15．7m

'百 14．4×15．6m

ﾉ遥根切り）

、 方後円|長さ37．5m

尾根切り）

略根切り）

(邑根切り〉

F1 9×11，1

nfI方後円 46．5，1

F1 28rn

I可 13面〕

Ixl？ 8m？

IxI？ 15m？

#青円？ 13×17m

I可 20Ⅱ、

I且I 16，1

IJI 10x11rn

円 14m

円 12×1認．Bm

叩 行

画交

面交

面交

面交

面交

可Zr『

平行

直交

平行

平 ff

平 チナ

可 チナ

叩 行

I 変

I 交

''二 交

叩 行

f f

i曲 交

可』 ff

遮交

i宜交

平f『

可2行

I宜交

i宜交

i宜交

平ff

i江交

画交

N33 W

N33 E

N8(〕 W

N85 E

N81 W

N1(〕 W

N40 W

N45 W

NZ3 W

N25 E

N56 E

NSS E

N55 E

N55 E

N35 W

N41 E

N41 E

N57 E

N62 厄

N66 W

N33 E

N85 E

N85 E

N35 E

N7S W

N32 E

N11 E

N27o E

N57．W

N22oW

N40o E

115

115

1 6

1 7

1 7

1 7

1 ７

1 7

‘12

43

47

118



＊ 「文献」 ；基本的に第5表と同じ。第5表に未記戦のもののみ記載。

＊＊ 「箱山第5号古墳」は平成18年度に， 「宮の本第23号古墳」 「宮の本第24号古墳」は平成19年度に，それぞれ（財）広島県
教育事業団事務局埋蔵文化財調査室が発掘調査を行った。
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耐『 在ヨ 地 謹了1貢名 豚寺 j卿 埋I 夢鴨施政 立j也 比 i有i 城形 頃氏規模 尾祇鐸と 主＊由 文献＊

吹越4

1次趣5

吠越7

u大越8

Sc前J葉

Sc前】華

sc I
SC Iフﾌ石

土坑（木植》

土坑

蒜式石ｲ徹

錆-1皀坑

丘頂

丘頂

丘1頁

丘頂

方

方

I且I

111

9×10．5m1

8×10．5rn

12．5x13nn

2(〕×21m

亙醇行

平行

泣交

余↓交？

N34

N15

N34

N3C

W

W

E

E

宏主葺高
IIIT肘

港7111段r

錐二七肌1町

八筐子イセRrT．

i向if『町．

1 1 1判Ilj2

向井：

新fr2

斬汽3

荊河:V6

新i血I何7

Sc末～ec初I
6c前斗皇

4c後豊孵

5c浦ﾐ形

4c繼斗全

Sc後斗呈

浦式冒行緬

嘩六式石索（輸式石植ｵ犬）

鋪V式易石棺（1 ．ﾄﾙ･言龍体編$）

輪式石ｷ向（2ゞ卜』･末体編$）

三七域（1 ．｝』･惑乱針ざ）

二i二域（2．凶･夛膿体）

箱式石柁

土〃［ （木村1）

丘頂・蝿

1王頂一端

丘頂・端

』孟願・端

丘碩・斜面

丘噸・鞍部

20m

40U面

】0m

30面、

26『、

円

円

I可

111

,民力

F1

grm

．γ×9．9m

8．5×15血1

12R画

6×7m

12．71面

直交

面交

面交

i宜交

泣交

面交

等i虚・平行

耳zfr

N84

N3C

N4C

N36

N64

N6g

N61

N76

E

E

E

E

E

E

W

E

119

58

58

』上広届
町●

一FftII1

610山脚負峠1

中山勝負峠5

中川勝負峠8

中川勝負峠9

金壹争1

金子･Z

古t貢時代
～後1糊初

､岨Ulオご

Sc

4c

Sc

S～6c

1藻六歩上不碓横（木hr）

輸云に石ｲ樹

土坑（木ｷ官） SK8－1

土坑（木村了》

Zf7統土城《木杯⑨

'j､型嘩六参に参f詫稜

｣王1頁

｣王T頁

丘頂

丘噸・斜面

丘癖↓『而

丘1頁

30，1

40nm

48画】

35m

30画］

30，1

円

』追う〃

畠〃？

(ﾉ遇#独1列

111

IEI

8．3×9．3U、

11～13x10rn

辺15m？

り）

8～8．2rn

7．6～8．2面1

平行

直交

平行

遮交

等高・平行

余↓交

N7a

N41

N9

N55

N78

N62

E

W

E

E

W

E

60

宏塞易止
田町

中簡慨

_止簡賀

槻路'1，谷1

槻8名'1 谷2

槻路'1 オド3

槻路'1 谷4

板j血Ⅱ 1

Sc向、量陰

5c中頃

土坑（細合式水棺）鋪1主体

土坑（禅l竹形木械）第2張体

土坑（荊竹形木楠）鋪3主体

ごfご鰯 《宛1三に体）

土鰯 《秤j竹｝杉木ｲ酒）

二七鯵

土三〃 (客ﾘ竹ｿ杉オミ柚）

丘1頁・端

j玉頑

丘T頁

j玉]rI

丘頂

40x、

40F面

40Ⅱ、

40m

63面1

円

易〃

>〃

方

111

18×19rn

u8rn

ulOrm

u15rn

3m I

面交

直交

直交

直交

面交

直交

宜交

N78 E

N75 E

N82o E

N75､, E

N77．E

N50 E

N81 E

哩さ烏T1i

安佑富1判l〆：

安佐号化Iぺ

〕↓〔I盃

{左

芳力な 1

#也《Z>内1

ｵ也のI勾3

ｵ也の内4

池の1判5

71111

『山3

や山c弐三伺量

lfllId三上体

梱地
I全 11 12

ニェ 』造1

廷2

三E ｣と4

町･ ヒプL谷

メ 久I呆

明地1

大Iﾘlj也2

imII 1

jmII4

中'1，m1

や'1,1刑2

[ﾈ”1，画9

蝿2種政山1

地瀝2難1112

山三罪】

'''三罪3

真亀.1

窓~F1

避I下2

弘ｲ」 2

q"､ｲ1 3

釦倉11

上'1 、

行本

可部寺山2

可飼I寺山3

可翻I寺山6

同役谷1

口賀谷2

I兇城ST2

1兇域ST3

l見城STI】

城ノ下1

城ノー下3

城ノード4

城ノーF5

4c

5c末,～ec初

Sc中葉

Sc後半

5c末～Gc初

4c～5cm1栞

scf篭豊脾

Sc末

～Sc前薬

sc

Gc間11斗皇～中桑

5c後半

5c末～Gc初

Sc後半

Sc初頭

Sc前半

4c末～5c初

Sc前と膿

5c

Sc

4c後斗皇

Sc挺身器

5c

Sc中莱～後半

5c中葉

Sc

Sc

sc

Sc中頃

5c後斗色

5c後禁～6c前集

5c前半～中蕊

Sc中葉

5c後半～6c前半

Sc前I斗邑

5c中葉～後全陰

5c中葉～徳島催

Sc中葉～後竺催

5c後半

５
初

C

頭
後半～ec

5c後全陰

5c中葉

5c末

5c後半

二i二幻 (害ﾘ竹ｿ杉オミ棺》

唾六式戸f寵fく？ （石ｲ官？）

土坑（寄り竹形木械）A主体

嘩六主上易石;稜？

石誌士坑？

二七城（木ｲ官）宛1主三体

嘩六式石渕く（舗式2石1官状）

士ｰ城

箱劃 畠荷ｲ楢

唾テ 系祢琴に衙村『（B主体）

浦｡』 准f棺

唾プ 系1賀1号1云嬉子 §蓑

莉云 石械

唾プ 系掴'二I 仁孑 索

ﾆヒヵ (禅jﾔォ 彫オ ｷ商）

照穴 に福顎（ 仁補 1牙主体

土域 (畷床。 k棚 2号主体

土二動 (zホイ宙

土財 (木ｲ商

土坑（粘土解・制竹形木栖）

報式｡f丁棺

唾六工に右;横（オ這桐T）

竪六式兼涯潅（唾1未・木揃）

緬式石ｲ1r （鋪2－も』･壬了棺）

土坑（木ｲ商）

唾穴云℃石?稜（オミ棺）

二i二幼［ （畷I艇・オミ村苅）

土二城

士坑（粘土床・宵ﾘ竹形木棺）

土坑（朴ミイ1丁）

土坑（木ｲ衝）

畷Iﾈミ （神11オノ杉木杣）

嘩六工に二行f積（畷1狼・木lfD

土勾t （宵1竹形木村『）

詞Y歩に毛f殖（畷l稚）

士坑（木榔・磯ﾉ液・シド棺）
(鋪1主体）

土坑（宵11オ 杉升 棺力､）

土坑（抑』↑す 杉オ *官力､）

土幻埴 （漁り竹 膠オ 棺力､）

狩工に上面ｷ官

二i二幻芯 （罫yl 猿側 高脳）

土坑（卿y2 彪側 甑I）

士幻Z （木械 、号監f
や
』

士坑（木柵r aこ'ﾐf
一
』

土妙［

二i二城（宵リ す 彫オミ刺”

土坑（オミ 宙

ごf三幼二 （オく 宮

土坑（2水 宙

稲云上石ｷ商

止元Yri

丘頂

丘1頁

』玉、

_丘1面

丘、

丘1頁

1壬斜面

屍鮮↓面

1元1面

_丘癖↓画

I元頂

丘1rI

丘頂・斜面

』玉頂

丘J頁

1壬頂

氏頂

丘砿・斜面

●丘頂

､丘1面

丘1頁

丘碩・斜面

I王1ri

丘耐I

1元、

匠:1頁

~丘頂

丘、

_丘1面・端

_丘耐i ・ウ猯

_丘雁I

丘1頁・端

丘1頁

丘頂

丘1rI

_丘、

丘IrI

丘1頁

ﾉ進提線_上

丘噸・斜面

丘爪・斜面

_丘1頁

丘】ri ・端

丘頂・綾部

丘碩・斜面

20，1

Br、

15，1

13rn

501、

65m

201m

20Zn

20rn

302m

35『、

】8，1

50m

23t、

25，1

I

I

70m 1 1櫛

I

30～40町】

30m

30m

301、

80～90m

80～g0rn

601、

55m

54Zn

54rn

方 Bxn l

円 8m1

円 13， 1

円 8】、 1

円？ 8沈’？ I

IⅡI 16×16．51m

ﾈ初IｴI 6．5x8In

(j湛制&｛鋤 ））

Ill 、1

円 8，1

円 Srn

F1 16m

(ﾉ過*災切 り）

(ﾉ唾恨(抑 〕）

I1iI旨〃f篭Iｴ） 3()、？

Ixl 15m

円 糸り5m

方 1‘1×17rn

圧2〃 10×1．1，1

(J罐＃於切 〕）

ノノ？

1造二〃 12×18『、

(J色*股切り）

(j私楜&切り）
ワ
． 1()、？

El？ 25m？

L立仙？ 24．6m

可？ 25m？

円 11，，

*何円 1蓮f濃8m

*育''1 9面U

不I卿 不明

円 11m1

(j色*災切り）

(j私#幾t測り）

(ﾉ私＃腿&測り）

I

鑑円 11‘1×21K、

(j色択切り）

(j堪択{測り）

(j進択切り）

江交

平行

宜交

宜交

余↓交

宜交

平行

等『断・ 亙解行

等商・互騨行

面交

斜交

斜交

斜交

斜交

直交

直交

平行

斜交

直交

画交

平行

平千丁

等商・面・斜

等高・平行

平行

直交

斜交？

平行

直交

面交

泣交

遮交

瓦解ﾁテ

耳2行

諏交

瓦解行

平行

僻ﾄ交力麺

平行

画交

泣交

平行

零画・平行

等商・画交

星Iz行

平行

平行

平行

等『官i ・画交

N53 E

N69 E

N14 W

N58 E

N34 E

N7〔〕 E

N70 E

N63 W

N66 E

N68 E

N80 W

N75 E

N84 E

N56 E

N67．， E

N52o E

N77毎E

N83 E

N87 E

N53 W

N9 W

N37 E

N4 W

N8 E

N63 W

N69 W

N74 E

N39 W

N65 E

N86 E

N8〔〕 E

N71 E

N《》 E

N39 W

N75 W

N67 W

N63 E

N69 E

N4(〕 E

N85 W

N72 E

N86 E

N32 W

N64 E

N24 W

N65 E

N32 E

N36 E

N65 E

N3《〕 E

66

12〔）

74

78

121

121

91

91

#征剛町． 〕紅ｵ征lfI 上宏井 4c
照穴式稠瓶（木柁）埋弾施設1

土城息 （z水棺） 剛u単暇力随股2
丘1rj 70m ''1 13．5x15nl

星乎行

ｴ解行

N36 W

N46．W

束広勘
市

i向i駁1町

西条田r

八本松町『

芯評IIE汀

餓栄Hrr

禍窩側『

才が地】

森ｲ汀10

木";〔IfnJ山3

班ヶ崎

』 ユツ城1

古市

大ｷ直3

八網111大ｫ也

j緩力電血1

蛇j血1

鉦昌jn2

縦測11

111玉皇4

''’三ES

金1 12

金1 14

金'三16

4c初

6c前全陰

Sc中葉～後皇惟

6c前半～中桀

5c後半～6c初

ecf麦全陰

Sc前I半

5c中葉～後半

古j負【痔ｲｾﾘ耐半

4c末

Sc前I半

r苛境時代郁I豊器

Scf愛斗皇

6c前I全催

6c初頭

6c前I半

唾六三に石淵《 （姉1兆伸さ）

I蕊六式乖寸汁《 （銅2夕I皇体）

嘩六工嬉孑．i謝《（刺Y式二石ｷ商状）

箱丞に黍mr

I軽穴云上行粥毎（流夛妃有扣1犬）

嘩六
（1
に
少
荷
械
郷（詞V玉に｡石械）
）

竪六
（2
に
少
石
械
柳（柿云にぞ『柚）
）

補工に 房ｷ官（3－脇-ｷ『）

嘩六 に方碕Z積

蒜式 奇、（1 ．魁･Z行ｲ官）

輪式有ｷ梅（】 ・卜』｡干すｲ禰）

堅六五､布劣《 （畷l無）

土坑（粘土榔・荊竹形木 宙）

土坑（粘土解・再1竹形木 直）

輌 蓮石棺（顕J姫）

土 九（禅j↑寸)杉オさ柚）

薇 に稚『村了？SK1

慶土二幻通

稲 地有械

和 地孑7h丁 （流1寺号体）

1毛m

丘1頁

丘噸

丘1頁

l元1ri ・端

1王頂

I壬啄I

尾根線_上

_丘而i

丘]ri

~丘噸・端

1壷1頁

1玉頂・端

』誼、

丘頂・斜面

_丘1頁

_丘汀〔

屍1rj ・端

23r面

23m

ZOm

381、

15，1

7r、

18Tm

18r、

40，1

20Zn

30～40，1

30～40mI

60， 1

60， 1

60， 1

601m

6()】、

豆〃

I叩 ’

円 ’

111 1

加メノ催111

I F1？

I且’ 1

11

叩

且I

ⅡI

ﾛI

IUI

円

10x11zn

11m

111m

1《〕、

蛙さg2xn

9．5J、

5，1

(〕I、

《〕nl

1r油

3，，

、9面、

6．2×6．5Tm

6．5×7． 1，1

i宜交

直交

斜交？

平行

平行

旦孵行

平行

五F行

平行

直交

平2行

ｴﾘzfテ

直交

直交

耳2行

等高一平行

斜交

斜交

斜交

N87“W

N8ざ』 E

N66 W

N67 E

N36 E

N46 E

N43 E

N44 鹿

N80 E

N73 E

N88 E

N17 W

N61 E

N68画 E

N20堀W

N90．コ E

N75･W

N85毎W

N69節、 E

93

122

123

12‘1

1〔)7

125



第5表広島県内の玉・刀子・鎌を出土した主な前・中期古墳
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１

叱．
文献
＊
所詞王 士也 古輌名 吟 期

上里 揮 施 唾

内 容 名称
H1金人骨＊＊

玉 麺＊＊＊

勾玉 管ョ豆 国王 垂玉 "1， 玉 そのf也

鹿エ

刀子

風＊＊＊

鉄錘

1

⑩

一

4氏雷

オ筥奮

三4次01f

三抄く『1』

If0Jオエ田1町一

Ifqjj1二田織r

極現全

極理3

ｰ

且〕C

読五ヒア灯打『 （“Jﾈﾐ）

市立に韮刈打

輸式誰了、

箱｡に乖了楠

S1く1

SIくさ1

SI＜1

SIくZ

C1 ． （1）C

E;＄ 】 ・ユ』

歴

歴

一
聖
聖

■
守

１
２

C］ ‐蝉)Iく

C望 。 〈工』

墾
聖

■
■
轌
９
１
秘

Ｅ
Ｅ

１
１

' 12･処L1型～L塾1世
↓、1 ．(上腿～鰹

１
１
12 ．ユ2
2E1郷。 （1ノ F:,26・望』

伽.-fし#付IUlF杉三E

砥1 1 ．虹』

1 ． （LL

1 。 （』_ノ

虹】 ・虹'R

3 】 三抄＆W1i If0】;正田剛】‐ ~F山手4
ー

＆力C オこｲ官 SI＜1 X2 ． （G，

4 三秒<『ff 1曲】jI含嗣円r 箱山4 5心 蒜勇妃忍f#商 S1く1 D4 ． （望)1〃

昼 望 三抄こ『怖 IfO】j【言[画暦庁 野稲函11 編む1111，！'豊 f君域〔"+く*両） Z2号主体部 〔弓4 ． 〈1jR
坐
哩
些

■
■
●

１
ｓ
１

Ｄ
Ｉ
ｘ

6 三抄尽IIf IfO〕江怠嗣贋可． 富の本21 Sc 箱ﾕ妃韮f＃商 （塵I末） S1く1 i血1 ． （望I匙
7 一乳汰『肘 IfOJオエ田町一 宮の本Z2 Sc 諸式石+官 SK1 1 ．苞' 〈鋼側罰fjI・） ''11 1 ． （S） （雄元外）
B 一を次『Ii If0J#工陶田r 宮の本25

ー

⑪C 掩云嬉石+官（醗時ﾐ） SIく1 血I ・型上.直1 ．鰯(足元外）
⑨ 3 二秒くI-I-i 冊$労k町． 太良鳳戎L 堅プく玉妃花『顎（蝿L彼） I〕1 1 ・ 〈唾）
〔） 4 一f次『肘 1打知1蛾田I。 奈祐函1 年間蚕に月石村了 A坐三体 X4

1 5 三式抄く市 1判知I蛾町一 宗祐池亟ｸ⑥ 凸.k食Ⅱ寺f､初1J質 隷云ヒモゴ村了 1 (2)L
つ

一 ⑤ 式汰『Ii 1打畑1蛾闘ﾘー 掛厨【下7 5c水～Gc初 箱式石棺 SIく】 1 。 i, （頭ｲ側fj外）
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4 迅 三秒<『肘 6町i商』喰町． 善塞寺S _.i二域 X3 X12 X2 1ｺ73 、盤-1:X2．平王X2 1 (｡
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竪汐電ﾕに易ff諸く

竪六ヱヒヱ了も横
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く
１
１
ｌ
Ｘ
Ｉ
く
Ｓ
・
鵬
４
Ｄ
Ｈ

1 (壷ノ
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ー

&TC 粘土二床十害0！↑す)形ヰミ、 1－126．J_2 1 ‐ （全ノL

B 9 乏汰『↑ゴ 6呵j商雄圃「 太4反e ⑥cnII峡
竪六式石索（円筒城翰片味）

_化と虻（ﾌﾞイ h”

第1主体部

嫡2主体部

128・(工KDm型）

、盤I: 15．fIpr塾 1 ． Kユ4
9 ごI 三抄＆Ffガ p印ﾀ合質11町 四塗貢9 秤ガゴュ棹K ｡水fTr） ハァ'て体 X1 X1 D綿J】〔)〔）

20 1(） 三次I1i '四#合画町．
四

1

拾賞"』､豚
Sc 粍]_士ｲ邦 害ﾘ竹-形オざ+宮） B二龍体 A1Z・ロ)R

I3Z ･虹)L
cl614・皿》R
D38S･〈入)1.‐

陣雛
(1)I．

と服C4 ．
1 ．（1)腿

21 11 -=&汰UIf pr荊合画町一 卜廻拾貢巳 Sci姓-,1＆ 二七域（ｺイ 桁I） 3・塾． 1 ．⑤（噸）
つ
】
ワ
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翌5 ･1 -主汰市 笥三 若R汀 卯I西1 読云上石*向 ，． H争歓・ ､1 1 ．G1ノ

2⑥ 雀1 三抄尽『1』 ＝ 才子町． jOI西之 補式王in･【 X1 X1 ﾒL龍X“1 】 。 （G）
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つ
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郡⑪ →汰r1f 9 舎肝Ir 片野中山10 5に,リ ～6ぐ岫半 化坑 1 ・唖）

31 曼抄＆0-1丁 占舎Iwr 大番蘂;也Z ⑧c W"Iz鳥
二'二域（冒木卜寓

』二城（2ホキ樹

S『＜1

S1＜2

1 ．虹』 山越・5R（楠外側辺）
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32 冤汰『ｻ iii舎附「 大審奥;也3 ⑧c 111動I鬼 土二域二仁椎*漁 SI＜3 1 鍾
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抄』

溌当土神K

粘二I ｲ郭
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SI＜2

SIく3

2

1

1
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(2の
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や
、
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１
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』

雇
丞
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狐邑
Ｃ
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3⑥ 主汰『1ガ 111蚊緬r 茶臼 Sc110ぱ（ 箱式石村 S】＜2 。 D16． (1J
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Ｏ
Ｂ
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β
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ｊ
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ｚ
１
Ｂ
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･13 リア与刀
一一 "竜脱〔『lf B糎城町 大気白山1 c中鑪 竪六式衝顎（宵41竹形状柿） A1 1 ・(工)R C7 .α》R D21 ・LIjlく

｡咄 23 ｢瓶";〔61』 叫哩成町 中央山1
４

１

ｑ ci壁､Iと 韮i誌. I呂坑 脚皇上体 1 ．億) （噸右帖1:内）
･15 望‘I I龍ルヌiIj ｡唯城RIr 中央山2

型

Ｉ

Ｑ c睡多I亀 緬式乖了ｲ打 lIhl ・皿〕R

･86 2S ﾉ龍肪i〔IIj 叫唖戒mr
jIl
lO

東大ｨ'I0U IO
〔うcnIIpI＆

化土九

三上j九

零1

第2

'三体

i言体

C1 ． （γ） C9． （わ D61 。 （7） 疎無挺F1 。②

価1 ． (5’ （小口検出函）
今17 2《う 1龍";〔IIi 艸哩成肝『r 犬嘩Z 5c水～6c初 .i二坑 1 . 't5‘, （13”浮く）
4s '龍脈〔『Ii 『向;ﾘ”Ir 岡車Z

ー

やC 土坑（窪I末） 1 ． （辱）
49 27 神〈j問原町 I餅允 犀のロ ．ICf受21亀 唾ｼ･く五七参石?横 C1 ． （をノ

5《）
つ

一8 え〃;〔l1ガ オミ劉緊円丁 みた亀1 scp1Bぽ〔 稲』妃参画櫛了 女・柵冨～難ifI是 1 ・蝉'1．



ｌ
』
』
１

“
文献
＊
所窪土也 古1回名 醗 期

埋 葬 施 鯉

内 容 名称
盟主人骨＊＊

玉 類＊＊＊

勾二丘 管玉 臼玉 垂二五 "j， 玉 その他

鍵エ

フコ子

具＊＊＊

睦錘

51 29 ニミj唖『前 及椎魂繋[【I「 分たちZ Sc未～6c初 堅ｼてヱヒゑむも横
C1 ・心山

膣B2 。 （知
I〕42． 1 ． 〈Z）

52 30 ニノ唖市 '1,姪NII． 風持山 Sc 稲工にfｲ向 野・オ土台12 D3 ・望』 1 ． （mR

53 31 三ﾉ唖汁i 子HIflI礎諏Ir 麺*L ScrF上面 粗I上#郭（宵ﾘ1寸ﾉ形イミIfD 1 。 （mR

5．1 32 IEjH市 観】X岡H1I． 錘nqll scヰ』上質～易稚 箱工に,画卜向 ○ C・‘l ・ 〔工』 D3．処』

55 33 I何歴110術 7Emj． 山の神1 4c

稲云にJfff商

霜コセ乖了+商

1 卜土I

竺妙･戸I

鉾邑 。

聖・オ土台1基

女。 ：十士句皇
F1 ・塗』

C2．(3)／〈

C毬

〔塾
。u百)～

D36． （を）

D54o （X)～

(重）

つ
一
一
へ

｡(塾（10cm津
）

56

57

34

34

脈f中U1f

｝侍中7肘

万芭町.

ラ壱mr

山の神Z

山の神3
．lCf受斗竺

蒜互心身fｷ向

続き式石材T 端1主体師

女金男・斗士無二

'1，リEZ C7 ． 〔ﾕ』 D4 ・q2

1 ． （EDY‐

58 35 脈f叫､市 ｱ己町. ;也／迫 Gc後斗皇 j二域（木村丁） 1 ．⑦ ＃商1 ． （7）

59 36 jff中7打 輸叩魚jlwl． 打堀山B－1 二I:域 画1 ． (工〔，r鐘）

60 37 締11』iIi 粉iIlfI11I． 城山2 _上坑 男・旬皇不I期 腹.1 1 ．（空)～(、 D1 ・処2． <1 ． （2）一一〈亘〉

G1 38 制託11 1717 弱i市師I． 城山4 占止質I畔1℃初ﾛ風 化坑 鋪】 呈拡体 男・難L年 画1 ． （工)C

G2 3⑧ 初荷IlIlIf 抑K迄釧那1J． 赤羽 ScnIJ斗竺 ＊占二化+邦（禅11市ﾉ形-ｲくh･(） ×1 ． L1)C 蕊瞥:窃号
D35・ 【琴C
DS 。 （ユ》C

1 ． 凹型

63 40 +研IIjIIi 閏尺浄〔II1j． 才谷3 祐云に菰了柁（蝿畔ﾐ） 八二龍体 1 ．⑤（頭粘土内）

64 40 杵間山市 罵尺寺“'1． 才谷4 sci受半
石兼三七A九

石孟二iニメ九

B三瞳体

、号龍舛冒 問1 ． K聖 1－1 1 ．塾

1 ．⑤（頭粘土内）

65 41 *品IIj市 罵尺色掌HIj． 石趣極理S 5｡1W且I全 蝿神K （員椎、） (つ 1 ．空

G6 4雪 #謡11加怖 即煙叡町． ｼ夫成寺本谷 延I C 多面壷三上城 SI＜2 男・ん父母皇 1 ．塾

67 ‘13 福IIJ汁ガ 勤当2章nIr 拠卜§as sci受竺解 竪六云七易画諸曹 I何細り易画fff ○（歯） 八， 1 ． 1上』 D17． 〔入』

68
４
口
５

４
４
編111市 側岨型BIr 亀!lリ1 scI油斗亀

i：城（秤i ’二1邦・杏81竹j杉
ﾝ仁植） 鳶些

B1 ．

C1 ．

1－165．
E1毬・L2jR 日韓魁 8．錘．

S・墓』
曲2 ・望』

69 46 禍111ｹ怖 純､辺旧1． 重歳 Sc 粘土郷（畷咋・洋l竹形水揃） A1 1 ．(z)I． C望． （ル I－I39・〈ル 、13． 〈入） b8了、q・鋤H～‘罰IH ．⑭． 1 ． (葛)I〃 病1 ． 〈X)I．

7〔） 47 瓶IlI7f7 例､え型測I． 壷トク 二化城（客ﾘ1寸}杉本ｲ打） -化(I(ﾘﾋ城 。 【鳶『 （頭柁上か）

7】 4s 粁問lll r1f 刺Di型1町 誹立吃ら 土二#九（:ｲく+衝） SI＜1 D】(〕十・ 。 〈前ツ
ー 曲1 ．聖

72 49 #岳111市 力11ﾚ進簡『 石崖､山1 ｡』Cf受斗と

堅クセ義に雍万索（畷j躯・御』
↑すｿ杉ﾝ1ざｲ術》
【
輯
ユ 穴式石室（臨床・削竹I杉木楠）

鞆1号主体部

萌2号1 体郁

男・才tfF
A13.
〔；Z ．

G1 。 （翌>1く

C‘lZ． （2）I． ･聖

。 （豆>R

73 5(〕 制問IIlIIi 加1洸堂師』． 石崖9山全 c才ミーSc初 二城畠 （ﾝドキ宵） 鋪1号三1 体部 男・蕊§年 ．⑤（頭'1,、）

74 51 *品IIJ『術 加1ﾒ堂111J． 吹越1 q C :〃心 （木村『） 。 〔動R

75 52 紬;山F1f 力I】ﾒ逆1町． 吹越Z 1 ci受鍵 島坑（本村『） 。⑤（頭'｣､口）

76 5:3 編llI11r 加1i吃Ⅲ』． 吹越S
l
■ CM聾Iも :域： （オく打『） H2・ 〔工』 C⑨ 。 L型 I=1144. (17－ ｲ商1 ． （1）]－

~~

‘『 54 鮎舟山市 "11j髭111】． 吹越4
』

Q c砿I染 名j宛（4連打『） 2．⑤（楠蓋上？） 曲1 ・ (E） （楠鑑上？）

78 54 稲Illrfj "11ｹq吃11『】 吹越S l
■ clMI栞 :城 1 ・《por<動

79 55 W計I｣I市 川17髭Ⅲ1． 嘘趣7
｡
■

Q C ネ 転撞らロイ樹 Cl ・ 《ユ》L 1 ・くわ

80 56 脚mlDrfi 川1ヅ髭、1． 唾越B 1
日 C 昂 五臓」ﾕ圦昌 魂2号主体部 I－l l ・〔皿 1－126．〈p

81 57 安鴬曲間『fi 錘1 2叩11IIJ． 向井 1 ‘，前Ip解 t大石端（輔式面棚状・散fj） 1 ． 〈貢)R

82 58 'を農高田市 八三F1，冊『】． 斬意室 c後半 閥 江上Zfj櫛丁 2号J1 休部 C3 ． （1）

B3 58 安黄商出｢h 八二『私fに冊『I． 新宮3 scIMI斗皇 I 秒t 1号･ 1 体部 1 ．聾or錘 曲1 ・虹』<DK〔塾

8』 58 蜜芸副田市 八丁．f上、『 斬富⑥ 等lc後斗亀 1 薮にらロキ商 1 ．⑤, （頭粘土内）

85 59 安芸潟磁市 i砺稚”11. 新迫南フ sci垂斗亀 _ 1 域（フキミキ向） B1 ． '盲 （楠k） C2．⑤（楠上）

86 60 北広島側 rf，冊I 中出醗負卸1
占j貢1時fと耐I鱒1
斗ﾐｰｲ灸鱒I叙J画風

聡 穴云に二面承（水m・敏奄） 兜・熟年↓ま力興1 2。 （mR

97 60 化嘩島■ FイヒI刑 中出厩負的5
ｰ

K刃C 蒜云ヒモ了#官 甥・蕊I丑I易 1 － （重)L

8s 6〔） 北広島日 千二イヒ冊1 中出唾負坤8 ざもc 化坑（木5打【） SK8－1 C5 ． （1）C／R D3・ (1JC／R

89

9〔）

61

61

北広島日

北広島、

二Ff七冊I

二Ffに111

金子1

金子Z
5～Gc

多面恭一'二城（ｲざ1河》

'1 ﾛ竪六式石:横（蝿細）1 陵く）

○ clO・型， 1 ．壁 D3．匹

1 － （重)LorR 曲1 ．輿>C

91 62
f麦当落乙止
【登帥j‐

013傷苛賀 椣路"』､谷1 Scl前身艀

二’

’

I

』九（判1合ヱヒイざ州

坑（宵ﾘｬすり杉ﾝ仁械

』宛（禅肺寸）杉木ｲ禰

第1 三I

鏑2Tl

覇371

休部

体部

体部

B1 ・ LL』
墾
聖

４
Ｂ
Ｃ
Ｅ D49．虹』

1 ‐里沙r錘

2．①R／③C
（10～2〔m浮く）

1 ．<I城3（12m浮く）

92 ⑥2 安裟太田町 『1'両謝 掴路刈､谷室 DcDMI斗亀 」 』九 第1 F1 休郎 E麓Z ・匝抄 D10．『皿》【<3ノ

93 62 安裟太H1町 611間“ 極路"』､谷3 scM斗竺 二七域： （禅I竹．j杉了小竹ﾛイ 1 ・堅〕r壁

94 62 汰冊町 81ｵ傭j賀 抽路"』､谷4 SCM竺僻 二仁坑 1 ．垂x錘

95 63
p"■

i太田町 1名価慨 *辰品白山1 Sc、1叱面 二1こち12 （宵ﾘ竹】杉三ｲく朴了 X1 ． 〔？ X2 ・軸） X8 ． （紅）

96 64 画 鋤r1i 2変ｲ左i制I(： 芳力谷1 ごI C 剴ﾆｶ九（宵ﾘ竹J杉豊永杯イ C2． (E） （ﾛ側） E221 ．⑤（噸） D13． (5ノ （叩） 1 ． 〔動（風頁）

97 65 以 厩j U-ij f壁ｲ左1打I式急 易也の内1 5c水～6c初 醗皇沸くエヒ石謝笹？ D167．q)～(翌》

98 65 唾 月も汁』 2宏仏&I制【式 ;也の内3 5cヰヰ鍵 化坑（群ﾘ竹ﾉ杉木#商 八F砿体 Cl ・望』 D1 ． （工》T、 1-167・壁 D75． 〔工)I．

⑨〔〕 65 唾 rb0十ガ 'だ{左I村牌： 池の内4 5c後半 堅プく江じう両端毎？ 1 ． （重>L 曲1 ． （5） （剛力内？）

〔〕(〕 G5 吻 品Fff 左ｲ駐Iﾔ’11"氏： 池の内S Sc水～6c初 石藩'二域？ 血1 1 ． 〈五）

01 66 広パルrl 強号14曽IfII＜ 寺山3 Sci受旦器 箱式石楠（照穴式衝詣状．敷衡） 3． ，動（～10故由浮く） 【山1 ･〈3）

02 66 f』皇氏勘F1 2壁ｲ左ifjL弍息 寺山c主体 Scｷミ 上域： 之。 （重)L

03 66 厘重底も『↑ "変(左Iwl式 寺山d主体 一一Sc節I葉 雨工に．ff＃向 五1 ・ 〈工)1－

04 67 I産苫も耐 .雀1左rfI 極地
ー

&刀C 諭〆七石杭（錘六1℃二両瓶1k） Bゞ肱体 1 ．(動（2己左〉 曲1 ． （⑤《雌迩§》



ｌ
Ｐ
ｍ
ｌ

＊ ・空欄はいずれも以下の年度に（財）広島県教育事業団事務局埋蔵文化財調査室が中国横断自動車道尾道松江線建設事業に伴って発掘調査を実施した。
平成18年度=NO4．31．32,平成19年度=NQ6～8･30．34･42,平成20年度=NQ36．48。

＊＊ ・出土人骨の年齢＝小児； 6～15才，成年； 16～20才，壮年；20～39才，熟年；40～59才
（谷畑美帆・鈴木隆雄「考古学のための古人骨調査マニュアル」学生社2004年， による｡）

＊＊＊・玉類の石材の記号=A1 :硬玉,A2:蒻翠, B:璃瑠, C:碧玉, D:ガラス, E1 :凝灰岩, E2:緑色凝灰岩, E3:珪質凝灰岩, F:水晶,G:琉珀,H:滑石, I : =t,
J :流紋岩, K:蛇紋岩, X:不明。なお，石材の記号のあとの数字及び鉄器の最初の数字は出土点数を示す。
・出土位置＝①：頭部周辺，②：胴部周辺，③足部周辺，④棺内，⑤棺外・棺上など棺外部周辺，⑥出土位置不明，⑦撹乱・原位置移動が確認されるもの（①～③は頭部から
見て左半を「L｣，右半を「R」 とする)。なお，出土位置の記号の下に－があるものは床面直上（0～10cm上位）遺物，下線がないものは10cm以上浮いて出土したもの。

胸．
文献
＊
所鼎王 士也 古墳名 日寺 期

土皿 葬 力伍 酸

内 容 名称
Hf＋・人骨＊＊

玉 知＊＊＊

勾ヨヱ 管玉 臼ヨ王 垂玉 "j， 玉 その+也

鯉エ

刀子

具＊＊＊

鉄蝉

1〔)5 6鳶 j』 ,副『肘 砦1塩1打I又： 宮ll9Z 6rI1II ･ドーIIl蛾 爾万に二面行『 ○ C1 ． 〔r） C2． 〔Z） 】 －（”

106 偏り I J紡市 《愛ｲ雄南L狸 空昼1 Sc嬢｡I公 I隈プく系+衝1 1』恒ら口秀亙 D11 ． （塾)侭

1〔)7 7〔） I J鋪市 <変ｲ左i制 空昼全 5ビル4～6心ヤ〃 輸寡に易画材了 2・虹LL， 1 . 1副‘I． IiIIZ ・a)1．／鰹)R
1（DR 71 堕 Jfも市 垂｛主i判I茎邑 空昼4 S心維､1名 卿甚f,､く系1黄1 1主に2画諸富 1 ･煙)庇

1《)⑨ 7Z 唾 藤間『1丁 ｡空f生1打I式 大田丁-ヒプL谷 scヤ〃Uri 士1九（害ﾘ1寸脈多オ＜打了） 】 。⑤R

110 73 肱 翻り術 去仏郭上I天 大明士也1 f1c氷～5c初 上』九（:木ｷ禰〉 E】 1 ．聾 D81 ・聖

111 73 哩言島市 f壁f左ふ化Iざ 大明土也Z SCM,lヘ _化』九（参仁作『） 1号主体部 2・亜（⑩ 曲1 ． （芯） （煙）

11Z 7‘I 』 廟,市 左(左ふ化l変 通jII1 Sc 秤i二七1郭（濟Ijﾔｫ杉房代棺） D2． （X)～鰹）

113 75 肱 島『Iヴ 変｛冷刹上区 中"』､田1 ｡l 唾確､'ぬ t誤クセ薮に衝き稜《オ逗棺） 八’2 ． 1狸
F1 ・ 〔｣＆

c糸勺3o・堅』
算盤盃ZF5．

f正
11△1 76 哩 酷『I『 安(左夛化豚： 中"j,田全 局亡催､l灸 騏六方に画家（臨床・木抓） 1 。 （S)L 3． <5｣I． （曲Z・摘1）

115

116

一~

ff

78

ノ

唾

島『肘

島市

麦仏弐ｮ化膵：

安佐.I上l式

中〃』、田9

地躍壷山1

戸

&､C

5cO18峡～維半

輌誼迄石+何

I各2九（易ｲ竜怖）

鞆2牙箔式fim 1－1 “1 ． （⑤》 C2 ． （筐） D18。 （唾）

1.窟(右中央楠外上〉 曲1 ・5（《j‘;､央納外上）

117 79 幽 齢『術 安低 刈上区 真亀1 Sc 枠可 '二床十抑'↑すﾁ杉言水緬 2・皿

】】8 急〔》 座 艦ル市 安僧 訓上I冠 恵下1 5〔今 EIU唾〔 I呂坑（二椎村『〉
１
Ｊ
上
上
鯆
捕
Ｉ
く

ぷ
声
旬

い
＄
⑪
】

グ
巳
、
一

Ｂ
八

C1 . 1富ﾄ （楠上）
D1 ．s！ （棺上）

D159． '5（楠上〉
H24．吋' （楠上）

曲1 ．（5） 《#宵上方》

119 8， リ 勘『悔 安侶 斗上 恵下之 Scf盤斗と _'二城（蝿畔ミ ・木村可） H139． （ぬ 曲1 ．(5) 《ｲ官上方〉

1ZO 81 I 島市 安偲 易化I天 弓ムセ主Z 5仁機盤～6c刑陰 唾Lｷﾐ＋害ﾘｬｫ杉オ竜*術 卜19 ．の D1731 ・虹） 価1 ． （6）
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Vまとめ

権現第1～3号古墳は，三次市中央部の江の川水系馬洗川北岸に位置する。狭小な谷平野を望

む北から南に延びた低丘陵上に立地する。今回発掘調査した3基の古墳は丘陵先端側に36～50m

の間隔で築かれた径13m,高さ2m(第1号古墳),径20m,高さ3m(第2号古墳） といった規

模の大きな円墳と径10m程度の不明確な墳丘の第3号古墳からなる。なお，権現古墳群は計8基

の古墳からなり，所在が不明な第7号古墳を除く4基が第1～3号古墳の北側（丘陵尾根の基部

側）に位置している。以下においては，立地・墳丘・埋葬施設・副葬品について個別に検討し，

県内例との比較を通して，本古墳群の性格や築造年代などについて若干の考察を加えたい。なお，

以下における分析では県内の主な前・中期古墳との比較検討のうち，立地や埋葬施設の主軸方位・

尾根線との関係・墳形・墳丘規模については第4表にみられる古墳・埋葬施設例との， また副葬

品の分析に関しては，第5表に明らかなように，平成21年2月現在筆者の把握できた玉類・刀子・

鎌を出土した古墳・埋葬施設例とのそれぞれ比較検討によっている。第4表と第5表に記載した

古墳･埋葬施設は8， 9割方一致しているが，多少の出入りがある。第4表は計166基の古墳（計

197基の埋葬施設)，第5表は計148基の古墳（計165基の埋葬施設）を記載している。両表ともに

記載されている古墳は計138基（埋葬施設は計155基）で，逆に第4表のみに記載された古墳は計

28基（埋葬施設は計42基）で，第5表のみに記載された古墳は計10基（埋葬施設計10基）である。

各表においては，基本的に備後北部（三次市・庄原市など)，備後南部（福山市・府中市など)，

安芸北部（安芸高田市・北広島町など)，安芸南部（広島市･東広島市など）の順に並べているが，

本来安芸南部に入るべき三原市本郷町は備後南部に含めている。

（1）立地古墳群が立地する丘陵の東西両側には細長い谷が南側から入り込んでおり，南側前

面には400m四方の平野部が広がる。本古墳群は馬洗川北岸，国兼川西岸の丘陵地帯中央の盆地

状に広がる狭小な平野部を南に望み，周囲の丘陵上には多くの古墳が存在する。西～北側の丘陵

には四拾貫古墳群・上四拾貫古墳群が，南西側の馬洗川北岸に沿う丘陵には弥生時代中期の四隅

突出型墳丘墓群の陣山遺跡や陣山古墳群，国兼川を挟んだ南東方向には比較的広い向江田の平野

を前面に望む丘陵上に箱山古墳群・宮の本古墳群などの有数な古墳群や寺町廃寺跡・上山手廃寺

跡といった古代寺院跡が存在し，古墳時代から古代にかけて馬洗川北岸一帯の四拾貫・向江田・

和知町域にいくつかの有力者層の存在が窺える地域である。

権現古墳群が立地する丘陵は周辺の平野部からの比高20m程度の低位な丘陵で，その頂部の丘

陵端部付近に第1号古墳，その50m北側に最大規模の第2号古墳，その36m北側に第3号古墳が

位置する。第3号古墳の東側に隣接して第4号古墳，第3号古墳の北55～70mに第5･ 6号古墳，

同じく北90mには第8号古墳が存在する。丘陵頂部に数10mの間隔をおいていずれも円墳が築か
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れている。未調査の第4～6． 8号古墳は径7～12m程度の円墳と考えられており，今回発掘調

査を実施した3基のうち，丘陵南端側の第1 ． 2号古墳が規模としては大きい。

県内例の前・中期古墳では，周辺の平野部からの比高が10～40mの比較的低位あるいは50～60

mとやや高位の丘陵上に立地するものが多い。権現古墳群がある備後北部地域では比高10～30m

と40～50mが中心で， この傾向は安芸南部と似ている。一方，備後南部は比高10～30mの低丘陵

上に立地するものが多く，比高40m以上の比較的高位の丘陵上に立地するものは殆どない。安芸

北部ではこの備後南部と比較的似た傾向を示しており，比高20～40mの備後南部に較べると全体

に高位傾向ではあるものの， この地域としては低位の丘陵上に立地するものが殆どで，比高30m

を越す高位の丘陵に立地するものは少ない。

これらの古墳の多くは丘陵端部にあるものを含めて丘陵頂部付近に丘陵尾根線に沿って列状に

造られている。一部には，丘陵頂部から斜面側の傾斜変換点付近に立地するものもみられるが，

強く傾斜する斜面上に立地する古墳は殆どみられない。

（2）墳丘の構造3基とも周溝や墳丘裾の列石，墳丘斜面の葺石などの外表施設を一切もたな

い。第1 ． 2号古墳は盛土のみで墳丘を形成しており，第3号古墳は盛土の存在も明確でない。

第1号古墳は厚さ90cm,第2号古墳は厚さ156cmの盛土（いずれも最大値）を行っており，いずれ

も丘陵頂部に周囲を削り落として墳丘の基盤面を形成するとともに盛土に用いる土を確保してい

る。そして， この墳丘の基盤の上に盛土を行って墳丘を造成している。盛土に使われた土は3～

4種類の良質のものを選別しながら採取し，盛土に際しては墳丘の中心部や墳丘上方により良質

で色調的にも映える土を盛り，墳丘の下層や外周にはやや土質の劣る，色のくすんだ土を用いて

いる。第1号古墳と第2号古墳は盛土の仕方は似ているが，細かい点で差異がみられる。両古墳

とも旧表土上面を基盤とした上に盛土を行っているが，第1号古墳は基盤の中央に明黄褐色土を

基調とした盛土Ⅱを主体的に盛って径6.3m,高さ0.7mの小丘を造り，その小丘の墳丘外寄りに

土手状に盛士を行う。 こうしてできた小山状の核の上に淡黄褐色士の盛土Iを被覆する。一方，

第2号古墳では旧表土上面を基盤としてその上に淡黄褐色土の盛土Bを主体に6.8m×7.6m,高

さ0.6～0.7mの小山状の核を造り，盛土Bの小山の外側を被覆するように盛土Cを土手状に盛る。

こうしてできた墳丘の核の頂部の深さ0.6～0.9mほどの凹みに盛土Cに類似する盛土Dを入れて，

土手状盛土の頂部に高さが揃う水平な盛土面が形成される。その水平面の上に明黄褐色土の盛土

Aを被覆し， この作業と並行あるいは前後して埋葬施設の構築が行われる。このように，基盤の

上に周辺を削平して選別的に採取した黄褐色土系の土壌を盛って小山状の墳丘の核を形成し，そ

の外寄りに土手状の盛土を行うまでは同じだが，第2号古墳では墳丘の小山状の核の頂部にでき

た凹みに土を積んで水平な盛土面を形成するのに対して，第1号古墳では墳丘の核の頂部は水平

でなく丸みをもつ。 このことは，墳丘の小山状の核の凹み状の頂部にもう一段階の盛土を行って

水平面を造る工程が加わることで， より強固な埋葬施設の構築面が形成されることを示しており，

埋葬施設の数や規模，墳丘規模との関連もあるとみられる。 このような小山状の核とその周縁に
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土手状の盛土を造り，その頂部の凹みに盛土することで水平な盛土面を築きながら墳丘を形成す

る工法を青木敬氏は「西日本的工法」 と呼び，弥生時代の方形周溝墓以降，古墳時代前期を中心
（1）

に中期にかけて主にみられるとしている。

（3）埋葬施設第1号古墳は墳頂部が盗掘など後世の攪乱を大きく受けており，埋葬施設は検

出できなかった。第2号古墳の墳頂部で箱式石棺墓5基，第3号古墳の墳頂部で箱式石棺墓2基

を検出した。

①主軸方位第2号古墳の計5基の埋葬施設のうち，時期的に先行するSK1･4･5は主軸が

西北西一東南東あるいはほぼ東西方向を指し(N63｡W・N80｡W･N90｡W),後出的なSK

2．3は主軸がほぼ南北方向を指す(N9｡W･N8｡W)。前者はほぼ南北に延びる丘陵軸線に

対して埋葬施設の主軸が直交し，後者は平行する。第3号古墳のSK1･2は主軸が北西一南東

あるいは北北西一南南東方向を指し(N49｡W･N24｡W),丘陵軸線に対して斜交している。

広島県内の玉類・刀子・鎌を出土する古墳を主体とする計197基の前・中期古墳（4～6世紀前

半中心）の埋葬施設の例と比較検討を加える（第4表)。先ず，地域別にみていくと，備後北部で

は全体的に主軸方位はNO．～90｡Wを主体に，一部N60。～90｡Eに集まる。時期別では, 4

世紀代はN15°～49｡Wの範囲に納まり, 5世紀になるとNO。～90｡Wを主体にN50°～90.

Eにも部分的にみられるが，特にN40。～90｡W・N90｡E付近に集中する。 6世紀前半の古墳

はN60。～90｡WとN60。～90｡ E付近に比較的集まる。尾根線との関係は全体としては平行す

るものと直交するものがほぼ同数だが， 4世紀代は5基すべてが尾根線に平行で， 5世紀代には

両者がほぼ同数となる。 6世紀代は直交するものが増える。備後南部では全体的にはNO。～

90｡E,特にN25。～70｡E付近に重心があるものの，一定度NO．～90｡Wにも散在する。 4

世紀代はNO。～60｡Eにほぼ集中し, 5世紀代はNO．～90｡WとN25°～80｡Eに散在的に

みられる。 6世紀代前半は例数が殆どなく不明である。尾根線との関係は，全体としては平行す

るものと直交するものとがほぼ同数だが，尾根線に平行する墓坑の主軸方位はN20。～70｡Eに

集まるが,NO。～90｡Wにも散在的ながら一定度みられる。 これに対して，尾根線に直交する

ものはN30。～45｡E･N80。～90｡ Eに比較的集まる傾向がみられる。 4世紀代は尾根線に平

行するものが直交するものよりやや多いが比較的拮抗している。 5世紀代は両者がほぼ同数で，

6世紀前半は例数が少なく不明である。安芸北部は全体的にはN30°～90｡Eにほぼ納まる。 4

世紀代はNO．～40｡Eとやや北寄りの傾向を示し, 5世紀になるとN50。～90｡Eと南寄りに

なる。 6世紀前半には例数が少ないが,N30。～70｡Eの範囲に納まる。尾根線との関係では，

全体的には尾根線に直交するものが殆どで，平行するものはあまりみられない。 4世紀代と6世

紀代前半は例数が少なく明確ではないが， 5世紀代は直交するもの12基に対して平行するものは

1基にすぎない。安芸南部では全体としてはN30。～90｡ Eを主体に,NO。～90｡Wの範囲に

も散在的にみられる。特に尾根線に平行するものは全体としては分散的だが，直交するものはN

50。～90｡Eの範囲にほぼ納まる。 4世紀代はN36。～46｡W(北西一南東),N37｡E(北東一
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南西）の3基は尾根線に平行,N87｡WとN53。～90｡Eに集まる6基のうちの5基は尾根線に

直交するというはっきりした傾向が窺える。 5世紀代はN30。～90｡ Eを主体に,NO。～90.

Wにも散在的にみられる。 6世紀前半代にはN65。～90｡W･N65。～80｡ Eの西北西一東南東

あるいは東北東一西南西方向を示す。尾根線との関係では，全体としては平行するもの，直交す

るものと斜交するものがほぼ同数で，例数の少ない6世紀前半を除いて4世紀代・ 5世紀代と同

じ傾向が窺える。

以上をまとめてみると，埋葬施設の主軸方位の点では，時期を問わず，備後北部のみは北西一

南東方向を中心とした西寄りの方位(NO。～90｡W)を示すが，ほかの備後南部・安芸北部・

安芸南部の3地域では,北東一南西方向を中心とした東寄りの方位(NO。～90｡E)を示す。ま

た，尾根線と埋葬施設の主軸の関係では，時期・地域を問わず多くの場合，尾根線と平行するも

のと直交するものはほぼ同数であるが，一部例外もみられる。即ち， 4世紀代の備後北部・南部

は平行， 5世紀代の安芸北部では直交がそれぞれ主体的である。そのほかの4世紀代の安芸地域

（北部・南部)， 5世紀代の備後地域（北部・南部） ・安芸南部では平行・直交（安芸南部では斜

交を含めて）がほぼ同数である。なお，古墳時代に先行する弥生時代の墳墓では，備後地域では

墓坑の主軸が尾根線に直交あるいは斜交し，北西一南東方向を指すものが比較的多い。一方，安

芸地域では尾根線に直交するものが平行するものに較べて多く，墓坑の主軸は東西方向を指すも
（2）

のが主体であるという傾向が窺われている。

②構築面主として第2号古墳の埋葬施設について，その構築面を検討する。第2号古墳の埋葬

施設は墳頂部の径4mほどの範囲に構築されていた。主軸がほぼ東西方向を指す南西側のSK

1 ．4． 5の3基と主軸がほぼ南北方向を指す北東側のSK2･3の2基に分けられる。前者と

後者には石棺構築面に高低があり，それは構築時期という時間差を示していると考えられる。墳

頂部の中央に造られているSK1が規模的にも最大で，本古墳の初葬である。このSK1は墓坑

を伴わず，墳丘基盤から約80cmの高さの盛土面に石棺を構築し，石棺の構築と並行して周囲に更

なる盛土を行って墳丘を形成している。 SK1の南側に近接して造られたSK4． 5はこのSK

1の少なくとも小口石・側石上面まで盛土が行われたあと，その面から墓坑を掘り込んでその墓

坑内に石棺を構築したと考えられる。 SK4･5の小口石・側石上面の高低差は殆どないので，

両者は同一の盛土面を掘り込んで石棺を構築したと考えられる。 SK1の小口石・側石の上面は

SK4． 5のそれより低いので, SK1の蓋石を構架しその上に若干の盛土を被せたあと，その

盛土面から墓坑を掘り込んだ可能性が高く，両者の間には多少の時間差があるとみられる。いず

れにしろ, SK1 ･4･5の3基は主軸がほぼ等しく，頭位も同じ西側と推定されることから，

被葬者間に強い紐帯が窺われると同時に，埋葬時期は近接していると考えられる。一方， これら

の北東側に主軸を異にし並列的に構築されているSK2･3はSK1同様，墓坑をもたず，墳丘

基盤から約130cmの高さの盛土面に石棺を構築している。小口石・側石上面はSK1のそれより

13～16cm高いものの, SK2･3の石棺構築面はSK1の小口石・側石上面より10数cm低いとこ

ろにある。ただ，東西方向の土層断面図（第10図A－A′ ）にみられるように, SK2．3が構
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築されているあたりでは，墳頂部中央のSK1付近では比較的水平な10層の土盛りが西から東に

下傾しており， このことからSK2． 3がSK1上面に一定度の盛土による被覆がなされた後，

多少の時間差をおいて構築された可能性が考えられる。ただ，その時間差はそれほど大きなもの

ではなく, SK1の東小口を避けるように， これを破壊することなく石棺が構築されていること

から, SK1の存在を十分認識できる状況と時間差のなかで構築されたものと考えられる。 SK

2． 3はほぼ同一の盛土面に構築されていること，主軸をほぼ等しくすること，用いられている

石材の種類や形態，構築法が酷似することからも，同時かごく近接した時期に相次いで構築・埋

葬されたものと思われる。

③箱式石棺の構造（第2表） 盗掘を受けたSK1～3は蓋石を失い， さらにSK2･3は北小口

側の小口石・側石を倒されたり，抜き取られたりして，その原状を窺い知ることはできない。 S

K4･ 5は盗掘を免れており，蓋石以下すべての石材が残り，原状を保っている。

石棺の規模は, SK1が内法の長さ178cmと最も大きく，次いで現状の内法の長さが160cm程度

のSK2･3,長さ150cmのSK4が続き，小児墓とみられるSK5の長さは68cmである。石棺の

石材は, SK1の石材が最も大きく分厚い（石材の大きさの平均値は，長辺51.5cm×短辺43.3cm

×厚さ18.5cm)。次いで, SK2, SK4, SK3, SK5となる。石材の長辺と短辺の比はSK

1が最大で長方形度が最も高く，次いでSK2, SK3, SK4, SK5となる。また，石材の

扁平度〔石材の厚さ÷（長辺×短辺＝面積）の値〕は, SK3が最も高く （つまり分厚い),次い

でSK2, SK5, SK4, SK1となり，平面的には最も大きな石材を用いているSK1の石

材が，最も扁平な石材であることを表している。このことは，石材の平面的な大きさの平均値の

差（長辺で最大17. lcm,短辺で23.5cm)に較べて石材の厚さの平均値の差（最大8.2cm)が小さい

ことを示している。このような長方形・不整長方形を主とした板石をいずれの石棺も基本的には

縦長に用いており，石材を方形・横長に置くものは殆どみられない。ただ, SK5は頭位側両側

石などで主に石材を横長あるいは方形に配している。

小口部における石材の組み方（小口石と両側石の関係）は, SK2． 3の北小口（頭位側と推

定）が不明だが，頭位側小口はSK1 ．4がc類（小口石の角と両側石の角を合わせる組み方）

で, SK5はb類（頭位側に向かって左側の側石の面に小口石の側面を宛がい，右側は小口石の

角と側石の角を合わせる組み方）である。足位側はSK3．4がa類（小口石を両側石が挟み込

む組み方), SK1がb類, SK5がb′類(b類の左右逆で，小口側に向かって右側の側石の面

に小口石の側面を宛がい，左側石の角と小口石の角を合わせる組み方), SK2はc類である。即

ち, SK1は頭位側がc類，足位側がb類, SK4は頭位側がc類，足位側がa類, SK5は頭

位側がb類，足位側がb′類の組み方である。 SK2･3の足位側はc類とa類である。

SK1は第2号古墳の中心的な埋葬施設であり，用いられている石材や石棺規模も最も大きい

ことは既述のとおりだが，石棺の構築の仕方もほかの石棺と較べて優位性がみられる。石棺が墓

坑のなかに造られず，盛土面に周囲の盛土と並行して構築されたことはすでにみたとおりだが，

さらに

－53－



a石棺上面（小口石・側石上面）に灰白色粘土を幅広くめぐらせている。

b床に小円礫を敷いているが，小口石・側石側の礫床下にも灰白色粘土をめぐらせて，礫の安

定を図っている。

c蓋石や小口石・側石の内面にほぼ全面的にベンガラを塗布している可能性が高い。

などである。

第3号古墳の小型の箱式石棺墓についても，簡単に触れておく。いずれも盗掘により，蓋石と

北側の小口部分を失っており，南側小口部の小口石と両側石を中心とした検討に限定される。 2

基の石棺は1m程度の距離にほぼ主軸を揃えて構築されている。主軸はSK1が北西一南東方向，

SK2が北北西一南南東方向を指し，頭位はそれぞれ北西・北北西側と推定される。いずれも墓

坑を伴っており，墓坑底面に抜き取られた北側小口部分の石材の痕跡が残されていることから，

これらの石棺は内法の長さ1m程度の小型のものであることが分かる。残存する石材は，南側の

小口石と2～3枚ずつの両側石である。石材の大きさ （平均値）は，長辺が29.8～36cm,短辺が

21.8～22.9cm,厚さ16.3～17.2cmで，平面的にはSK1の石材は第2号古墳のSK4とSK2の

中間で， また石材の厚さは第2号古墳のSK1に次ぐ厚さである。よって，石材の扁平度は

1， 2番目に値が高い（つまり分厚い)。第2号古墳の石棺に較べて，第3号古墳の石棺は大きさ

のわりに分厚い石材が使われている。小口部における石材の組み方は両石棺ともに足位側が分か

るだけであるが，いずれも小口石を両側石が挟み込むa類である。石材の立て方は, SK1は小

口石・側石とも縦長に石材を置くが, SK2は小口石は縦長に用いているものの，側石は横長か

方形に置いている。

県内例の前・中期古墳の埋葬施設（第5表）では，玉類・刀子・鎌出土の埋葬施設を中心にみ

たところ，計165基の27.9％（46基）が箱式石棺， 20．0％（33基）が土坑に組合式木棺を納めたと

みられるもの， 15．8％（26基）が竪穴式石室で，以下，士坑（19基)，粘土榔など割竹形木棺を納

めたもの（28基)，石蓋土坑（8基）などである。権現古墳群が存在する備後北部地域（57基）で

は，箱式石棺（19基・33．3％）をはじめ，土坑（木棺) 12基，竪穴式石室9基，土坑8基，割竹

形木棺5基などが多い。ほかの地域でも似た傾向で，箱式石棺と土坑（木棺)，次いで割竹形木棺

や竪穴式石室が多く，ほかに土坑が一定数見られる。

（4）副葬品第2． 3号古墳の7基の埋葬施設で副葬品が出土したのは，第2号古墳のSK1

（直刃鎌1 .管玉1 .臼玉16), SK4 (刀子1 ･勾玉1 ･管玉2),第3号古墳のSK1 (刀子

1 ．勾玉1 ．棗玉26．臼玉20), SK2 (勾玉3･有孔楕円形石製品1 ･管玉21)の計4基である。

第2号古墳SK4の刀子は頭位側の棺外蓋石周辺に置かれていたものが棺内に落ち込んだもの

である可能性が高いが，ほかの遺物は着装品あるいは副葬品として棺内の被葬者の頭部周辺に

あったものと考えられる。これらは，小型の鉄器（農工具の直刃鎌・刀子） 1点と石製玉類（勾

玉・管玉・有孔楕円形石製品・棗玉・臼玉） 3～47点の組み合わせである（第3号古墳SK2は

玉類のみ)。玉類の組成は，管玉十臼玉（第2号古墳SK1),勾玉十管玉（第2号古墳SK4),
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勾玉十棗玉十臼玉（第3号SK1),勾玉十有孔楕円形石製品十管玉（第3号古墳SK2)とそれ

ぞれに異なる。第2号古墳のSK1 ・ SK4は勾玉・管玉が碧玉製で臼玉は凝灰岩製を主に一部

珪質凝灰岩製であるのに対して，第3号古墳SK1．2は勾玉・有孔楕円形石製品・管玉・棗玉・

臼玉といったすべての玉が珪質凝灰岩・凝灰岩製で，碧玉製は皆無である。

ここでは，広島県内の調査が行われた主要な前・中期の竪穴系埋葬施設をもつ古墳のうち，玉

類・刀子・鉄鎌を出土した計148基の古墳， 165基の埋葬施設（第5表）を対象に，各遺物の出土

位置や組成を中心に分析検討を加えたい。

玉類は11種類以上・7494点以上が出土し， 中でも勾玉・管玉・ガラス製小玉の出現頻度が高い。

刀子は130点，鉄鎌は48点（直刃鎌9点，曲刃鎌28点，摘鎌7点，不明4点）出土している。 1埋

葬施設あたりの出土点数は刀子が1～13点で， 1点出土が79基（81.4％） と大半を占める。鉄鎌

も1点出土が37基（82.2％） と多数を占め，複数出土例は直刃鎌2点出士例が2，曲刃鎌2点十

摘鎌1点出土例が1である。

①玉類県内例で玉類が出土した埋葬施設は計85基（古墳77基）で，形態的には勾玉（43基＝

26.1％・145点） ・管玉（51基＝30.9％・353点十α） ・臼玉（8基＝4.8％・452点） ・棗玉（6基＝

3.6％・57点） ・小玉（ガラス製49基＝29.7％・3946点十α，石製・土製13基＝7.9％・2507点十

α） ・算盤玉（7基＝4.2％・30点） ・丸玉（5基・ 19点） ・平玉(2基・3点) ･切子玉(1基･2

点） ・琉珀玉（1基・4点） ・有孔楕円形玉（1基・ 1点）が確認できる（今回の分析対象の埋葬

施設計165基に占める基数と比率。点数は各玉類の出土点数)。以下の分析では，出土埋葬施設が

多い勾玉・管玉・小玉（特にガラス製小玉） と権現古墳群で出土例のある臼玉・棗玉を主な対象

とする。

a 玉類が出土した埋葬施設85基の内訳は箱式石棺25基（29.4％，延べ53基)，竪穴式石室16基

（18.8％，延べ34基)，土坑（木棺） 14基（16.5％，延べ25基)，土坑10基（延べ28基)，土坑（割

竹形木棺） 9基（延べ20基)，粘土榔（割竹形木棺） 5基（延べ13基)，石蓋土坑3基（延べ5基)，

粘土榔（木棺） 2基（延べ7基)，竪穴系横口式石室1基（延べ1基）である。玉類の種類別では

埋葬施設の数は延べ186基となることから，埋葬施設1基あたり2～3種類の玉類を副葬してい

ることになる。いずれの形態の玉も，箱式石棺・竪穴式石室・土坑（木棺） ・土坑・土坑（割竹形

木棺）などの埋葬施設を中心に出土しており，特定の埋葬施設と結びつくものはない。ただ，勾

玉・管玉・小玉はほぼすべての埋葬施設から出土しているが， 臼玉は箱式石棺と木棺墓系の土坑

（木棺） ・土坑（割竹形木棺）などが主体で，竪穴式石室･石蓋土坑などは出土例がない。棗玉は

箱式石棺・土坑・石蓋土坑のみでほかの埋葬施設は出土例がない。また，埋葬施設の面からみて

みると，箱式石棺（9種類＝管玉17基・勾玉13基・ガラス製小玉10基・丸玉・棗玉・石製小玉・

算盤玉・有孔楕円形製品)，土坑（9種類＝管玉8基・ガラス製小玉7基・勾玉4基・棗玉・算盤

玉・臼玉・石製小玉・平玉・琉珀玉)，竪穴式石室（7種類＝ガラス製小玉10基・勾玉9基・管玉

9基・算盤玉・土製小玉・滑石製小玉・平玉・切子玉）などの埋葬施設では各種の玉類がほぼ平
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均的に出土しているが，そのほかの埋葬施設は勾玉・管玉・ガラス製小玉にほぼ限定される。

b玉類の出土位置玉類が出土した埋葬施設の数は85基だが， ここでは明確な出土位置が判明
（註）

しない29基を除いた56基（延べ数143基）の埋葬施設を対象に分析を行う。

（註） 「延べ数」 とは，玉の種類，石材，出土位置毎に数えた場合の埋葬施設の基数で， ここでは主に玉の種類

毎に数えた埋葬施設数を示す。

ここでは，玉類の出土位置を大きく次の9通りに分けて考える（刀子･鉄鎌も同様)。棺内は頭

部（①.①) ・胴部（②.②) ・足部（③．③）に3分割し，それぞれ床面直上（○，床面から10

cm未満の高さまで） と床面から10cm以上浮いて出土する場合（丸数字の下に下線がない）に分け

る。その他，正確な出土位置は分からないものの，棺内出土の場合（④)，棺の直上や棺外周辺の

場合（⑤)，そして出土位置が不明だったり （⑥)，撹乱などによって原位置を大きく移動してい

る場合（⑦）である。人骨の遺存，あるいは枕石・粘土枕の存在や棺構造・形態などによって頭

位が判明あるいは推測できる場合とできない場合がある。

先ず，棺内出土のうち，

（1）頭部付近頭部付近のほぼ同じ場所から玉類が集中して出土した例は17基ある。箱式石棺

8基，竪穴式石室・土坑（割竹形木棺）各3基，土坑（木棺） 2基，粘土榔（木棺） 1基で，玉

の組み合わせは，勾玉十管玉十αが6基（α＝ガラス製小玉2，棗玉・算盤玉・有孔楕円形製品

各1，ナシ1），勾玉十αが4基（α＝臼玉十棗玉，棗玉十丸玉，ガラス製小玉十石製小玉十算盤

玉，ガラス製小玉各1），管玉十ガラス製小玉3基，ガラス製小玉単独出土2基，管玉・石製小玉

各単独出士が1基ずつで，勾玉や管玉，ガラス製小玉を含む組成が基本である。石材別では，勾

玉が硬玉，砺瑠，珪質凝灰岩などが，管玉は碧玉が主である。そのほかの玉は滑石･碧玉･琉珀・

凝灰岩・珪質凝灰岩・水晶などを石材としている。

頭部～胴部付近で玉類が出土した埋葬施設は6基ある。ガラス製小玉を含む組成のものが主で，

勾玉十石製小玉（滑石)，管玉（碧玉）を伴うもの，ガラス製小玉のみのものがある。このほか，

勾玉（瑞瑠）＋管玉（碧玉･珪質凝灰岩)，勾玉（滑石）＋棗玉（滑石）がある。 これらの玉類は

右側壁寄りのほぼ同じ箇所で出土しているものが多いが，勾玉十棗玉例は勾玉が頭部付近の左側，

棗玉は頭部～胴部付近の中央部から左側壁寄りで出土している。埋葬施設は竪穴式石室3基，土

坑（木棺） ・粘土榔（木棺） ・石蓋土坑各1基である。

以上はその大半がほぼ同じ箇所で玉類が出土しているものだが，複数の位置で種類の異なる玉

類が出土する例もある。先ず，頭部付近と胴部付近から出土した例がある。いずれも勾玉十管玉

を含む組成で，東広島市・三シ城第1号古墳1号棺は頭部周辺から勾玉（流紋岩）が，胴部付近

から管玉（流紋岩・蛇紋岩）が出土した。同3号棺は頭部付近から勾玉・管玉・丸玉（1点）が，

左側の胴部付近からは丸玉（3点）が出土した（いずれも琉珀製)。福山市･赤羽古墳では頭部付

近（中央）から勾玉・管玉（13点） ・ガラス製小玉（5点）が，胴部付近（中央）からは管玉（2

点） ・ガラス製小玉（35点）が出土している。前2者は竪穴式石榔（箱式石棺)，後者は粘土榔
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（割竹形木棺）である。

頭部付近と足部付近の2か所から種類の異なる玉類が出土する例としては，広島市・池の内第

3号古墳と北広島町・金子第1号古墳，福山市・吹越第8号古墳がある。池の内例は土坑（割竹

形木棺）で，管玉・小玉（いずれもガラス製）が頭部付近の左側，勾玉（碧玉） ・臼玉（滑石）は

足部付近から出土した。金子例は石蓋土坑で，小玉（ガラス） と大半（10点）の管玉（碧玉）が

頭部付近から，管玉1点のみ足部付近左側から出土している。吹越例も石蓋土坑で，滑石製勾玉

が頭部周辺で，滑石製棗玉が足部周辺で出土している。また，福山市・城山第2号古墳（士坑）

では，ガラス製小玉が頭部付近と胴部～足部付近左側などから出土した。福山市・亀山第1号古

墳，同・国成古墳はいずれも粘土榔（割竹形木棺）で，それぞれ棺内の大きく3か所から玉類が

出土した。亀山例はガラス製小玉（22点）が頭部付近，瑞瑠製勾玉・管玉（凝灰岩・2点）は胴

部付近左側から，碧玉製と滑石製の勾玉各1点と滑石製小玉（699点）は足部付近中央からそれぞ

れ出土した。国成例は，管玉（碧玉） ・臼玉（滑石） ・小玉（ガラス）が頭部付近，勾玉（硬玉）

は胴部付近左側，丸玉（ガラス）は右側壁寄りの胴部～足部付近で出土した。 これらの例では，

勾玉は胴部・足部付近から出土し，頭部付近の出土例はない。管玉・ガラス製小玉は頭部付近か

らの出土が多いが、胴部付近や足部付近からの出土も一部にみられる。臼玉は頭部付近・足部付

近，滑石製小玉は足部付近，丸玉は胴部～足部付近から出土している。

（2）胴部付近胴部付近から玉類が出土した埋葬施設は10基ある。箱式石棺・竪穴式石室各3

基，土坑2基，土坑（木棺） ・土坑（割竹形木棺）各1基である。 7基はほぼ同じ箇所から玉類が

出土しているが，ほかの3基は胴部付近を含む2か所から種類の異なる玉類が出土している。後

者の広島市・城ノ下第1号古墳（士坑＝割竹形木棺）例のみ管玉が胴部付近中央，小玉は棺内出

土である。権現第2号古墳SK1 (箱式石棺）例と福山市・山の神第1号古墳2号主体（箱式石

棺）例は頭部～胴部付近と胴部付近の2か所から玉類が出土している。山の神例は管玉・ガラス

製小玉が頭部～胴部付近，勾玉は胴部付近から出土している。胴部付近のほぼ同じ箇所から玉類

が出土した7基については，勾玉（蒻翠）＋管玉（碧玉）＋ガラス製小玉，勾玉（硬玉・琉珀）

＋管玉（碧玉)，勾玉（凝灰岩）＋管玉（碧玉・凝灰岩・珪質凝灰岩)，管玉（不明）＋ガラス製

小玉及び勾玉（琉珀)，ガラス製小玉，土製小玉の単独出土各1基で，勾玉・管玉・ガラス製小玉

を基本にした組み合わせである。石材的には勾玉は硬玉・蒻翠・水晶・琉珀と様々だが，管玉は

大半が碧玉製である（三次市・寺津第2号古墳例は，碧玉製7点が主体で，凝灰岩・珪質凝灰岩

製各1点を含む)。

（3）足部付近棺内の足部付近から玉類が出土した埋葬施設は4基と少ない。箱式石棺2基，

竪穴式石室・石蓋土坑各1基で，玉類の組成は，勾玉（璃瑠・水晶）＋管玉（水晶）＋ガラス製

小玉，勾玉（滑石）＋棗玉（滑石)，管玉（碧玉）＋ガラス製小玉及びガラス製小玉の単独出土各

1基である。

（4）小口付近(頭部あるいは足部） 棺の小口部分のほぼ同じ場所からすべての玉類が出土した

ものの，頭位が不明で頭部か足部か不明なものが6基ある。勾玉を含む組成はない。管玉十ガラ
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ス製小玉十αが多く， α＝ナシ，算盤玉十平玉十切子玉，土製小玉十不明小玉の計3基，あとは

土製小玉，土製算盤玉の単独出土例が各1基である。土製玉（算盤玉・小玉）がやや目立つ。管

玉は碧玉製2，緑色凝灰岩製1で，ほかの玉は土製及び水晶製である。埋葬施設は竪穴式石室2

基，土坑（木棺） 2基，土坑1基，竪穴系横口式石室1基である。

（5）棺外棺外出土例は5基に過ぎない。土坑（木棺） ・士坑（割竹形木棺）各2基のほか，粘

土榔（割竹形木棺） 1基である。頭部側外部に付設された浅い掘り込みに鏡や刀子などとともに

一括して納められた例が1基あり，ほかの3基は木棺上からの出土である。広島市・恵下第1号

古墳は勾玉（蒻翠・砺瑞）＋管玉（碧玉・ガラス）＋小玉（ガラス・滑石）の組み合わせで，右

側の頭部～胴部付近と左側胴部付近の棺上に置かれていたものが棺内に落ち込んだ状況を示して

いる。残りは勾玉（璃瑞）＋管玉（碧玉）を副葬する1基とガラス製小玉単独出土の2基である。

このように，棺外から玉類が出土する例は少ないが，勾玉十管玉，それにガラス製小玉を含む組

み合わせが基本である点は棺内副葬例と同様である。

なお，玉類が出土した埋葬施設で人骨を検出した例は13基15体（男性・熟年1，男性・壮年3，
（3）

男性・年齢不明1，女性・壮年1，小児2，性別・年齢不詳7）で，男性骨が多い。埋葬施設は

箱式石棺が8基と大半を占める。

以上から，玉類の組成は棺内副葬・棺外副葬を問わず，勾玉・管玉・ガラス製小玉を基本とし

たものであり，玉の種類に拘らず棺内床面の頭部付近を中心に出土していることが分かる。頭部

付近（頭部あるいは足部，頭部～胴部なども含む）出土の例数が延べで，勾玉が19基／52基

（36.5％)，管玉が22基／58基（37.9％)，ガラス製小玉が24基／51基（47.1％）で， このほかの

石製．土製小玉， 臼玉，棗玉，算盤玉なども例数は少ないが頭部付近出土例が40～60％程度を占

める。胴部付近や足部付近の出土例や棺外出土例は10数％以下（10基未満） と少なく，玉の種類

も勾玉・管玉・小玉に限定される。

c玉類の材質県内例85基の埋葬施設から出土した玉類の材質は，報告書による限りでは硬

玉・蒻翠（両者はほぼ同一のものとして記載されている可能性が高いが，厳密には異なるものだ

と思われるので別扱いとする） ・璃瑠・碧玉・ガラス・凝灰岩・緑色凝灰岩・珪質凝灰岩（凝灰岩

以下の3者は滑石と同一視されている可能性が高く， また3者のなかでも混同があると思われる

が基本的には各報告の記述に従う） ・水晶・琉珀・滑石・土・流紋岩・蛇紋岩・材質不明と15通り

みられる。勾玉（延べ53基･145点）の材質は，瑞瑞10基･18点，硬玉8基･12点，碧玉8基･11

点，滑石7基・77点を主体に，水晶・琉珀・蒻翠・珪質凝灰岩・凝灰岩・流紋岩などがある。滑

石製勾玉が65点出土している福山市・亀山第1号古墳例を除けば，勾玉は1埋葬施設あたり1～

2点の副葬である。管玉（延べ60基・353点十α）の材質は大半が碧玉（35基・202点十α）で，

このほか凝灰岩・緑色凝灰岩・珪質凝灰岩・蛇紋岩・ガラス・土・流紋岩などである。小玉はガ

ラス（延べ52基・3946点十α）が大半を占め，ガラス製以外の小玉（延べ14基・2507点十α）の
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材質は滑石・土・碧玉・蛇紋岩などである。臼玉は延べ10基の埋葬施設から計452点出土している。

材質は滑石（6基･415点）が主体で，そのほかは凝灰岩･珪質凝灰岩のみである。棗玉は6基の

埋葬施設から計57点出土しており，材質的には琉珀・滑石・珪質凝灰岩などである。 この他の玉

では，算盤玉が水晶（42.9％)，丸玉は琉珀（60％） ・ガラス（40％）が主体である。

d玉類を含む副葬品の組成次に，玉類がどのような遺物組成のなかに位置付けられるかみて

いきたい。先ず，玉類が単独で出土する埋葬施設は26基ある。種類別の組み合わせでは，勾玉十

管玉十ガラス製小玉，管玉十ガラス製小玉，管玉のみ・ガラス製小玉のみの組み合わせが各3例，

勾玉十棗玉，小玉（土製ほか）のみの組み合わせが各2例などである。 これら玉類のみを副葬す

る埋葬施設は箱式石棺が10基（38.5％） と4割近くを占め，次いで土坑5基，土坑（木棺） ・石蓋

土坑各3基などが主体である。玉類の出土位置は棺内の頭部周辺を含むものが多い。なお，複数

の位置で出土した例が5例ある。

玉類十刀子のみの組合わせは，箱式石棺・士坑（木棺）各3基，土坑2基など10基の埋葬施設

から出土している。玉類の組み合わせは様々で，勾玉十管玉十ガラス製小玉が主体で， 臼玉・棗

玉が散見される。玉類の出土位置は頭部周辺，足部周辺の棺内小口付近が主である。玉類十鉄鎌

のみの出土例は3例で，いずれも滑石系石材の臼玉を含む。

次に， これら玉類のみ，玉類十刀子のみ，玉類十鉄鎌のみを副葬する例を除いた，玉類にほか

の副葬品が加わる組成について，簡単に触れておきたい。先ず，玉類のみに刀子・鉄鎌以外の副

葬品が加わる埋葬施設は計19基存在する。副葬品の内容は,鏡11例（57.9％)，鉄剣8例(42.1％)，

鉄嫉5例（36.3％)，鉄斧4例（21. 1％)，鉋・鉄刀・鉄槍・車輪石・銅釧である。鏡や鉄剣の出

現頻度が高く，特に鏡のみを単独で伴出する例が6例と目立つ点に注意したい。玉類十鏡の組み

合わせに何らかの有意性を考えておきたい。次に，玉類十刀子のみに鉄鎌以外の副葬品をもつ埋

葬施設は17基で，鉄鍼･鉄剣各7例（41.2％)，鉄刀6例（35.3％)，鏡･鉋各4例（23.5％)，釧

3例（鉄釧・銅釧・石釧各1），鉄斧・鋤先・毛抜き・銅鈴が加わる。玉類のみを含む副葬品の組

成に較べると鏡の比率がやや低いが，鉄剣・鉄鑑，それに鉄刀を主体にし， また鉋をはじめとす

る農工具も比較的多い。また，材質が異なるものの釧が3例みられる点も，鏡の存在とともに注

意しておきたい。玉類十鉄鎌のみに刀子以外の副葬品をもつ埋葬施設は5基と少なく，鉄剣2例

と釧2例（鉄釧・石釧）のほかは鏡・鉄刀・鉄鑛・鉄斧・鉋・鋤先である。例数は少ないものの，

鉄剣などの武器，農工具そして鏡・釧と玉類を含む副葬品の組成に通有のものが一定度揃う。玉

類十刀子十鉄鎌の組合わせにそのほかの副葬品が加わる埋葬施設は4基と少ない。割竹形木棺を

納める埋葬施設が主体で，質量ともに副葬品が豊富な埋葬施設が含まれる。鉄剣・鉄刀・鉋・鑿

各3例をはじめ，鉄鍼・鉄鉾・鉄斧・鉄錐・短甲・鏡・鉄槍・鋤先・垂飾・盾・筒形銅器・竪櫛

などが加わる。
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②刀子

a 刀子の出土位置県内例97基132点の出土位置と出土状況について検討する。刀子の出土例

132点のうち，頭部付近から出土したものが29点，胴部付近が26点，足部付近が27点，出土位置は

特定できないが棺内から出土した例が22点，棺外出土例が22点，出土位置が特定できないものが

11点で，以下において検討するのは出土位置が特定できる棺内出士例77点と棺外出土例22点の計

99点である。先ず，棺内出土例のうち，頭部付近の床面直上で出土したものが19点，床面から一

定度(10cm以上）浮いた状態で出土したものが10点である。なお，次の7埋葬施設では複数の箇

所から刀子が出土しており，各箇所ごとに別々に検討を加えることにする。

・三次市・上四拾貫第6号古墳（足部3点／棺外1点）

・広島市・空長第2号古墳（頭部2点／足部1点）

・広島市・可部寺山第3号古墳（頭部1点／胴部1点）

・広島市・城ノ下第1号古墳（胴部1点／足部2点）

・安芸太田町・横路小谷第1号古墳第2主体部（頭部1点／足部1点）

・福山市・亀山第1号古墳（胴部5点／足部8点）

・福山市・国成古墳（頭部1点／棺外1点）

被葬者から見て左側に刀子を置くもの6埋葬施設7点，右側に置くもの9埋葬施設11点，後ろ

（小口）側に置くもの4埋葬施設6点，出土位置が明確にできないもの4埋葬施設4点である。

多くは埋葬施設の長軸に刀子を沿わせているが，刀子を頭部の後ろに置く例のなかに3埋葬施設

4点横向きに置く例がある（広島市・真亀第1号古墳，東広島市・蛇迫第2号古墳，府中市・山

ノ神第1号古墳2号主体の女性人骨)。切先の向きが分かる例は少ないが，足部側に向くもの，頭

部側に向くもの各2例である。同じ場所に刀子2点を置く例が5埋葬施設と多くみられるのも特

徴である。

棺内の胴部付近で刀子が出土した例は15埋葬施設20点ある。いずれも床面直上からの出土で，

胴部左側に刀子を置くもの9埋葬施設10点，右側に置くもの2埋葬施設2点でいずれも埋葬施設

の長軸に刀子を沿わせて置いている。切先の向きは不明のものが大半だが，足側を向くもの4埋

葬施設8点，頭側を向くもの2埋葬施設2点と足側を向く例がやや多い。 1点ずつの出土が大半

を占めるが，広島市・寺山遺跡c主体では2点の刀子を胴部左側に縦に並べており，福山市・亀

山第1号古墳では胴部右側に切先を足部方向に向けた刀子5点が束の状態で置かれていた。

被葬者の足部付近で刀子が出土したのは15埋葬施設27点である。出土位置は，足部の左側から

出土したのが3埋葬施設3点，足部中央付近から出土したのが6埋葬施設16点，足部右側から出

土したのが4埋葬施設4点である。刀子の向きは埋葬施設の長軸に沿って置かれている例が多い

が，足部中央から出土した中に横向きに置いた例が2埋葬施設9点（広島市・城ノ下第5号古墳，

福山市・亀山第1号古墳）ある。切先の向きが分かる例は4埋葬施設11点あり，埋葬施設の長軸

に沿って，切先が足部方向に向くもの2例，足部中央に横向きに置かれたもののうち，福山市・

亀山第1号古墳（8点）は左に，広島市・城ノ下第5号古墳（1点）例は右に切先が向く。 1点
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ずつの出土が多いが（9埋葬施設)， 2点（広島市・城ノ下第1号古墳） ・ 3点（三次市・上四拾

貫第6号古墳，広島市・寺山第3号古墳） ・8点（福山市・亀山第1号古墳） と同じ箇所での複数

出土例がやや多くみられる。

棺外から刀子が出土した例は22埋葬施設23点で，福山市・吹越第4号古墳（2点出土）を除く

といずれも1点ずつの出土で，複数出土例は少ない。出土位置は棺蓋上と棺外周縁とが考えられ

るが，後者が多い。なかでも，頭部周辺の棺外出土例が多くみられる。これらは頭部を覆う蓋石

（箱式石棺・石蓋土坑）の目貼り粘土内に入れ置く例を含め，左側棺外に刀子を置くものが4埋

葬施設4点，小口側棺外に刀子を置く例が4埋葬施設4点，右側棺外に刀子を置く例が2埋葬施

設2点である。計10埋葬施設10点で， 7例が刀子を横向きに， 3例が埋葬施設の長軸に沿わせて

刀子を置いている。切先の向きは不明のものが多いが，横向きのものは右側へ切先を向け，縦置

きのものは頭部側へ切先を向けるもの2例，足部側へ切先を向けるもの1例である。粘土目貼り

内に刀子を入れ込むもの（4例）は，頭部の左側と小口側に刀子を置く3例（いずれも箱式石棺）

がいずれも横向きに置くが，頭部の右側棺外の1例は埋葬施設の長軸に沿わせて置き，切先を頭

部側に向ける。胴部付近の棺外出土例は6埋葬施設7点ある。胴部中央付近から出土した3埋葬

施設4点は埋葬施設上面に置かれていたものと考えられる（広島市・弘住第3号古墳＝木蓋が想

定される竪穴式石室，同･須賀谷第2号古墳第2主体部＝土坑，福山市･吹越第4号古墳＝木棺)。

これらはいずれも埋葬施設の長軸に沿わせて刀子を縦向きに置いている（吹越例は2本並べて)。

切先は弘住例・須賀谷例が足部側を向く。左側棺外に刀子を置くものは3例みられるが，右側の

例はない。左側棺外に刀子を置くのは広島市・中小田第2号古墳（竪穴式石室)，庄原市・犬塚第

2号古墳（土坑)，福山市・国成古墳（粘土榔・割竹形木棺）で，いずれも棺の縁近くに棺の長軸

に沿わせて縦向きに刀子を置く。犬塚例では切先を頭部側に向けている。棺外の足部付近に刀子

を置く例は広島市・権地古墳（竪穴系箱式石棺）のみで，左側縁のすぐ外側に，縦向きに刀子を

置いている。

刀子を副葬する埋葬施設から人骨が出土した例は計12基13体で，その性別・年齢別内訳は，男

性・熟年4，男性・壮年4，男性・成年1，女性・壮～熟年1，女性・壮年1，性別不明・壮年

1，性別・年齢不明1で，大半が熟年～壮年の男性（8体・62％）で，女性骨は2体である。

以上のように，刀子は棺外よりも棺内，それも頭部付近に置かれることが多い。埋葬施設別で

は箱式石棺から出土することが多い（22基・22．7％）が，竪穴式石室（17基)，土坑（木棺， 20

基)，士坑（割竹形木棺， 13基)，土坑（9基)，粘土櫛（割竹形木棺， 10基）などからも出土して

いる。

b 刀子を含む副葬品の組成刀子のみが出土する例は17埋葬施設19点で，棺内の頭部付近に刀

子を置く例が7埋葬施設7点と多い。胴部の左側に縦向きに刀子を置く例が3埋葬施設4点，足

部に置く場合が3埋葬施設3点，棺外に刀子を置く例は3埋葬施設3点で， このほか棺内出土例

が1埋葬施設2点ある。刀子十玉類のみ副葬する例は10埋葬施設10点で，棺内頭部付近から主に

出土し（4例)， このほか棺内胴部付近，同足部付近，棺外などである。これら刀子と玉類の出土
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位置の関連性は，頭部付近から刀子が出土した権現第2号古墳SK4,同第3号古墳SK1,胴

部から刀子が出土した三次市・植松第1号古墳，同・寺津第2号古墳，足部付近から刀子が出土

した庄原市・馬立第2号古墳ではいずれも刀子の出土位置付近から玉類も出土しており，刀子と

玉類のみを副葬する埋葬施設では，同じ場所に刀子と玉類が置かれていることが多い。刀子と鉄

鎌のみが副葬される例は3例あり，曲刃鎌を伴うことが多い。

次に，上記のように刀子のみ，刀子十鉄鎌のみを副葬する例を除いた，刀子にほかの副葬品が

加わる組成について，簡単に検討を加えておきたい（刀子十玉類のみ，刀子十玉類十鉄鎌のみに

ほかの副葬品が加わる例については玉類の項で既述)。先ず,刀子のみに玉類･鉄鎌以外の副葬品

が伴出する埋葬施設は28基あるが，鉄鑛13例（46.4％)，鉄剣9例（32.1％)，鉄刀6例（21.4％)，

鉋5例（17.9％）が主で，ほかに銅鏡・鉄斧・鋤（鍬）先・竪櫛がある。刀子十鎌のみに玉類以

外の副葬品を伴出する埋葬施設は13基あり，鉄錐が10例（76.9％） と大半を占め， このほか鋤

（鍬）先5例（45.5％)，鉄刀4例（36.4％）が主で， このほかに鉄剣・鉄斧・鉋・砥石・竪櫛が

ある。農工具や砥石が比較的多くみられる。

③鉄鎌

a 鉄鎌の出土状況と位置県内例43埋葬施設49点の鉄鎌（直刃鎌9 ．曲刃鎌28．摘鎌7 ．不明

4）のうち，その出土位置が把握できる棺内及び棺外出土例38例について，その出土位置と出土

状況を検討する。棺内の頭部側から出土した鎌8点，胴部付近から出土した鎌5点，足部付近か

ら出土した鎌6点，そして棺外・棺上から出土した鎌19点である。なお，大半は1点ずつの出土

だが， 5埋葬施設では複数（2～3点）の鎌が出土している。広島市・空長第2号古墳では頭部

と胴部付近から曲刃鎌各1点が出土し，同・中小田第2号古墳では棺外の同じ場所から曲刃鎌2

点と摘鎌1点の形態の異なる鎌が出土している。また，福山市・亀山第1号古墳では棺内の足部

から曲刃鎌2点が出土した。三次市・宮の本第25号古墳では箱式石棺の内外から計2点の直刃鎌

が，同・大番奥池第2号古墳SK1 (木棺墓）では棺外側辺から曲刃鎌2点が出土した。

棺内の頭部付近から出土した8点の鎌はいずれも床面直上から出土したもので，直刃鎌と曲刃

鎌が各3点，摘鎌2点である。埋葬施設別では，箱式石棺4例，土坑（木棺） 2例などである。

出土位置は頭部の左側に置くもの3例，頭部後ろの小口側に置くものl例，頭部の右側に置くも

の4例などである。頭部付近に置かれた鎌に特徴的なのは，鎌を埋葬施設の長軸に直交させて横

向きに置く例が5例と多くみられる点で，ほかの5例は埋葬施設の長軸に沿わせて縦向きに置い

ている。鎌の切先の方向が分かる例は少ないが，判明した2例では，横向きのものは右側，縦向

きのものは足側に切先を向けていた。土坑から熟年・男性の人骨がみつかった福山市・城山第4

号古墳では，被葬者の頭部右後ろ隅の床面で横向きにした直刃鎌1点が出土した。

棺内の胴部付近に鎌を置くものは4埋葬施設4点とやや少ない。直刃鎌と曲刃鎌各2点で，胴

部左側に鎌を置くものと右側に置<もの各2例で，いずれも縦向きに置き， うち2例は切先を頭

部側に向けていた。埋葬施設としては，箱式石棺3基・竪穴式石室1基から出土した。
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棺内の足部付近に鎌を置くものは5埋葬施設6点で，亀山第1号古墳例を除いて1点ずつの出

土である（直刃鎌1点・曲刃鎌5点)。埋葬施設は箱式石棺3例と土坑（割竹形木棺） ・粘土榔

（割竹形木棺）である。出土位置は，足部の左側に鎌を置<もの3埋葬施設3点，足部中央に置

くもの1埋葬施設2点などで，被葬者の足部右側に鎌を置いたものはみられない。亀山例を除く

5点はいずれも縦向きで，切先が足部側を向くもの2例である。

棺外に鎌を置く例が17埋葬施設20点と最も多い。形態別では，直刃鎌2，曲刃鎌15,摘鎌3で，

中小田第2号古墳例（曲刃鎌2 ．摘鎌1）以外はいずれも各1点の出土である。埋葬施設として

は，土坑（木棺）が8基と大半を占め，ほかに竪穴式石室3基，箱式石棺2基，石蓋士坑・土坑

（割竹形木棺） ・土坑各1基がある。出土位置は，大半が木棺外の縁辺付近に置かれたもので，明

らかに棺の直上に置かれたと考えられるものは少ない。ただ，東広島市・金口第2号古墳出土例

（摘鎌）は石蓋士坑の頭部側の蓋石直上で出土しており， このほか棺蓋の縁辺部付近の上面に置

かれたと思われる例が2， 3存在する。被葬者から見て左側の木棺外で出土したものが多く，右

側から出土したものは5点，足元の小口部から出土したものl点で，頭部側の小口部から出土し

たものは皆無である。被葬者の左側棺外に置かれたものの内，頭部付近のもの4埋葬施設4点

（曲刃鎌2，直刃鎌・摘鎌各1），胴部付近のもの2埋葬施設4点（曲刃鎌3 .摘鎌1)，足部付

近のもの1埋葬施設1点（曲刃鎌）である。右側棺外から出土したものは，頭部付近のもの4点

（曲刃鎌3．摘鎌1），胴部付近のもの1点（曲刃鎌）で，足元中央の棺外で出土した1点は曲刃

鎌である。鎌の向きは横向きが5埋葬施設5点（切先は内向き2.外向き2．不明1），縦向きの

もの7埋葬施設10点（切先は頭部側3 ．足部側1 ．不明4)，不明のもの5埋葬施設5点である。

鎌全体で見てみると，埋葬施設別では箱式石棺13基（直刃鎌6．曲刃鎌7．摘鎌1 ．不明鎌1）

と土坑（木棺） 12基（曲刃鎌10･摘鎌2）が主体的で，次いで竪穴式石室（直刃鎌1．曲刃鎌4．

摘鎌1），土坑（直刃鎌2．曲刃鎌1 ．摘鎌1），土坑（割竹形木棺） （曲刃鎌3．摘鎌1）が各4

基， このほか粘土榔（割竹形木棺） 3基（曲刃鎌2．摘鎌1），石蓋士坑2基（曲刃鎌・摘鎌各

1），粘土榔（木棺） 1基（不明鎌）がある。また，出土位置別に埋葬施設をみてみると，棺内床

面出土例では箱式石棺が多いのに対して，棺外出土例は土坑（木棺）や竪穴式石室が多く，箱式

石棺は3基と少ない。また，鎌の形態別では直刃鎌は棺内床面出土例が9点中7点と多く （頭部

付近3点，胴部付近2点，足部付近・不明各1点)，棺外出土例は2点である。埋葬施設別では，

箱式石棺5基6点（礫床のもの4基）が主で，ほかに士坑・竪穴式石室から出土している。 28点

と最も多く出土している曲刃鎌は出土位置の点では棺外15点，棺内床面9点（頭部3点・胴部2

点・足部4点） とどの箇所からも出土しているが，ほかの形態の鎌との比較でいえば，棺外での

出現比率が高い。特に，土坑（木棺）では棺蓋上に置かれる例が8点と多い。また， 曲刃鎌は士

坑（木棺） （9基・10点）や箱式石棺（6基・7点）から主に出土しており，竪穴式石室・土坑な

どからはあまり出土していない。摘鎌は計7点の出土で，棺内2点（いずれも頭部付近)，棺外3

点（頭部付近2＝蓋石・木蓋上面，胴部左側棺外1） と棺内・棺外を問わず頭部付近から出土し

ている。土坑（木棺） ・竪穴式石室・粘土榔（割竹形木棺） ・土坑・石蓋士坑などの埋葬施設から
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出土しているが，箱式石棺からは出土していない。

b鉄鎌を含む副葬品の組成次に，鎌を含む副葬品の組成について検討したい。鎌が単独で出

土する例は4例で，曲刃鎌1 ．摘鎌2の棺内副葬例1 ．棺外副葬例2及び直刃鎌の棺内・棺外副

葬例各1である。鎌十玉類のみ副葬するものは3例ある。埋葬施設・鎌の形態ともに様々だが，

棺内・棺外とも頭部付近に横向きに置かれている。伴出する玉類は滑石系石材（滑石・凝灰岩な

ど）の臼玉を特徴的に伴う。鎌と玉類は刀子と玉類のように必ずしも同じ場所から出土せず，棺

内床面の頭部付近から直刃鎌，胴部右側から玉類が出土した権現第2号古墳SK1例は比較的出

土位置が近いが，広島市・恵下第2号古墳例では玉類は棺内であるのに対して，鎌は頭部付近左

側棺外から出土している。次に，鎌のみを副葬する例を除いた，鎌に他の副葬品が加わる埋葬施

設の副葬品の内容について述べたい（鎌十玉類のみ，鎌十刀子のみ，鎌十玉類十刀子のみに他の

副葬品が加わる例については,玉類･刀子の項で既述)。鎌のみに玉類十刀子以外の副葬遺物を伴

出する埋葬施設は11基ある。鉄斧6例，鉄鑑4例，鉋・鉄剣各3例，鉄刀2例と，鉄斧・鉋など

の農工具や鉄鍼・鉄剣・鉄刀の武器類が目立つ。

以上の県内例の前・中期古墳における玉類・刀子・鉄鎌を中心とした副葬品の分析結果から権

現第2 ．3号古墳の計4基の埋葬施設（いずれも箱式石棺）の副葬内容について検討を加えてみ

たい。

権現例の副葬内容の特徴は，小型農工具（直刃鎌・刀子）＋玉類の組み合わせが基本である点

である。玉類は第2号古墳のSK1･4では碧玉製の勾玉・管玉と凝灰岩系石材の臼玉，第3号

古墳の小型の箱式石棺(SK1 ． 2)はすべて凝灰岩系石材の勾玉・管玉・有孔楕円形製品・棗

玉・臼玉である。第3号古墳のSK2のみは玉類だけで，ほかの3基はいずれも農工具1点を伴

う。ここで注意したいのは，

①農工具十玉類，玉類のみの副葬内容であること。

②農工具は直刃鎌あるいは刀子各1点で，いずれもかなり小型であること。

③玉類（勾玉・管玉）の石材が第2号古墳では碧玉であるのに対して，第3号古墳では凝灰岩系

石材であること。

④玉類には臼玉・棗玉といった出士例が比較的少ない玉を含むこと。

などである。先ず①については，直刃鎌十玉類のみの副葬例はほかにない。曲刃鎌・摘鎌と玉類

のみの副葬例は各1例あるが，権現例を含めて鎌十玉類の組み合わせでは，いずれも臼玉（滑石・

凝灰岩製）を伴う点に注意したい。また，直刃鎌に伴出する副葬品としては鉋・鉄斧といった鉄

製工具が多い。その一方で，玉類を伴出するのは海田町・上安井古墳例（管玉十ガラス製小玉）

のみである。次に，刀子十玉類のみの副葬例も9例とそれほど多くない。玉類のみの副葬例は24

例と比較的多い。権現例（第3号古墳SK2)は凝灰岩系石材の勾玉・管玉を主とする組成で，

勾玉は大小三つの形態のものがあり，管玉は長さは0.75～2.9cmと様々だが,径は0.3～0.5cmとほ

－64－



ぼ一定で， このような長さにばらつきが大きくても径が一定である管玉は「規格性」を備えたも
（‘1）

ので，被葬者の着装品の可能性が高いとされる。②については，先ず直刃鎌の出土例そのものが

権現例を入れても計9点と少なく，しかも権現例の長さ6.7cm,"1.75cm,城山第4号古墳例の長

さ7.4cm,幅2.9cmを除けば，長さ10～15cm, IE2～4.3cmと大型である。直刃鎌を副葬する県内例

の埋葬施設の時期はほぼ5世紀代だが海田町・上安井古墳例のみ4世紀代である。直刃鎌から曲
（5）

刃鎌に変換するのは5世紀前葉だが，直刃鎌は5世紀代を通じて残るとされる。刀子の出土例は

132点と多いが，権現例の長さ5.55～6.8cm+q,幅1．1～1.2cmはかなり小型の部類に入ろう。こ

れらの小型の農工具についてはその実用性が疑われることから，その副葬については， 臼玉や棗
（6）

玉の伴出を含めて葬送儀礼との関わりが考えられる。③については，第2号古墳では勾玉・管玉

＝碧玉製， 臼玉＝凝灰岩・珪質凝灰岩製で，第3号古墳ではすべての玉類（勾玉・有孔楕円形製

品・管玉・棗玉・臼玉）＝珪質凝灰岩・凝灰岩製と明確に使い分けがなされている。凝灰岩・珪

質凝灰岩はそれぞれ軟質と硬質，色調も灰黒色など黒っぽいものを主体に一部に灰白色など白っ

ぽい色調のものもある。この凝灰岩・珪質凝灰岩は見た目や材質が滑石に類似しており，滑石製

玉類と同様の使われ方をした可能性が高い。滑石製玉類については，着装品と同時に祭祀具とし
（7）

ての機能が考えられている。 この副葬に際して祭祀性が付与されたとみられるのは臼玉や棗玉に

ついて特にいえる。この解釈に沿えば，第2号古墳SK1や第3号古墳SK1･2,特に後者は

祭祀性の強い副葬内容と言えよう。第3号古墳SK2における小型で扁平な勾玉や有孔楕円形石

製品の出土も副葬品の祭祀性を跡付けるものと考えられる。

④の臼玉と棗玉といった比較的広島県では出土例の少ない種類の玉を組成に含む点については，

県内例で臼玉（452点）を副葬品に含む埋葬施設は8例で，箱式石棺・土坑（木棺） ・土坑（割竹

形木棺） ・粘土榔（割竹形木棺） ・土坑である。棺内の主に頭部周辺に副葬されている（6例)。石

材は権現例を除けばすべて滑石製である。臼玉を含む副葬品の組成は，玉類のみの1例（勾玉十

管玉十小玉）を除けば玉類十鎌（直刃1 ．曲刃1 ．摘鎌2） 4例，玉類十刀子・玉類十刀子十鎌・

玉類十鏡各1例で，玉類十農工具（鎌・刀子）を伴うことが多い。これらの臼玉を副葬する県内
（8）

例の埋葬施設の年代はいずれも5世紀代である。また，権現例の臼玉は篠原祐一氏分類のA･B

類にあたり，側面に稜がみられるA類が4世紀後葉～5世紀前葉，側面が膨らみをもつものの稜

がみられないB類は5世紀初葉～後葉とされている。これに従えば，稜が比較的しっかりしたも

のを含む権現第2号古墳SK1出土の臼玉が古く，稜があまり明確でないものが主体を占める第

3号古墳SK1の臼玉が若干後出的ということになろう。

棗玉（57点）を副葬する県内例の埋葬施設は6例で，箱式石棺3基をはじめ，土坑・石蓋土坑

である。棺内の頭部周辺から出土するものが4例で，棺外出土例はない。石材は権現例以外は琉

珀・滑石などである。棗玉を含む副葬品の組成は，東広島市・三シ城第1号古墳（2号棺・ 3号

棺）例が刀子のほかに鉄刀・鉄剣・鉄鉾・鉄鐡などの武器，竪櫛・銅釧などの装身具といった質

量ともに豊富な内容であるのを除けば，玉類（勾玉・管玉・ガラス製小玉・臼玉・算盤玉・平玉）

＋刀子や玉類のみ（滑石製の勾玉） といった比較的貧弱な副葬内容である。 これら県内例の棗玉
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を副葬する埋葬施設の時期はほぼ5世紀代とされている。また，小林行雄氏は，棗玉は4世紀後
（9）

半～5世紀代の古墳に副葬されるとしている。

以上から，

（1）権現第2号古墳及びやや変容した形ではあるが第1号古墳において，墳丘構築技術の面で

小丘と土手状盛土による「西日本的工法」の採用がみられる。この工法は古墳時代前期を中心に

中期にかけて行われたとされている。また， この墳丘構造の類似性から第2号古墳と第1号古墳

の築造時期は比較的近接するが，第2号古墳がいくらか先行するとみられる。

（2）第2． 3号古墳における埋葬施設はいずれも箱式石棺である。第2号古墳では埋葬施設の

主軸がほぼ東西方向を指す3基と南北方向を指す2基との間に時期差がみられ，後出的な後者は

第3号古墳の2基の小型の箱式石棺と主軸方位が近いことから，構築時期も近接すると考えられ

る。このことは，副葬品の臼玉にみられる時期差からも言える。

（3）第2号古墳SK1とSK4,第3号古墳SK1とSK2では小型農工具（鎌・刀子)+玉

類を基本とした副葬内容である。いずれも被葬者の頭部付近を中心に副葬しており，直刃鎌と刀

子はいずれも長さ10cm未満の実用品とはみなし難いミニチュア品である。また，玉類については，

ひとつに第2号古墳の勾玉・管玉は碧玉製であるのに対して，第3号古墳の玉類と第2号古墳の

臼玉は滑石に似た灰黒色などの凝灰岩系石材製であること， もうひとつは玉類の組成に臼玉・棗

玉や扁平な小型勾玉，有孔楕円形石製品といった祭祀性の強く窺われる玉類を多く含む点である。

これらのことから，権現第2． 3号古墳の埋葬施設の副葬品はいずれも祭祀性が強くみられる内

容であることが指摘できる。なお，臼玉の編年によって，第2号古墳SK1の臼玉は側面の稜を

持つものが主体であることから4世紀後葉～5世紀前葉頃，第3号古墳SK1の臼玉は側面の稜

がないものが主体であることから5世紀初頭～中葉頃と考えられる。

これらのことから，権現第1～3号古墳のなかでは，最初に第2号古墳が築造されたとみられ

る。その時期は5世紀前半を中心に4世紀に遡る可能性もある。第2号古墳の後出的な箱式石棺

2基の埋葬はやや遅れて，第3号古墳の築造時期に近いと考えられ， 5世紀中葉を中心とした時

期であろう。第1号古墳は埋葬施設が失われて明確でないが，その墳丘構造が第2号古墳に類似

し， これがやや簡略化したものとみられることから，第2号古墳の構築に遅れるものの5世紀代

のなかには納まるものと考えられる。
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所在地

コード

市町村 遺跡番号

北緯
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東経
。 ' 〃 調査期間

調査面積

㎡
調査原因

1～3

ごんげんだい

権現第
ごう こふん

号古墳

ひろLまけんみよL しむ二うえた

広島県三次市向江田
まちあさどんげん

町字権現

34209 1112
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４
７
７

３
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132.

54′

43〃

20050711

～

20051111

1,300 中国横断自

動車道尾道

松江線建設

事業に係る

発掘調査

所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

権現第1号古

墳

古墳 古墳時代 古墳（埋葬施設不

明）

なし 中世以降の攪乱

(経塚として再利用）

権現第2号古

墳

古墳 古墳時代 古墳（箱式石棺） 鉄鎌

臼玉

ツ 刀子，勾玉，管玉 ， 箱式石棺5基

権現第3号古

墳

古墳 古墳時代 古墳（箱式石棺） 刀子，勾玉，管玉，棗玉

臼玉，有孔楕円形石製品

， 小型箱式石棺2基

要 約 南北に長い丘陵頂部に南端から第1～3号古墳が並ぶ。いずれも円墳で，南端にある第1

号古墳は直径14m,高さ2mだが，墳頂部が中世の撹乱によって壊されており，埋葬施設は

不明である。中央にある第2号古墳は径20m,高さ3mと最大規模の円墳で，墳頂部に箱式

石棺5基が築かれている。中心的なSK1は礫床で，棺内から直刃鎌と管玉・臼玉が出土し

た。 SK4からは刀子と勾玉・管玉が出土した。 SK5は小児墓である。長軸が東西方向の

SK1 ．4．5が先行し，長軸が南北方向のSK2･3は後出する。最も北側に位置する第

3号古墳は墳形は不明確だが，頂部で小型の箱式石棺2基(SK1･2)を検出した。いず

れも長軸が南北方向を指し，東側のSK1からは刀子と勾玉・棗玉・臼玉が，西側のSK2

からは大小3種類の勾玉と管玉が出土した。第2号古墳出土の勾玉・管玉は碧玉製だが，第

2号古墳出土の臼玉と第3号古墳出土の玉類は珪質凝灰岩・凝灰岩製である。権現第1～3

号古墳からは土器の出土はなく，築造時期についてはあまり明確でないが，小児墓を含む複

数埋葬であることや副葬品が小型農工具（鎌・刀子） と玉類（勾玉・管玉・棗玉・臼玉・有

孔楕円形石製品）の組合わせであることなどから， 5世紀頃と考えられる。
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